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　・宇宙人、つまり、地球外生命体がいる確率は何％ですか？



（ベストアンサー）　木星人＠地球　さん

　・１００％だ。



    


  
    
      


１章　告白係







「成功確率、０・０００００１％！」

　高鳴る胸を抑えながら、僕、天あま乃の翔しよう太たは呟つぶやく。強烈な日差しの降り注ぐ初夏の昼下がり。近所の市民公園。その中央の広場にある木こ立だちの陰に隠れ、僕は息を切らしている。

　梅雨が明け、いよいよ夏本番という季節。激しい暑さのせいか公園に人ひと気けはない。耳の中まで入り、鼓膜を蒸しあげてしまうほどの熱気。夏用の制服の背中に、ジンワリと汗が浮かぶ。16ビートを刻む左胸の心臓は、毎秒４リッターの血を僕の全身へ送り出す。

「いや、ちょっと待て……。確率、０・００１％くらいはあるんじゃない？」

　眼鏡めがねをキラリと光らせブツブツと言っている僕。細身の体、中背。ほっそりとしていて、どこか陰いん鬱うつそうな顔。客観的に見たら確実に変質者だよね。

　深呼吸してゆっくりと木立の陰から顔を出す。目前に広がる芝生の原っぱ。その中央に植えられた大樹の根元に、ポツンと置かれたベンチ。そこに女の子が座っている。白いブラウスに白のスカートという純白の装いに、白いリボンの麦むぎ藁わら帽。

　ハードカバーに視線を落とす顔はかなり可愛かわいい。大きな瞳ひとみに小さな鼻、桃色の唇くちびる。明るい色の髪はツインテールにまとめられている。テレビに出ればアイドルになれる美少女だ。

　彼女の名前は一ひと片ひら愛あい。僕のクラスメイト。通称、愛さん。

　ゴ、ゴクリ――。愛さんを見つめながら生なま唾つばを飲みこむ。溢あふれる汗。ガクガクと震える体。乾季の砂漠のような喉のど……。ああ、そうさ。今、僕はテンパっている、テンパっているとも。腹痛でトイレに駆けこんだら個室が使用中で、やむなく無人の女子トイレに侵入して用を足していたら女子高生の集団が入ってきたでござるの巻、の時だってこんなにはテンパらなかったよ。

　だって僕は今、告白しようとしているんだから。一片愛に。

「よし、整った!!　成功確率０・０００１％！」

　それは独自のアルゴリズムによって導かれた、僕の愛さんへの告白が成功する確率。ロイヤルストレートフラッシュが出る確率以下だけど、告白しなければ０。それよりは高い。

「よしやるぞ。愛さんに、愛さんに告る」

　パンと頬ほおを叩たたくと、僕は木陰から飛び出しベンチに向かっていく。愛さんに近づくに連れて、彼女の可愛い顔が大きくはっきりと見えてくる。プニプニとした弾力性のありそうな頬、ブラウスの袖そでから伸びる腕は肉球のように柔らかそうだ。

　ベンチの前までくる。愛さんが顔を上げる。作り物のように完かん璧ぺきに可愛い顔が、僕に向けられている。突然のクラスメイトの登場に、キョトンと、目をパチクリさせている。

　僕は顔中から汗を噴出、体を小刻みに震わせていた。いけ、僕！　頑張れ、僕！

「好きですっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ!!!」

　言っちゃった。男らしくはっきりと。すごいぜショータさん！

「僕と、つ、つきあってください！」

　やりおった。よくやったぞ、あとはもう休んでいい。高揚感と達成感に包まれる僕。

　――と。

　愛あいさんはまだ、僕を見ている。告白する前と同じきょとんとしたような顔のまま、開いていたハードカバーの本を閉めた。真っ黒な表紙に、金色の文字で書かれたタイトルが目に入る。古典的なＳＦ作品『木星買います』。

　愛さんの可愛かわいい顔の、可愛い桃色の口がゆっくりと開く。

「つきあってもいいぞ」

「へっ？」

　今、愛さん、なんて言った？　興奮して耳がおかしくなっていないとすれば、「つきあってもいい」と。なんとなくワイルドな口調だったけれど、そんなことは別にいいよね？

「今、なんと？」

「つきあってくださいと言われたから、いいぞと答えた」



    


  
    
      



    


  
    
      「マ、マジでですか？」

「わたしは嘘うそが嫌いだ」

　愛あいさんはコクコクと頷うなずく。

　本当に？　ぼ、僕は失敗確率99・９９９９％に勝ったの!?

「ただ……、つきあう前に一つ、言わなくてはいけないことがある」

　愛さんは神妙な顔つきになってつけ加える。

「黙っておいてつきあうこともできるが、それではフェアじゃないからな」

「？？」

　黙ってつきあう？　フェア？　一体、なんのことだろう？

「実は、その……」

　首を傾かしげる僕を、愛さんは自信無さげな上目づかいに見ると、

「……木星人なんだ」

　小さな声でボソボソッと言う。

「はっ？」

「わたしは木星人なんだが、それでもいいか？」

「木星？」



　もく―せい［木星］

　太陽系の五番目の惑星。太陽からの距離は約７億８０００万キロ（５・２天文単位）であり、周期約10時間で自転、約12年で公転。64個の衛生と３本の環を持つ。別名“〝歳星”〟。



　僕の頭の中をそんな辞書的な解説が駆け巡る。でもなぜここで木星が？

　ポカンと口を開ける。僕の周りが暗転したような錯覚。あ、あれれ？？　なにかがおかしい。確信はないが、とんでもない致命的な間違いを犯してしまったような気がする。いつも全すべての行動を理路整然とさせておきたい僕が、とんでもないミスを犯したような。

　どこだろう？　どこで僕はどんなボタンの掛け違いをしたんだ？　僕はほんの少しだけ過去を、思い返そうとする。





　三十分ほど前――

　チャイムが鳴り、六時間目の授業が終わる。二年Ｃ組に所属する僕は、誰だれよりも早く荷物を鞄かばんに詰めこむ。放課後の学校に価値はない。さっさと家に帰るのが僕のジャスティス。

　だが、教室から出て行こうとする僕の前に、一人の男子が立ちはだかる。

「ちょっと待たれい」

　時代がかった台詞せりふをはいて、その軽薄そうな顔の短髪のクラスメイトは不敵に笑う。鈴すず木き雄ゆう介すけ。知り合い以上友達未満の人物。

「なに？」

　面倒臭そうな顔で一いち瞥べつしてやる。

「天あま乃のを学年一聡そう明めいな生徒と見こんでお願いしたい。迷える子羊のオレに助言が欲しい」

　両手を広げる大おお袈げ裟さなジェスチャーに僕は渋々頷うなずく。

「今週、以前からオレが注目していたゲームが発売されたのだ」

「ふ――ん。それはパソコンの十八歳未満は購入してはいけない類たぐいの？」

「ハッ！　どうして、それを!?」

　鈴木はオーバーリアクション気味に仰のけ反ぞってみせる。

「統計上、君の買うゲームの68％がその類のゲームで、残りがＣ指定だからねっ！」

「なるほど、そういうことか。こいつは参った。でも、その通り。オレが買おうとしているのは、そういう類のギャルゲーなんだ。ハッハッハッハ」

　ハイテンションで短い前髪を掻かきあげる。僕まで変な目で見られるから止やめて欲しい。

「で、相談というのは？」

「実は金がない」

　真顔で言う。

「はっ？」

「なにしろあの手のゲームは高い。値引きありの店でも八千円近くする。それに対して、オレは三千円しか持っていない……」

「うん。五千円程足りないね」

「そんなことはオレでも分かる。だが、どうしても欲しいんだ。どうすればいいと思う？」

「なんだ。そんなこと」

　僕は肩をすくめると、指を三本立てて鈴木の顔の前に突き出す。

「ある経済学者は言いました。資金を作るには三つの方法があると。一つ生産する、二つ借りる、三つ奪う。……クラスメイトから犯罪者を出したくないから三つ目は却下するとして、残りは二つ。借りるあてはあるの？」

「貸してくれるのか？　無利子で？　ありがとう天乃、マイフレンド!!」

「ないんだね。じゃあ、次の小遣いまで待つという選択肢は？」

「もちろん、ない！」

　なんの躊躇ためらいもなく頭かぶりを振る。

「……だったら財産を売るしかないね。所有するゲームを売却してお金を作る」

「それは考えた。でもな、オレのゲームのコレクションは全部自分の娘のような存在なんだ。それを売るのは娘を身売りに出すようなもの……。そんなこと、オレにはできない！」

　鈴すず木きは両手で胸を押さえる。僕は首を振る。

「じゃあ早期の購入は諦あきらめよう。僕が助言できるのはこれくらいだよ。では、アディオス！」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　手を挙げて帰ろうとする僕の帰りを、鈴木はなおも邪魔しようとする。

「なんなの？　まだ何か訊ききたいことがあるの？」

「もっと手っ取り早く、購入資金をゲットする方法はないのか？」

「……例えば？」

「埋まい蔵ぞう金きんを手に入れるとか、竹たけ藪やぶの三億円を拾うとか、そういう感じの」

「どういう感じだよ！　というか、それらの方法に僕がどんな助言ができるわけ？」

「そういう一いつ攫かく千せん金きん的な方法はないか、と聞いてるんじゃないか。マイフレンド！」

「あのね……」

　僕はかけなおした眼鏡めがねを冷たく光らせる。

「財宝を探し出す、大金を拾う……、そんなことが成功する確率は１京分の１以下だよ。非現実的、むしろファンタジーの領域！　そんな物に期待しないで、もっと地道に、地に足のついた資産計画を立てるべきだよ。その方が確実に目標を達成できるよ」

　ややヒートアップして僕は話す。

「埋蔵金を探すより、自販機の下に落ちた十円玉を拾いなよ。五百枚で五千円。拾しゆう得とく物ぶつ横おう領りよう罪ざいに問われそうだけど、エロゲー買うために逮捕されるのなら本望じゃない？」

「自販機の下の十円玉拾いだと？　……さすが、マイフレンド。現実主義者……」

　鈴木は少し引き気味に口の端をピクピクさせる。

「隠し財宝よりずっと確実、成功率高しだよ。とにかく、僕のできる助言は、一に無駄に沢山所有するゲームの売却、それができないなら十円玉拾い。以上、じゃあね！」

　僕は鈴木の肩を叩たたいて、横を通り抜けていく。まったく無駄な時間を過ごしてしまった。何が一攫千金だよ。寝言は寝て言って欲しいよ。

　足早に教室を出ていこうとしていると、

「天あま乃の、ちょっと待って！」

　今度は女の子が僕の進路に立ちふさがった。刑おさ部べ玉たま穂ほ。クラスメイトにして、僕にとっての抵抗勢力。ショートカットの髪型に露出したおデコがトレードマーク。猫のような切れ長の目をしていて、まあまあ可愛かわいい部類に入ると思う。

「なに？　僕、忙しいんだけどな」

「今日という今日は占うらなわせてもらうから」

　刑部はそう言ってスカートのポッケから小型の水晶球を取り出す。見た瞬間、僕は思わず後ずさる。寒気のようなものが全身を襲う。

「何度も言っているよね？　僕は占って欲しくない」

「あと一人。天あま乃のさえ占うらなえたら、二年生、全生徒を占いコンプリートなの。占いサークル初の快挙のため、助けると思って協力してよ。お願い、お願い――」

　両手を合わせる刑おさ部べを、僕はビシッと指差す。

「整った！　今日、僕が刑部の占いを受ける確率０％。じゃあ、また、明日」

　僕は刑部の横をすり抜けていく。

「ちょっと、待ってよ。話を聞いてよ」

　教室から出て廊下を早足で歩いていると、鞄かばんを持った刑部が追いかけてくる。

「待たない。話も聞かない！」

「なんて冷たい！　スーパークール！」

「ああ、そうだ。僕はスーパークールガイだよ」

　逃げるように歩きながら、僕は肩をすくめる。

「自分のことをクールって言うの、ちょっとキモイよ？」

「キモくて大変結構だよ。キモイ　イズ　ジャスティス！　でも、占いは必要ない」

「そこをなんとか。だって天乃、この前、いつか占いを受けてもいいって言ってたじゃん？」

「いつそんなこと言ったよ。何年何月何日何時何分何秒？」

　靴箱の前で革靴を履きながら、僕は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「昨日、夢の中で言ってた。『なるほど。“〝占い屋玉たま穂ほ”〟なら、毎日、占ってもらってもいいかな』……って、かっこよく前髪を掻かきあげていたよ」

「それ妄想だよ！　ってか、キャラが違いすぎだよ。それになに？　刑部の夢に、僕、よく出てきてんの？」

　刑部は僕の質問に、「えっ？」と、頬ほおを赤らめた後、

「あ――、よく考えると一度もないかも」

　けろりと言いやがる。

「十秒前の発言とくらい、整合性を持たせようよ！」

　バタンと靴箱の蓋ふたを閉じる。

「ねえねえ。なんで、天乃、占い、嫌いなの？　ここまで拒否する人も珍しいよ」

　前庭まで来ても、刑部はまだつきまとってくる。今日は簡単には諦あきらめないつもりらしい。

「まったくもって、ファンタジーだから！　非現実的だから!!」

　歩きながら、はっきりと言ってやる。

「全すべての占いは経験則だけに基づいている。経験則は調査対象が極めて限定的で、科学的、統計的に基づいていない。数学的裏付けがない！　つまり、占いにはなんの根拠もない。僕は科学で証明されないものは信じないから！　以上！」

「へーえ。ははーん。ふーん」

「適当な相あい槌づちをうつにしても、もうちょっと気持ちの篭こもったのにしようよ」

　僕は不愉快な気持ちになりながら校門を通り過ぎる。街路樹の桜が立ち並ぶ歩道。さらに早足で歩く僕に、刑おさ部べはまだついてきている。

「どうしてついてくるの？　もしかして僕のことが好きなの？　ラブラブ愛してるの？」

「う――――ん。いや、そうでもないかな。うん、ないない」

「微妙に悩んだ挙句、ない、かよ」

　肯定されても困るけど。

「ねえねえ。さっきの話の続きだけど、天あま乃のって、占うらないは全部信じてないの？」

　刑部は僕の表情を窺うかがってくる。

「もちろん。占いなどというものは、この世から消えればいいと常つね日ひ頃ごろから思っている」

「血液型性格占いは？」

「統計的に一度調べてみたい気はするけど、ほぼないね。存在する確率１％以下！」

「そう？　血液型だけはかなりガチだと思うよ。例えば、天乃ってＡ型でしょ？」

「ＡＢだよ」

「あれま。本当に？」

「本当だとも。ほら。やっぱ、信頼に値しないじゃないか！」

「でも、ＡＢはＡとＢの要素が入るから大丈夫」

「大丈夫じゃない。それじゃあ、どんな適当なことも言えるよ!?」

　僕は呆あきれたように言うと、急に回れ右して、メイン通りの歩道から傍そばの細い側道に入る。

「ちょっと、どこに行くの？」

　そのまままっすぐ歩いていこうとしていた刑部が、慌てて反転して追いかけてきた。

「なんでわざわざ回れ道？　まさかそれほどまでに私をうざがってる？」

「うざいのは確かだけど、僕はいつもこっちから国道に出るの」

「なんで？　遠回りなのに？」

「あの道を行くと、小さい鳥居があるよね？　あの前を通ると気分が悪くなるんだよ」

「はっ？　なにそれ？」

「鳥居とか十字架とか僕、駄目なんだよ。あそこを通ると高確率で気分が悪くなる」

「まるでゾンビか吸血鬼のような……」

「言ってなよ。ほら、見てよ。近くを通るだけで、鳥肌が立ってきてるだろ？」

　軽くブツブツが浮き上がった腕を見せてやる。

　オカルトだけじゃないよ。宗教、おまじない、宇宙人、フリーメーソン陰いん謀ぼう説……、そういう数字や科学によって保証されない非現実的なものを、僕はまったく受け入れられない。受け入れられないどころか、そういう話を聞くだけで調子悪くなる。腕や背中に蕁じん麻ま疹しん。気管が苦しくなる。すでにアレルギーの領域だ。

「ちなみにジンクスとかもダメだから。大安祝日とかも勘弁な、だよ！」

　僕はパタパタと手を振る。

「ジンクスかあ。それなら、私も一つあるよ」

　刑おさ部べが怪しげに笑ってみせる。

「そうか、よかったね。でも、言わなくていいから」

「例えば、このアホ毛」

　刑部は頭のてっぺん近くから飛びだした癖くせ毛げを指差す。

「これ、前の晩にしっかり櫛くしを通しても、朝になったら飛び出すことがあるの。でも、その日は必ず、いいことがあるんだよ。つまり幸運のアホ毛。私のラッキーアイテム」

「よし、僕が今から切ってやる。このマイシザーズで！」

　鞄かばんからハサミを取り出した。

「やめて――」

　アホ毛を手で隠そうとする刑部を、僕は呆あきれ顔で見る。

「幸運のアホ毛って馬ば鹿かなの、死ぬの？　そんなものは存在しないよ。全く科学的でない」

「それはそうかもしれないけど……」

　玉たま穂ほは不満そうな顔をする。

「なんでもかんでも数字とか科学で決めようとしていたら、日常から夢みたいなものが全部なくなるんだよ的な？」

「いいんだよ。世の中に存在するのは、現実と確率だけだよ。さっきも、隠し財産をゲットしてエロゲー買うとか言ってたアホなクラスメイトに言ったけど、世の中、現実だけを見て、地に足のついたライフプランを立てた方が確実なんだよ！」

「鈴すず木きがアホなのは間違いないけど……」

　クラスメイトとぼかしたのをあっさりカミングアウトしながら、玉穂は続ける。

「現実だけ見ていてもつまんないじゃん？　生活に刺激がなくなるし。だから天あま乃のって、超理系人間とか鋼鉄の現実主義者（フルメタル・リアリスト）って呼ばれるんだよ？」

「褒め言葉だと受け取っておくよ」

　三さん叉さ路ろの信号で、僕と刑部は立ち止まる。

「私の家、こっち」

「知ってるよ。じゃあ、ここまでだね。ホッ」

「わ、なんか、安あん堵どのため息を声に出してるし。そんなに私に占うらなわれたくない？」

「ああ、ないね。まったくない」

「そうかあ。でもね、フッフッフ」

　刑部は急に不敵に笑い出す。

「水晶占いは無理でも、実は毎晩、“〝天乃翔しよう太た”〟の名前でタロット占いをしているんだよ」

　僕は「いやがらせかよ」とコメカミに血管を浮かばせる。

「天あま乃のの今日のこれからの運勢、聞きたくない？」

「いや、全然。じゃあね。僕は急ぐんで」

「占うらないによると、今日の天乃の運勢は――」

「あ――あ――あ――。じゃあ、また休み明けに」

　僕は両手で耳を叩たたきながら、刑おさ部べから逃げるように横断歩道を渡ろうとする。遠ざかりながら、それでも微かすかに刑部の声が聞こえてしまった。

「大きなミスをするかもしれないので行動は慎重にしましょう」





　……と、そんな感じで一緒に帰っていたクラスメイトの刑部と別れた直後のこと。僕が愛あいさんを公園で見つけたのは。



「……」

　再び炎天下の公園。降りしきる太陽の光、ざわめくセミの声の中、告白した僕はベンチに座る愛さんと対たい峙じしている。

　時間を遡さかのぼって考えてみても、やっぱり告白は間違っていない。盲点なんてない。しかも、愛さんはつきあってもいい、と言ってくれた。あの、好みのパーツを合成して作ったキメラのようなルックス（褒め言葉だよ！）、学年でトップクラスの成績を誇る知性（僕には敵かなわないけどね！）、運動もできれば、性格もいい。そんな、生涯の伴はん侶りよになって欲しいと本気で思っている愛さんが、僕とつきあうと言っている。これ以上ない幸せだよね？

　でも、なんなんだろ。この、体中を襲う不安感。たぶんその理由は、愛さんが言った「わたしは木星人なんだが、それでもいいか？」にある。木星人って……、なに？

「あ、あの」

　改めて愛さんの可愛かわいすぎる顔を見つめる。彼女は真剣な様子で、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「ええっと。も、木星人というのは、つまり、比ひ喩ゆ的な意味ですか？」

「どういう意味だ？」

「いや、つまり、木星人のように謎なぞめいた性格というような……」

「違う。わたしは正真正銘の木星人」

　愛さんは大おお真面目まじめに言う。

「木星人…………？　愛さんが？」

　いや、ないから。ないない。木星に人型の生物が存在する確率、０・００００００００１％。オーナインシステムとはよく言ったものだよ！

　もしかして、これは愛さん流のギャグなの？　笑うところ？　完かん璧ぺきな愛さんにも、冗談が面白くないという弱点があったとか？　それとも、僕が木星人とか受け入れられない性格であることを知っていて、やんわりと告白を断ろうとしている？

　いや、もっと違う可能性もある。……例えばこの子が――、愛あいさんじゃないんじゃないとか！　告白相手を間違った的なノリのそれの！

　自分の考えに、この暑さにも拘かかわらず背筋がゾッとする。そんなことって、ある？　僕は改めて、愛さんにしか見えないその女の子を眺める。

　愛さんにしか思えない顔がそこにある。でも、髪型はいつものストレートロングとは違うツインテ。あと、座っているせいで分かりづらいけど、多少、背が低いきもする。そして、なにより胸が……。愛さんはもう一まわりか二まわり、ボリューミーな気もする。

　とにかく、そういう目で見ると、色々と違って見えなくもないけど、確信までは至らない。はっきりさせるには、本人に訊きくしかなさそうだ。

「あ、あの、君。もしかして――」

　愛さんじゃなかったりする？　と、僕が言おうとした時、

「むっ。その顔は……、お前、わたしが木星人だと信じてないな」

　突然、女の子が不機嫌そうな声を出した。

「そりゃ信じてないけど、僕が気にしてるのはそんなことじゃなくてさ……」

「やっぱり信じてないのか。ぶううう」

　不満げに頬ほおを膨らませる。

「いやだって……。木星人なんて」

　いるわけないし……。

　僕が困っていると、女の子は尖とがらせた口でボソッと呟つぶやいた。

「……だったら、証拠、見せる」

「へっ、証拠？　なんの？」

「わたしが木星人だという証拠」

「ほ、本当に？」

　予想外の展開に僕は目を瞬またたきさせる。木星人なんているわけないのに、その証拠？

「木星人という証拠に……、わたしには、生えているんだ」

　女の子は頬を少し赤らめた。

「生えてる？？　なにが？」

「……その。羽と尻尾しつぽが」

「はああっ、羽？　尻尾？」

　んなバカな。

「いや、生えているのは確かなんだ。ただ、これを見せるためには……、わたしは、脱がないといけない……」

　女の子は恥ずかしそうに、もぞもぞと体をよじる。

「脱ぐって何を？」

「古いにしえより地球人が怪け我がや温度変化から身体を守るため着用している被服」

「はあ？」

　僕が首を傾かしげていると、

「でも、証明しない限り前には進めない。だから、わたしはやる」

　女の子は赤らんだ顔で本をベンチに置くと、僕に背中を向けて立ち上がった。

「い、いいか。ちゃ――んと見るんだぞ。一度しか見せないからな」

　そう言うと、気合をいれるように息を吸いこむ。震える指でスカートのホックをつまみ……、そのまま外しちゃった！

「なっ――」

　に、やってんの――!?　と僕が思っている間に、女の子は更にチャックをずずずーと下までずらした。

　ストン、と。真っ白なスカートが地面に落ちる。必然的な結果として、今までスカートで隠れていた物が露出する。つまりパンツが！　グリーンの縞しま々しまの、ちょっと幼い感じの女の子用パンツがモロ出し。

　ゴクッと喉のどが鳴り、カッと頬ほおが熱く、ドキンと心臓が鼓動した。パンツを、しかも装着された女の子のパンツを、こんなマジマジと見たのは近年なかったから。ってか――、

「な、なに脱いでんの―――――――！」

　やや遅れ気味に、僕はツッコミを入れた。ここ、公園ですよー。屋外ですよー。公衆の面前ですよー！

　もうパンチラとか、そんなケチなことを言っている場合じゃない。下半身を覆うものはパンツと靴下だけというパンモロ。ブラウスでお尻しりの部分が少し隠れているのが逆に扇情的なくらい。でもって、パンツのレースで縁取られた裾すそからは、細くて長い足が伸びていた。無駄な肉など全くないスラッと華きや奢しやな足は、まるでカモシカのようだ。

　僕がバカみたいにポカンと口を開いたまま呆ぼう然ぜんとしていると、女の子は、今度は震える指でブラウスのボタンを外し始めた。

「な、なに、上まで脱ごうとしてるの――――――！？！！！」

　ツッコミを入れたと同時に、ハラリとブラウスがベンチの上に落ちる。透き通るように真っ白な背中とうなじが、僕の目の前に現れる。心臓の鼓動が激しくなり、毛細血管を流れる血液が沸騰したかのように、顔が熱くなる。

　しかも、色白の背中には肌を隠すものがなにもない。そう、年とし頃ごろの女の子の大半がつけているはずの、胸を覆う下着がないんです。

「ちょっ、どうしてブラしてないの―――！」

　僕は叫びながら横を向く。体がブルブルと震動しまくる。今、僕の横には公園でパンツ一枚、上半身裸に麦むぎ藁わら帽だけの女の子が立っている。ここからじゃ見えないけれど、正面に回れば胸の膨らみとか、その他諸々の第二次性徴的な何かが露あらわになっているはず。

「って、第二次性徴的な何か!?　ブフウゥゥ―――!!」

　自分の思考にツッコミを入れながら、闘牛のように鼻から荒い息を吐き出す。ほんのすぐ近くに思春期の男子なら誰だれもが拝みたいものがある。

　僕は女の子の正面に回ってジックリと観察したい気持ちをグッと我慢するよう足を踏ん張る。そんなことをしたら、僕は人としてダメになる。

「わ、わたしはノーブラ派なんだ」

　向こうを向いたまま、女の子から亀かめレス気味の返事がくる。まだ微妙に声が震えている。

「言われなくても分かるよ。僕は、見てない。僕は君の背中なんて見てないからな。見ているのは、そう、緑の木々！　日の光を受けて、青々と生い茂る木々だよ！」

「それじゃあ、せっかく、ぬ、脱いだ意味がないじゃないか」

　女の子が困ったような声を出す。

「意味って――!?」

「せっかく証拠を見せようとしているんだから、ちゃんと見よう。木星人でも裸でいるのは少し……、照れるんだぞ？」

「照れているんなら、止やめようよ！　正直言うと、脱いだ直後、チラッと君の体を見たけど、いや、自然と目に入っただけだけど、羽も尻尾しつぽも見えなかったよ!?」



    


  
    
      



    


  
    
      「遠くから見えるほど立派な物じゃない。地球人の肉体と一体化した時、木星人としての特徴はそのほとんどが抑制されてしまったんだ。残念なことに」

「いや、残念がられても困るよ」

「さ、さあ、顔を近づけてよく見よう。ジックリと。大丈夫、警察に訴えたりはしない」

「断る！　むしろ、走って逃げるから！」

「逃げたら追いかける。どこまでも追いかけるから。照れながら追いかける」

　女の子の声は本気そのものだ。

「わ、分かった。あとでちゃんと見るから、とりあえずスカートとブラウスを着用してよ！」

「証拠を見ない限り、着ない」

「なんでだよ！」

「木星人の意地」

「そんなところで、意地をはらなくてもいいよ！」

「いいから早く見て。見ても減るもんじゃないから」

「それは日本語の使い方としてちょっとおかしい」

「見ないというなら、意地でも見させる」

　そう言うと、女の子は横を向いた僕の体を掴つかみ、自分の方へ向かせようとする。

「痛いっ！　腰が捻ねじ切れるって！　わ――った。見るから、手を放して」

「……本当？」

「本当だよ。さあ、背中を見せてよ。前からは刺激が強すぎるし、目的を果たせないから」

「うむ」

　回れ右をした気配がしたので、僕はゆっくりと目を開けた。

　再び真っ白な女の子の背中が視界いっぱいに広がる。贅ぜい肉にくの無い体から、背骨がくっきりと隆起している。そして下半身は、縞しま々しまのパンツで覆われている。

　僕は息を飲みこむ。背中の向こう側には、憧あこがれのエデンがあると思うと体が戦慄わななく。

「左右に二つ。羽の跡があるだろう？」

　目を凝らして、指差された場所を見る。女の子の髪から花のような香りがした。

「羽の跡って、これ？　このホクロの跡みたいなヤツのこと？」

「ホクロじゃない。羽の跡」

「いや、どう見てもホクロだよ」

「そこから羽の神経に繋つながっていたんだ。間違いない」

「間違いだらけだよ！」

「む。つまり、羽だけでは信じられないと言うんだな」

「いや、羽だから、ってわけじゃなくてさ！」

「だとしたら、尻尾しつぽで証明するしかないか……。こっちは、ううむ、さらに照れるんだが」

　女の子はため息をついて、パンツに両手をかけた。

「ちょっと！」

「じゃ、じゃあ、見せるぞ」

　気合を入れて女の子はパンツを膝ひざくらいまでずらした。

「な、なに、してんの！」

　再び僕は、横を向いてしまった。

「し、尻尾はお尻しりの上にあるんだ。こうするしかない」

「たとえそうだとしても、パンツずらしすぎでしょ!!」

「大は小をかねる」

「木星人っておおざっぱ――！」

「い、いいから、尻尾を確認しよう。しなければ、パンツも脱ぎ捨ててしまう」

「な、なぜ!?　でも、分かった！　見る、見るから、そんな暴挙は止やめろ」

　天あま乃のは突き出された女の子のお尻に目を向ける。プルプルとした、血色の良いプリプリっとしたお尻が露あらわになっていた。

　ドクドクドクドクッ。僕の心臓は長距離走をしている時のように、フルスピードで動いていた。だってお尻が。よく熟うれた桃のような女の子のお尻が、目の前にあるんだよ？　真っ白い柔らかそうな肌に、薄うつすらと生えた産毛が見えるほと間近に！

「ここにあるだろう？」

　女の子は背中に手をまわし、お尻の上の辺りを指差す。僕はガクガクと震える顔を、指差した辺りに近づける。確かに、赤い腫はれ物もののようなものがあるけど。

「これが揺るぎない証拠」

「確かに腫れ物のようなものがあるけど……。でも、これ尻尾？」

「尻尾。それ以外のなにものでもない」

「蚊にさされても、これくらいは腫れるよ？」

「違う。尻尾」

　女の子は叫ぶ。同時に、ピンク色のお尻がプルルンと揺れる。

「まあ分かったから。分かったから君、パンツを穿はこうよ」

「木星人だって認めない限り、パンツ穿かないからな。一生穿かないからな！」

「どういう脅しだよ！」

「認めないなら、パンツを完全に脱ぐ。ついでに、お前のパンツも脱がす！」

「なんでだよ！　分かった！　信じた、信じたから。それは尻尾に違いない。これ以上ないくらいの、立派な尻尾だよ！　でもって、君は木星人だ！」

　やけっぱちになって叫ぶ。

「よかった。ようやく、わたしが木星人であることが分かってもらえたようだ」

　女の子は満足そうに腕を組んでいた。一方、僕は罪悪感に包まれる。非現実、非科学を絶対に認めたくない僕が、言葉上とはいえ木星人を認めてしまうことになるなんて……。

「い、いいから、服を着てよ」

「うむ、そうだな。パンツだけは穿はこうかな。お前のために」

「なんで、そんなに偉そうなの？　スカートも穿こうよ！　あと、ブラウスもね！」

「分かった」

　女の子はいそいそとパンツを引っ張りあげると、スカートとブラウスも着た。その間、顔は僕と同じように火ほ照てっていた。

「ふう」

　僕はため息をつく。ホッとしたような、少し残念なような……。にしても、なんなんだろう、この女の子。いきなり服を脱ぐなんて。木星人の証拠とか、意味分からないし。

　ただ一つ、確かなことがある。整った！　この子が一ひと片ひら愛あいさんの確率は、０・００００００００００００００００００１％。どんなに僕の知らない隠れた一面があったとしても、愛さんは公園で半裸になるような女の子じゃない。たぶん。でも、じゃあ、この子は誰だれ？

「告白しといてなんなんだけど……、君、誰？　名前、なんていうの？」

　真っ白なスカートのお尻しりの埃ほこりを払う女の子に、僕は尋ねる。

「名前を訊きく時は、まず自分から名乗るのが地球の慣習では？」

　女の子は血色のよい口をすぼめる。

「僕は天あま乃の翔しよう太た。仁に科しな高校の二年だけど……」

「そうか。わたしも仁科高なんだ」

　今度はニッコリと笑う。

「うっ」

　となる。愛さんではないにしても、可愛かわいいのは確かだ。ルックスだけなら愛さんと同じかそれ以上の可愛さ。というか、同じ高校に愛さんそっくりな女の子がもう一人？

「わたしの名前は……」



　　　　　☆



「大失敗……」

　僕は下を向いて頭を抱えていた。

　一世一代の勝負をした、つまりは告白した翌日の日曜日。僕は一張羅のブランドＴシャツとジーパンを着て、昨日の公園にほど近い一軒家の前に立っていた。

「まさかな。そんな罠わなが隠されていたなんて」

　ブツブツ言いながら、虚うつろな目を目の前の表札へ向ける。一ひと片ひら家全員の名前。両親の名の下に“〝愛あい”〟。そしてその下に“〝恋れん”〟と刻まれている。

　一片恋。愛さんの妹の名前。愛さんには一つ下の妹がいた。愛さんにそっくりの。

「なんで気がつかなかったんだ。僕はバカか？」

　ポカポカと自分の頭を叩たたく。叩きたくもなる。このまま、頭ず蓋がい骨こつを変形させて、脳のう挫ざ傷しようで死んでしまいたい。死ね、死んでしまえ、天あま乃の翔しよう太た！

　結論を言おう。僕が昨日、告白したのは愛さんじゃなく、妹の恋だった。チャンチャン。あの時間の公園に愛さんがいた時点で、おかしいと気がつくべきだったんだ。

　いや、だけど間違いを犯したのはもう仕方がない。大事なのはこれから。

「謝って、告白をキャンセルしなくては」

　昨日、間違いに気がついた後、すぐに訂正すべきだった。ところが、一片恋は僕の電話番号を訊きくと、訂正の暇を与えず、「これから予定がある」と、帰ってしまった。だから今日、僕はこうして一片家を訪れることになっている。

「二人に謝罪して、間違いを修正する。ついでにどさくさに紛れて愛さんに告白する？」

　実は告白したのは恋さんではなく、愛さんだったのです。つまるところ、愛さん、大好きです。結婚してください。

「成功確率０・０００００００００００００００００００００００００１％以下！　……でも、告白の修正だけは、しないわけにはいかないよね」

　僕はため息をつくと、一片家のインターフォンに手を伸ばす。その時、指先がボタンに触れるよりも先に玄関が開き、女の子が現れた。長いロングの髪。アイラインがくっきりとした大きな瞳ひとみ。英字のプリントされたＴシャツは、胸の部分が張り出し発育のよさを存分に強調する。短めの丈のスカートから伸びる長くて引き締まった足は水泳部で培われたという……。愛さんだ、たぶん、今度こそ本物。

「お、おはよう。一片さん」

「おはようございます」

　愛さんはニコッと笑う。なんという純粋で無む垢くな笑み。まるで天使のようだ。

　天使は玄関から出てくると、ポーチの扉を開けて僕の前に立つ。

「妹からお話は全部聴きました」

　大きな瞳で僕を見つめ、なんとも嬉うれしそうな顔をする。

「えっと、その件でお話が……」

　上目づかいで口をモゴモゴと動かしていると、

「天乃くん……」

　愛さんは突然、腰を垂直に曲げて頭を下げた。

「妹を末長くお願いしますっ!!」

「あ、愛あいさん!?」

　愛さんは顔をあげると、感極まったような顔で僕を見る。

「妹のことを好きな人がいたなんて、嬉うれしいです。嬉しくて、私……グスン、グスンッ」

「な、涙!?　ちょっ、愛さん、な、なんで泣いているんですか!?」

「だって……」

　愛さんは目に溜たまった涙を拭ふきながら、僕を見る。

「恋れんはちょっと変わったところがあるから、学校の生活には馴な染じめないところがあって。友達もできなくて。話す相手と言ったら、私くらいしかいなくて……」

「ああ、それはなんとなく分かります」

「だから、私、心配だったんです。もう高校生だし。恋が私にしか心を開けないまま大人になったらどうしようって……。でも、そこに天あま乃のくんが！」

　悲しそうにしていた顔を、パッと明るくした。

「恋も喜んでいます。告白されて嬉しいって。地球人の知ち己きが増えてよかったって」

「地球人の知己……」

「あんな恋を見るのはテレビで宇宙人特集をやっていた時以来です。だから天乃くん……」

　愛さんはジッと見つめると、

「妹をお願いします。私と“〝いもうとがかり”〟として、恋を守ってください！」

　僕の手をギュッと取った。僕は愛さんとの初の一次的接触にドキドキしつつも、

　ま、守る……、って一体、なにからですか？　ってか、“〝いもうとがかり”〟ってなに？

　と思っていた。

「ええっと、ですね……。愛さん。その、実は、昨日の告白なんですが……」

「はい、なんでしょう？」

　愛さんはなにか、期待するような目で僕を見る。瞳ひとみがさっきの涙でキラキラと光っている。何も疑うことを知らない、期待に満ちた曇くもり無き目が、僕に向けられている。

「いや……、なんでもないです」

　僕はパタパタと手を振る。そして、頭を下げた。

「こ、こちらこそ。よろしくお願いします」

　言えるかよっ!!　だって、愛さんが妹の恋のことが大好きそうなんだもの。泣いてしまうくらい妹ラブなんだもん。そんな愛さんに、「ごめん。実はあの告白、勘違いでした」なんて言えない。言ったら、その時点で（愛さんとの仲は）ゲームオーバーだよ。

「恋はちょっと変わったところがありますけど……」

　愛さんは優しく僕に微笑ほほえみかける。

「というか、ちょっと木星人ですけど……」

「やっぱり木星人なんですか！」

「基本的にはいい子です」

「木星人だけどいい子！」

「だから……」

　愛あいさんはキッとちょっと怖い目で見る。

「だから恋れんを不幸にしたら、私、天あま乃のくんのこと、ゼッタイ、ゼッ――タイに許せないと思います。そんなことになったら、天乃くんは非業の死を遂げるかもしれない……」

「非業の死！」

　冗談ではなく、愛さんは本当におどろおどろしい目をしている。

「って、冗談です。それくらい恋はいい子だって言いたかっただけです」

「……」

　再び笑って舌を出す愛さん。でも目はあんま笑ってない。

「今日は、もちろん恋に会うために来たんですよね？」

「ええ、まあ……」

「恋も会いたがっていました。是非、あがってください」

　愛さんが二階を見上げる。つられるようにそちらを向くと、二階の部屋の出窓から女の子がこちらを覗のぞいていた。目の前の愛さんの髪型を、そのままツインテにしたような、そんな感じ。たぶん、一ひと片ひら恋だ。僕と目が合うと、すぐに顔を引っこめた。

「ふふ、可愛かわいいですよね。恋は地球人に対して、まだシャイなんです」

　嬉うれしそうに頬ほおを両手で押さえ、目を細める。ホント、妹萌もえだなあ。

「今度は地球人、ですか……」

「とにかく、あがってください」

　愛さんは回れ右すると、玄関のドアを開けた。



「ここが恋の部屋です」

　無人のリビングを通り、階段を通って二階のナチュラルな色のドアの前に案内された。

「恋。天乃くんが来ました。入ってもいいですか？」

「よい」

　中から実にシンプルな返答が返ってくる。

　ドアを開けた愛さんに導かれ、僕は現役女子高生の部屋に入ることにやや興奮しながら中に足を踏み入れる。が、次の瞬間ピタリと足を止め、戦慄わななく顔で部屋中を見まわした。

　木星、木星、木星！　部屋のどこを見ても木星。まず絨じゆう毯たんとカーテンが、どこで買ったのか木星柄。黒地に輪のついた惑星がいくつもプリントされている。壁にはやはり木星のポスターが何枚も。窓からの明りで光量は十分なのに、なぜか真っ暗な宇宙に放ほうり出されたかのような、壮大な気持ちになる。

「男っぽい部屋にびっくりしましたか？」

「いや、男っぽいというか……」

　えらく木星ですね。というか、現役女子高生の部屋、なめてました。ゴメンナサイ。

　さて、部屋の主である一ひと片ひら恋れんだが、一番奥の机の椅い子すに座って、背中をこちらに向けていた。ツインテールを黒いリボンで留めている。白のＴシャツにチェックのスカートだ。

「恋。天あま乃のくんが来ました」

　愛あいさんが呼ぶと、椅子がクルリと回って、恋がこちらを向く。

　ハッとした。やっぱ、愛さんにそっくりだ。一致率で表現するならば89％。

　恋は僕を一いち瞥べつすると、いきなりのたまった。

「木星人と地球人は仲良くなれると思うか？」

「はっ？」

　口がポカンと開いた。地球人？　木星人？　仲良く？

「ショータの意見は？」

　僕に振るなよ。そして、まさかのファーストネーム呼び捨てですか？

　なんて答えればいいのか分からず、僕は恋に微妙な笑みを浮かべてコクリと頷うなずいた。

「な、仲良くなれるんじゃないか？」

　いいか。僕、今、超適当なこと言ったからな。

「そうか。それはよかった！」

　恋がホッとしたように笑う。ぶっちゃけ可愛かわいい。笑った顔も、愛さんにそっくりだ。そして、愛さんにはない幼さというか、無む垢くな可愛さがあるような。

「わたしもそう思う。地球人と木星人は共に生きていけるんだ」

　恋は椅子から降りて歩いてくると、僕の前に立った。

「改めて自己紹介する。わたしは一片恋だ」

「天乃翔しよう太ただけど……」

　名前で呼んでいながら、今更自己紹介もなにもないと思うけど。

「昨日も言った通り、わたしは木星人。ある調査のため、十年前に地球にきた」

　恋は超ちよう真面目まじめな顔で頷いた。その瞬間、僕の頬ほおの筋肉が痙けい攣れんするようにピクッと動き、背中が痒かゆくなる。

　やっぱり反応した……。水晶球を見せられた時や、神社の前を歩いた時と同じ症状だ。どうやら僕の体は、恋の木星人トークをアレルゲンと判断したらしい。

「目的は木星人にとって、地球人が一緒に生きていくに相応ふさわしい相手なのか確認すること」

　吸いこまれそうな深しん淵えんな色の瞳ひとみで、恋は僕を見つめてくる。

「ちょ、ちょっとタイム！」

　僕は泣きそうな顔になって、愛さんに近づく。

「あ、愛あいさん！　これは、どうなっているんですか？」

　耳元で囁ささやいた。

「どうなっているか、と言いますと？」

「妹さん、昨日から自分のことを木星人って言うんですけど」

「そうです。恋れんは木星人なんです」

　ニコリと笑った。

「やっぱり愛さんもそのことをアグリーで納得なんですか！」

「恋は嘘うそを言うような子じゃありませんから」

「そういう問題ですか！」

「まさか天あま乃のくん。木星人だからって、恋が嫌いになったなんてことはないですよね？」

　愛さんはちょっと恐い顔をする。

「い、いや、そんなことはないです。ないですが……」

「ショータ！」

　軽くパニクっていると、恋に呼ばれた。

「は、はい？」

「ショータとつきあうのも、実は任務のためなんだ。地球人の感情を理解するために」

　コクコクと首を縦に振っていた。

「は、はあ」

「特に知りたいのは恋愛感情。それは地球人の心にとって、特に重要なのだろう？」

「そ、そうね」

「わたしはショータの告白に応こたえはしたが、お前のことが好きだからではない。というのも、今のわたしには恋愛感情がないから」

「へえ……」

「でも、ショータはそれでもいいか？　それでもわたしとつきあってくれるのか？」

　恋は心配そうに僕を見る。その表情は演技のようには見えない。心から不安がっている。

「わたしとつきあって、私に地球人の心を教えてくれるか？」

　そう言って、恋は僕に手を差し出してくる。

　その手をジッと見つめる僕。グッと息を飲みこむ。この手を握ったら、もう後戻りはできなくなる。一ひと片ひら恋とつきあわないといけなくなる。

　ってか無理だよね？　電波っ娘ことつきあうなんて。だって、さっきから体中が痒かゆいもの。木星人トークに体がビンビンに反応するもの。僕がこの子と上う手まくいく確率０％だよ。

「あのお、愛さん。実は大事なことを言ってないんですが……」

　僕は恐る恐る、愛さんの方を向く。それから、「うっ」と続きの言葉を飲みこむ。愛さんが目をキラキラさせて、祈りを捧げるシスターのように手を組んでいたから。

「私、感動しました。初めてです、ええ、初めてですとも。私以外の地球人に打ち解ける恋れんを見るのは。恋は本当に天あま乃のくんのことを“〝いもうとがかり”〟として受け入れてくれているみたいですね…………。それはともかく、なんですか？　大事なことって？」

　そんなことを言って、輝く瞳ひとみを僕に向ける。

　言いづれえ―――！　間違いだったなんて、絶対に言えない雰囲気だよ。言った瞬間、僕と愛あいさんの関係は永遠にターミネートするよ、間違いなく！

　僕はゴクッと唾つばを飲んで、恋の方に向き直る。髪型以外は一ひと片ひら愛とそっくりな顔。ぶっちゃけ、何も言わなければものすごく可愛かわいい女の子。でも、木星人。

　もう、どうにでもな――れ。僕はやけくそ気味に恋の手をとる。彼女の手は柔らかで、ふにゃふにゃで、すべすべで……。そして、僕はドキドキしながら、

「よろしく」

　言ってしまった。

「うむ」

　恋が僕に向かってニッコリと笑う。

　彼女の、愛さんのとは違うどこか浮世離れした笑顔を見つめながら、僕も弱弱しく口を綻ほころばせた。



    


  
    
      



    


  
    
      


２章　通信係







「う―――。あんま眠れなかった」

　僕は重い瞼まぶたを擦こすりながら、ベッドで上体を起こす。月曜日の朝。週で一番けだるい時間だけど、今日はまた一段としんどい。

「５回ほど目が覚めたかな」

　平均で90分毎に目が覚めたことになる。レム睡眠サイクルとバッチリ一致、やったぜ。

　微妙にテンションが上がったところで「ハア……」とため息。

「本当にいいのかな、これで？」

　一ひと片ひら恋れんとのこと。結局、つきあうことになってしまった。

　寝る前に散々考えて、適当にしばらくつきあって自然消滅的に別れる、という手を思いついた。さらにベストは恋と別れつつ、同時に愛あいさんと仲良くなるという悪魔のシナリオ。でも、灰色の脳細胞をフル稼働させても、恋から愛さんルートに分岐するイベントが浮かばない。恋との仲が解消した瞬間、愛さんとの仲もそれまでになりそうで。

「どうすればいい？」

　そんなことばかり考えていたから、寝ている間、愛さんだと思って告白した相手が、「私は木星人だ」と、グレイのような格好に変身する夢までみてしまった。

「完全にトラウマになっとるがな」

　僕は悪夢を振り払うようにかぶりを振って、ベッドから下りる。

　いつもやるように下着を着替え、クローゼットから出した制服の袖そでに腕を通す。シャツのボタンを留めるのがうざったい。

　恋も僕と同じ高校らしい。つきあっている以上、学校でも会うことにはなるだろう。そうなれば、また木星人トークを浴びせられること必至。

「学校、行きたくなーい」

　天井に向かって叫ぶ。あ――、不登校になりそう。



　鞄かばんを持って一階のリビングダイニングに行くと、制服姿の妹の瞳ひとみがテーブルにつき、食パンを食べていた。今年中学に上がったばかり。小学生の雰囲気の残る、前髪を切きり揃そろえたショートカット。兄の贔ひい屓き目めなしで可愛かわいいと思う。

　椅い子すに座ると、母さんが食パンと目玉焼きの乗ったお皿を目の前に置いてくれた。

「父さんは？」

　無人の父さんの席に目を向けながら瞳ひとみに尋ねると、「さあ」と首を振っている。

「お父さんは急の出張のため、一時間前に家を出ました」

　代わりに母さんが教えてくれる。

「あと、情報伝達で――す。父さんが出張のため帰りが遅くなるので、今日の一家団だん欒らん夜ご飯は中止となりました」

「ええ――。今日は十九時には帰れそうって言ってなかった？」

　瞳が唇くちびるを尖とがらせる。父親の帰宅が遅いことに不平を言うところが、まだ純粋だよね。

「いや、正確には、父さんは十八時までに帰宅する可能性が50％、二十時までが80％と言っていたんだよ。つまり、線形補間で類推すると、十九時に帰宅する可能性は65％。つまり、もともと三分の一の確率で帰れなかったんだ」

　僕は眼鏡めがねを上げながら言う。

「あーあ。またお兄ちゃんが、屁へ理り屈くつをこねてるよ―――」

「屁理屈じゃないよ。今のは初歩的な数学」

「本当に、翔しよう太たはそういうところが父さんに似ちゃったわね」

　母さんも食パンを食べながらため息をつく。

「じゃあ、お兄ちゃんも将来は大学の先生？」

「イヤだよ。大学の先生って、実は人間関係が一番大事な業種なんだよ」

　サラダのトマトにマヨネーズを大量にかけながら、僕は首を振る。

「それなら大丈夫じゃない？　あのパパだって務まっているわけだし」

　ハハハと笑いながら瞳は言う。

「そう言う瞳はなんになるんだっけ？　フランス外人部隊だっけ？」

　母さんが瞳の方を向く。

「漫画家だよ。どこから外人部隊が出てきたの？」

「いいじゃない。どっちにしても夢がある点で一緒だわ」

「まあ、それはそうかもしれないけど」

　笑い合う瞳と母さんに向かって、僕は鼻を鳴らす。

「漫画家も外人部隊も、目指すにはリスクが高すぎるよ。なりたいと思ってもなれない人の方が多いんだから。整った！　瞳が外人部隊に入隊できる確率０・００００１％！」

「そうだけど、だからこそ夢があるんだよ。分かってないなあ、お兄ちゃんは」

「大学入試以上の競争社会に、夢なんてあるかなあ。同じ高い競争率なら官僚を目指した方が手堅いんじゃない？　大企業とのパイプを作って、五十代で天下りするんだ」

「ええ――。官僚より漫画家の方が絶対にいいもん。ドリームフルな点で」

「ドリームより現実が大事！」

「出たよ。お兄ちゃんの現実重視主義が」

　瞳ひとみは両手を広げて首を振る。

「どうせ、僕は夢がありませんよ。だから、今日も夢のない学校へ行ってきます」

　僕は立ち上がると、食べ終わった食器を流しに置いて、そのまま鞄かばんを持って玄関に向かう。朝食を食べた人から出発。これが我が家のスタイルだ。

「ふん。刑おさ部べも瞳も、どうしてみんな同じようなことを言うんだよ」

　僕はブツブツ呟つぶやきながら靴を履く。理屈屋で何が悪いというの？　現実主義者でも、十分、刺激あふれる生活をしているよ。なにしろ、告白した相手が木星人だったんだ、って。

「木星人……」

　家族との団だん欒らんによって忘れていた悩み事を思い出し、僕の気分はまた沈む。古い機械人形のような重い動きで自宅の玄関のドアを開ける。その直後、

「ショータ、おはよう」

　バタン。声が聞こえた瞬間、反射的にドアを閉めてしまった。僕はまだ夢で見ているのか？　ドアの向こうに一ひと片ひら恋れんがいたような。僕は基本に忠実に目を擦こすり、覗のぞき穴を覗く。

「いるし……」

　夢でも幻覚でもなかった。一片恋がポーチの前に立っている。うちの制服姿。トレードマークのツインテールをリボンで留めて両手で鞄。不思議そうに首を傾かしげていた。

「学校で会うどころじゃなかったよ」

　僕はゆっくりと首を振り、もう一度、扉を開ける。

「……おはよう」

　外に出て、恋に向かって手を挙げた。

「うん。今日もよい天気だ」

　ダルな声で返す僕に、恋は満足そうに空を仰いでいた。確かに頭の上には真っ青に晴れ渡る空。僕の気持ちとは裏腹にね。

「ええっと、それで、なんで、ここに、君が？」

　愛想笑いを浮かべながら、家の前の道路に立つ。

「世を忍ぶ仮の姉によれば、交際する地球人は共に学校に行くらしい。だから迎えにきた」

「仮の姉？」

「一片愛あいだ。一片恋にとっては姉だけど、木星人としてのわたしにとっては違うからな」

　始まっちゃったよ、木星人トーク。早速、腕や背中が痒かゆくなる。今日もせっせと出てます、ヒスタミン。

「よ、よく、うちが分かったね？」

「仮の姉が学校の住所録で調べてくれた」

「なるほどね……。愛さん公認なんだ」

「意外と近かったんだな。ショータの家は。これなら毎日でも来れそうだ」

　つまり、僕は毎朝、恋れんの木星人トークに晒さらされることになるわけだ、ワーイ。しかも、愛あいさんが知っているとなると、断るわけにもいかないし。

「じゃあ、とにかく行こうか」

「うん」

　二人並んで、学校に向けて歩き出す。

「あのさ」

　しばらくして、僕は口を開いた。

「なんだ？」

「君のこと、僕はなんて呼べばいいかな？」

「？？」

「いや、一ひと片ひらさんだと、愛さんかどっちか分からないし」

「そういうことか。それはなかなか難しい問題だ」

　恋は腕を組む。

「候補としては何があるんだ？」

「シンプルに恋とか、恋ちゃんとか」

「う――ん」

「ちょっとあだ名っぽく、れんれんとか、れんぽんとか」

「野菜みたいじゃないか」

「じゃあ、小さい方の一片だから、ミニヒラとかどう？」

「調子に乗るな！」

　かなり真面目まじめに睨にらまれた。

　恋はしばらく考えた後、ボソボソと口を動かす。

「……わたしのことは、やはりシンプルに恋と呼んで欲しい。仮の名前だが気に入っている。響きがよいんだ。なんとなくアンニュイで趣があると思う」

「ああ、そう。じゃあ、今度から、そう呼ぶよ」

「い、いや。ちょっと待て」

　顎あごに手をあてる。

「ショータに“〝恋”〟と呼ばれるのは、どんな感じか気になる。決める前に、一度呼んでみて欲しい。何しろ、毎日のことだから。ストレスが溜たまるような呼ばれ方は避けなくては」

「君でもストレス、あるの？」

「バカにするな。こう見えてナイーブなんだ」

　不機嫌そうに唇くちびるを尖とがらせるが、姫、ナイーブな女子は公園でお尻しりを出したりしませんぞ。

「さあ、呼んでくれ。駄目なら他を考えるんだから」

「へいへい。じゃあ言うぞ。…………………………………………恋」

　なんか、こそばゆい。

「ふむ」

　恋れんは満足そうに頷うなずく。いっちょ前に照れくさいのか、肌白の頬ほおを赤くしてる。

「悪くない。むしろ、いい。春の風のような暖かさと勢いを感じられた。恋でよいと思う」

「あっそ。了解」

　僕は肩をすくめる。セカンドネームで呼び合うこと自体には反対じゃないよ。

「あとさ」

　チラッと横目で恋を見る。

「うん？」

「まだ、君について、よく分からないことがあるから教えてよ」

「例えば？」

　恋は警戒するように眉み間けんに皺しわを寄せる。

「恋って、自称、木星人だよね？」

「自称ではない。事実として、わたしは木星人なんだ」

「今は、そのことで議論するつもり、ないよ。ただ、いつから木星人なのか知りたいな」

「？　質問の意味が分からないぞ？」

　薄桃色の唇くちびるを尖とがらせる。

「地球に来たのは十年前。でも恋は高一だから今年で十六。計算が合わないと思って」

「なんだそんなことか。わたしが地球に降り立った時、既に、一ひと片ひら恋という地球人は存在した。わたしは一片恋の精神に入りこんだ。それが十年前のことなんだ」

「ああ、そういうこと。精神にね。ハハハ」

　乾いた笑い声を上げていると、また背中が痒かゆくなってきた。腕には鳥肌が立ち、額に冷や汗が浮かび、気管も少し苦しくなる。

「ショータ。お前、顔色悪いぞ。どうかしたのか？」

　心配そうに僕の顔を覗のぞきこんでくる。

「いや、大丈夫」

　君のせいだよ、とも言えず、虚うつろな目でパタパタと手を振る。駄目だ。下手に質問したら苛か烈れつな木星人トークの弾幕に晒さらされてしまう。話題を変えよう。

「恋って、いつも家に帰ったら何をやってるの？　なんか趣味があったりする？」

「姉者の家事を手伝ったり、部屋の掃除をしたり、あと漫画を読んだり、インターネット」

「意外とフツーだね」

「普通で悪かったな」

　恋はやや不機嫌そうな声を出す。

「ショータはわたしが何をしていると思ったんだ？」

「そうだね。キャトルミューティレーションに使う、可愛かわいそうな牛を探しに近くの牧場へちょっと足をのばすとか？」

「偏見だぞ。宇宙人がみんな、解剖趣味があると思ったら大間違いだ」

　頬ほおをブウと膨らませる。

「わたしは今の任務が終わったら、地球人の木星人への偏見をなくす活動を行うつもりだ」

　握りしめた拳こぶしに力をこめていた。

「ショータはどうなんだ？　毎日、家では何をしているんだ？」

「僕は家にいる間、ほぼ全すべての時間を宿題と予習にあてているね。あと、残りのほんの短い時間は、漫画とかゲームとか……。でもほとんどしないかな」

「お前……、寂しい人生を送っているんだな」

「なんで、そんな哀れむような目で僕を見るの!?」

　木星人に言われたくないよ！

「でもこれからは、寂しさなんて恐くない。わたしとつきあうだけで人生は変わる」

　コンビニに並ぶ啓けい蒙もう本の帯コメントのような台詞せりふを吐き、恋れんは笑う。

「ところでショータ。まだ訊きいてなかったと思うんだが……」

　恋は素の表情に戻って、僕の方を向いた。

「どうして、わたしに告白したんだ？」

　ドキッ。

「というか、どうしてわたしなんだ？　わたしのことを知っていたのか？」

　ドキッドキッ。

「いや、知らなかったよ……」

「じゃあ、どうしてだ？」

　恋に見つめられ、僕はコメカミをピクピクと動かす。それは愛あいさんと間違えたからだよ、ハッハー、なんて言えないよ。

「そりゃあ……、その……、ひ、一ひと目め惚ぼれ、だよ」

「一目惚れ？」

　恋は首を傾かしげる。

「一目惚れってなんだ？　どんな現象だ？」

「マジで訊いてる？」

「わたしはいつだって真面目まじめだ」

　恋は眉み間けんに皺しわを寄せて腕を組んだ。僕はハアとため息をつく。

「読んで字のごとく、一目で好きになるってことだよ」

「ひ、一目で好きに、だと？」

「いちいちリピートしなくていいよ！」

「つ、つまり、ショータは、わ、わたしを一目見ただけで好きになったということか？」

　恋れんは再び赤く染めた頬ほおを、両手でおさえた。

「そういうことだよ」

「性格がどうかとかはあまり気にせず、外見だけで判断したという!?」

「内面なんて外見に染み出てくるもんだよ」

「な、なるほど」

　真っ赤な顔のまま頷うなずく。

「とにかく納得した。とにかく、ルックスでわたしはショータに選ばれたんだ。地球に来て初めて、宿主に一ひと片ひら恋を選んでよかったと思った」

　嬉うれしそうに目を細める恋を見つめながら、僕はご先祖さまに、そして恋と愛あいさんに謝っていた。ごめんなさい。僕はまた嘘うそをつきました。

　懺ざん悔げしながら通学路を歩いていると、前方に見なれた制服の女子の集団が見えてきた。僕が通う、市立仁に科しな高校の女子生徒。恋と同じ一年生のようだった。

　やや早足の僕と恋は、女子たちの集団の横を通過する。ざわめきが起きた。女の子たちが幽霊でも見ているかのような視線を、僕と恋に向けている。青ざめた女の子までいる。

「なんか、僕たち、注目されてない？」

「そうか？　ショータは自意識過剰だなあ」

「いや、大おお袈げ裟さじゃないよ。明らかに視線を集めているよ」

　学校に近づくに連れて、恋への視線はさらに増していく。一年生だけでなく、他学年の男子たちも、奇き異いな目でこっちを見ている。恋が僕と一緒に登校しているのが、奇妙に見えるらしい。中には、哀れみのこもった目で僕を見るヤツまでいる。

「なあ、恋……」

「どうした？」

「もしかして、恋が木星人なのは、結構、有名なの？」

「さあ。特に隠してはいないが、ちゃんと話したのは姉者以外だとショータが初めてだ」

「そ、そう。嬉しいような悲しいような」

　それにしては、明らかに変な目で見られている。たぶん、普段の突飛な行動や言動から、なんとなくばれているんじゃないかな。恋が変な女の子だってことは。

　仁科高校の校門を通過し、前庭まで来たところで恋と僕は立ち止まる。

「今朝は中々楽しい時間を過ごすことができた。ショータがいたお陰で、つまらない登校が有意義なものとなった」

　恋は血色のよい唇くちびるを綻ほころばせた。

「そ、そう？　言うほど、会話が盛りあがった気はしないけど……」

「いいんだ。姉者以外の地球人と過ごせることが、わたしには貴重だ」

「それは例の、地球人の精神を理解したいから？」

　恋れんはコクリと頷うなずく。

「では、また明日。同じ時間に迎えにいくから」

　手を挙げながら、一年生の下駄箱の方向に駆けていった。

　恋の背中を見つめながら、僕は「ふ――――う」とお腹なかの息を吐き出す。

「楽しかった……か」

　僕はアレルギーと視線で辛つらかったよ。



「この裏切りものめえええ！　キシャ――――！」

　二年Ｃ組の自席で鞄かばんから教科書を出していると、いきなり首に腕をまきつけられた。

「鈴すず木き、暑いんだから止やめてよ。ってか、なに泣いてんの!?」

　アホな知り合い以上友達未満の鈴木雄ゆう介すけは、目を真っ赤に充血させていた。

「グスッ。天あま乃のだけはオレの友達だと信じていた……。信じていたのに……グスッ」

　グズリながら鈴木は僕に絡ませた腕を解く。目から涙が溢あふれている。マジ泣きだ。

「鈴木はショックを受けているのよ」

　神妙な顔をした刑おさ部べが現れて、鈴木の肩を叩たたいてよしよしと慰める。

「それは見れば分かるよ。で、なんにショックを受けてるわけ？」

「そりゃ、天乃くんが女の子と一緒に登校してきたから」

「うっ」

　そりゃ、あれだけ目立っていれば、クラスメイトにもばれるか。

「天乃おお」

　鈴木は涙と洟はなをたらした顔を僕に近づけてくる。

「天乃だけは高校生活を通じて独身を貫くと信じていた。現実がどうとか確率がどうとか、理屈をこねまわしている内に、彼女もできず、寂しい三年間を送ると信じていたんだよ！」

「知らないよ。というか、そんな目で見ていたの!?」

「だからこそ、オレの友達にしてやろうと思ってたのに！」

「なんなの、その上から目線！」

「あれはなんだ？　あの女子と本当につきあっているわけ？」

　鈴木は僕にそのうざったい顔を近づけてくる。

「いや、その……」

「あの子、一ひと片ひら恋ちゃんだよね。愛あいさんの妹の」

　刑部が人差し指を立てる。

「道理で誰だれかに似ていると思った。それでどうなんだ？　つきあっているのか？」

　鈴木は目を血走らせる。刑部も興味しんしんといった様子だ。どうしてこう、僕の取り巻きはそっとしておいてくれないんだろう。

「……一応。そういうことになってるね」

「ぐわああ、やっぱりそうなのか」

「へえ。そうなの」

　頭をおさえる鈴すず木きに、少しだけ目を細める刑おさ部べ。

「でも、天あま乃の、よく恋れんちゃんのこと知ってたよね」

　刑部は探るように僕を見る。

「ええ、まあ、色々と……」

「それに、天乃くんが憧あこがれていたのって……」

　刑部が不穏当な発言をしようとした時、

「おはよう。天乃くん」

　爽さわやかな声が背後から飛んできた。振り返った僕の胸はドキッと高鳴る。朗らかな微笑ほほえみを浮かべた愛あいさんが立っていた。

　愛さんを見て、鈴木と刑部がそくそくと自席に帰っていく。愛さんの前では、恋の話はし辛づらいのだろう。

「お、おはようございます」

　少し感動する僕。愛さんと同じクラスになって二年目。学校で話したのは初めてだ。

「妹との登校、楽しかったですか？」

「ええ、はあ」

「よかったですね。恋と呼ばせてもらえて」

　愛さんが耳元で囁ささやく。カッと顔が熱くなる。

「どどどどど、どうしてそれを？」

「実は恋のことが心配で、後ろから妹についていっていました」

　茶目っ気たっぷりに、人差し指を血色のよい唇くちびるに当てる。

「僕らの登校、見ていたんですか!?」

　コクリと頷うなずく。よかった。本当の告白相手は愛さんでした、ハッハー、とか言わなくて。

「だったら、愛さんも一緒に学校へ行きましょうよ」

「だってそれだと、二人に遠慮しますから」

　気恥ずかしそう指をツンツンとさせる。そんなことないですから、と強く言いたい。

「でも、よかったです。突然、朝、押しかけたのに、天乃くんも楽しんでもらえたみたいで。恋も嬉うれしそうでしたし。恋が天乃くんに打ち解けて、私、嬉しいです。……グスン」

「ワワワ、泣かないでください！」

　愛さんは鼻をグスグス言わせながら、ハンカチで涙をふくと、

「恋は天乃くんのことをちゃんと、いもうとがかり２号として認めたみたいですね」

　片目を閉じ、指でＶサインを作る。

「あの……、愛あいさんが前から言っている“〝いもうとがかり”〟って、なんなんですか？」

「えっ？」

　愛さんは顔を赤らめる。

「それはその……。“〝木星人の妹を悪い地球人から守る係”〟です」

「……意味と趣旨はなんとなく分かりますが……、どうしてその、係？」

「と、とにかく係なんです！　２号として、今後も頑張ってください！」

　そう言うと愛さんは逃げるように、自席に向かって歩き出した。

　長い髪を揺らしながら歩く愛さんの背中を見ながら、僕はため息を出す。

　毎朝、恋れんと登校。しかも、愛さんの監視つき。さらに、学校のみんなには僕と恋の関係が知れ渡っている。でもって、謎なぞのいもうとがかり２号拝命……。そんな状況で適当につきあって自然消滅？　同時に愛さんとつきあう？

　いや、絶対に無理だろ、それ。



　　　　　☆



　その日の二時間目の授業は数学だった。数学はいい。理屈だけで構成されているのが僕にピッタリ。この混こん沌とんとした状況下で、数学だけは僕を慰めてくれるよ。

　黒板に書かれた問題をギラギラとした目で見ていると、数学の中なか村むら先生と視線があう。

「この問題は、じゃあ、天あま乃のが解くか？」

「はい」

　躊ちゆう躇ちよなく立ち上がり、黒板の前に向かう。サラサラとチョークを動かしていく。宿題の正弦定理を導く証明問題。手が自然と動く。ハハハ、見ろ、三角関数がゴミのようだ。

「ふふん、ふふふん」

　答えに近づいていくに連れて、テンションがあがり、思わず鼻歌が漏れる。

　そして、さあ、答えが導かれるぞ。このままフィニッシュ。僕の中のテンションが最高潮に達しようとした時――、

　ガラガラと、すぐ横の、教室の扉が開いた。僕はチョークを持ったままガクッとなる。膝ひざに手をついて顔を横に向けると、なんと廊下に一ひと片ひら恋が立っていた。思いつめたような目をこっちに向けて。ってか、なんで恋がここに？　しかも今は、授業中なんですけど。

「ショータ、大変なんだ！」

　恋は思いっきり大きな声で、僕を指名する。ざわつく教室。「あれ、愛さんの妹じゃないか？」「ああ、あれが噂うわさの……」「けっこう可愛かわいいじゃん」そんな感じの台詞せりふが飛びかっている。くそ、外野め。現場の苦労も分かってください。

「な、なにかあったの？」

　僕はその場で尋ねる。

「問題が発生した。一緒に来て欲しい！」

「いや、来て欲しいって言われても……」

　あのう、ええっと、今は授業中なんすよ!?

　僕はコメカミをピクピクさせながら、助けを求めるように愛あいを見る。でもって、「うっ」と顔を引ひき攣つらせた。

　愛さんは目に浮かぶ涙を、指で拭ぬぐっていた。今朝と同様、恋れんと僕の交流（？）に感激しているみたいだ。仕方なく僕はコメカミをピクピクさせながら、中なか村むら先生の方を向く。

「あの、彼女……、何かあったみたいなんですが、行ってもいいですか？」

「行ってこい。青春は一度きりだぞ」

　先生はニヤリと笑って親指を立てる。僕はむしろ止めてくれればよかったのに、と思いながら、恋のいる廊下に出ていく。

「どうしたの？　何があったの？」

「とにかく来て欲しいんだ」

　恋は切羽詰まった顔で頷うなずく。

「来て欲しいって、どこに……？」

「こっち！」

　恋はいきなり、僕の手首を掴つかむ。夏だというのに、ヒヤッとした感触が伝わる。女の子特有のスベスベの肌に心臓が高鳴る。恋はそのまま、僕の手を引いて廊下を走り出す。

「い、痛いって。これ女子の腕力じゃないよ？」

　手を引かれるまま、僕も走る。中央階段の踊り場まで行き、階段を上がっていく。行き止まりにある扉を開けて、屋上に出た。そこでようやく手を放される。

「本当は来てはいけないんだよ、ここは」

　痛む手首をおさえてブツブツ言う僕に構わず、恋は空を見上げた。つられて僕も空を見上げる。群ぐん青じようの空。白い雲。絵に描いたようなよく晴れた初夏の空。

「翔しよう太た、あれを見ろ」

　恋が指差す雲よりさらに高い場所を、白い粒のようなものが飛んでいる。

「教室の窓から空を眺めていたら、飛んでいたんだ」

　興奮したように言う。

「授業中は黒板に注目しようね」

「恐らくあれは木星からの船だ」

「天気衛星か、そうじゃなきゃ風船だね」

「目立つにも拘かかわらずこの時間に衛星軌道上にいるということは、地球に派遣された木星人に何か情報を発信しているのかもしれない」

「聞いてないね」

　僕はハアとため息をついて俯うつむく。

「ショータ……」

　恋れんがものすごく真面目まじめな顔で僕を見ている。うわあ、嫌な予感……。

「どうやら、わたしは行かなくては、いけないみたいなんだ」

「……行くって、どこに？　木星？」

「通信ベースだ」

「へっ？　なにそれ？」

　大きな「？」マークを顔の真ん中に浮かべてやった。

「木星やマザーシップと通信するための基地。あの船と交信をするんだ」

「基地!?　そんなのあるの？」

「ある」

　恋は不敵に笑う。

「地球に長期間滞在しているから、その間、計画に変更が生じることがあるかもしれない。だから通信施設は必要不可欠なんだ」

「本当に？　そんな施設があるの？　近くに？」

　もしや恋って本当に木星人なのかも、と思ってしまった。本当に一瞬だけ。１ピコ秒くらい。ってか、ピコってちょっと可愛かわいいよね。

「ど、どこにあるの？　その通信ベース？」

「ここでは言えない。どこで誰だれが聞いているか、分からないから」

　恋は用心深く周囲に視線を配る。

「いや、大丈夫だよ。誰も聞いちゃいないよ。それで、どこにあるの？　本当にあるの？」

「知りたいか？」

　僕をジッと見つめた。

「う、うん。ちょっと……」

「じゃあ、ショータ。わたしと一緒に来てくれないか？」

「来てくれってその通信ベースに？　僕が？」

　思いっきりビミョーな表情になった気がした。

「姉者以外、誰にも教えたことのない秘密の場所なんだ。わたしはそこにショータを連れていきたい。交際相手として」

「はあ……」

「来てくれる……か？」

　恋は心配そうに、僕の表情を窺うかがう。

「……」

　僕は頬ほおをヒクヒクさせながら恋れんを見返す。

　ぶっちゃけ、乗り気じゃない。だって、その通信ベースとやらが本物である確率は限りなくゼロだもの。行っても残念な気持ちになって、アレルギーにやられるだけだもの。

　普通なら「整った！　僕が行く確率０％！」とか言って断るところだけど……、でもね。仮とはいえ、僕は恋とつきあっていることになっている。これは否定しようのない事実だ。それなのに、せっかくの誘いを断るのはどうなの？　そして、断ったことが愛あいさんにばれたらなんて言われる？　恋が僕になついていることを泣いて喜んでいる愛さんを、失望させることにならない？

「分かったよ……」

　色々考えた後、僕は諦あきらめたように頷うなずいた。

「一緒に行くよ。その通信ベースとかいう場所」

「そうか！　よかった」

　恋が嬉うれしそうに笑う。これがまた可愛かわいくて、僕が思わず火ほ照てった顔を横に向けていると、

「では、行こう」

　恋は急に回れ右をした。急ぎ足で校舎へ戻って行こうとする。

「ちょっ、れ、恋!?」

「ん？」

　立ち止まって振り返ると、不思議そうに目を瞬またたかせる。

「もしかして、い、今から行こうとしてる？　その通信ベースへ」

「もちろん。トロトロしていたら母船が他の星に移動してしまうじゃないか。５分以内に地球の重力を使ったスイングバイで、他の銀河に向かっていくかもしれない」

「宇宙を超えてやってきた割に時間にシビア過ぎだよその母船！」

　僕は恋に向かって、手を合わせる。

「頼むから学校をふけるのだけはよそうよ。放課後ならつきあうから」

「なぜ？　どうして？」

「僕にも高校生としての立場があるの」

「立場？　なんだそれは」

「えっと、なんというか、守るべき義務とか責務というものだよ」

「つまり、任務みたいなものか？」

「そ、そうだ。そういうものだ」

「なるほど……」

　恋はしばらく顎あごに手をあてた後、ゆっくりと頷いた。

「わたしに木星人としての責務があるように、ショータにも地球人としての責務があるんだな。無理を言って悪かったよ」

　申し訳なさそうな顔をする。僕は「分かってくれるならいいけど」と耳を掻かいた。

「なら、放課後に向かおう。校門の前で待っているからな」

「う、うん」

　なんとか学校をサボることは回避することができて、僕は胸を撫なで下ろす。

　にしても、なんだね。通学に続いて、放課後も恋れんと時間を過ごすことになるなんて。どうやらしばらく、僕は腹を据えてこの木星人娘とつきあうしかないみたいだ。



　　　　　☆



　楽しみにしていたわけではないが、あっという間に六時間目が終わり放課後になった。

「さて、行くか」

　遅刻するとうるさそうなので、僕が急いで鞄かばんに教科書をつめていると、

「恋と待ち合わせですか？」

　いつの間にか、愛あいさんが僕の机の横に立っていた。

「ええ、実は、そうです」

　未いまだに愛さんと話すことに慣れない僕は、ドキドキしながら答える。

「数学の時間は、妹が迷惑をかけてすみませんでした。恋にはできるだけ授業中は来ないように言っておきます」

　微笑ほほえむ愛さんに僕は鼻の下を伸ばしながら、「別に大丈夫です」と、パタパタと手を振る。

「それで、恋とはどこに？」

「なんでも通信ベースとかいう場所に」

「なるほど。あそこですか」

　愛さんはニコリと笑って手を合わせた。

「どこにあるんです？　というか、本当にあるんですか？」

「それは、行ってからの楽しみですから、秘密にしておきます。私も１号として、後で基地に行きますから、待っていてくださいね」

「ほ、本当ですか！」

　可愛かわいくウインクする愛さんに、僕は興奮した声を出す。木星人と怪しい場所に行くことのモチベーションが、俄が然ぜん、上がった。



「ショータ、遅いぞ！」

　待ち合わせの校門に行くと、恋がむくれた顔で立っていた。

「そんなに遅くもないよね？」

　愛あいさんと話して出遅れたけれど、六時間目の授業が終わってまだそれほど経たっていない。正確には六分と二十秒が経過したところだよ。

「わたしは、二十分前にはここに来て待っていたというのに」

「ちょっと待って。二十分前って、まだ授業中だよ？」

「通信ベースに行けると思うといてもたってもいられなくて。授業を抜け出したんだ」

「どんなに興奮していても、授業くらい最後まで聞こうよ」

　僕はため息をつきながら、首を振る。

「それで……、通信ベースとやらはどこにあるの？」

「こっち」

　恋れんは校門の前の道を右へ指差した。

「相変わらず大雑把だね。もっと場所的なものを教えてよ」

「一緒にくれば分かる。ここでは誰だれに聞かれているか分からない」

「だから、誰も聞いてないって」

「いいから。わたしについて来い」

　そう言って、恋は歩き出す。なんて男らしい。僕は黙って恋についていくことにする。



　学校を出て二十分が経過する――。

　僕は自宅のある住宅街の裏山の中を歩いていた。周囲は見渡す限り森、樹木の陰になって薄暗い世界。体に纏まとわりつく熱気と湿気。その中を伸びる緩やかに傾けい斜しやした獣道を、僕は恋を追って歩いている。

「本当にこんなところに通信基地があるの？」

「うむ」

　自信タップリの返事。薄暗い山道を堂々とした態度で登っていく恋の背中を見ていると、不安な気持ちとあいまって、もしや本当にあるのでは、という気がしてくる。

「いや、ないない。絶対にないって」

　自分にツッコミをいれる。いろんな意味であるわけがない。

「ねえ、恋さ」

　不安な気持ちを解消するため、僕は恋の背中に話しかける。

「なんだ？」

　恋が振り返る。次の瞬間、僕はウッと鼻の奥が熱くなる。

　ご存知の通り、恋はノーブラ派。しかも、今は真っ白な制服のブラウスの下には何も着ていない。で、今、この山道は高温多湿地帯。いつも涼しげな顔をしている恋もさすがに暑いらしく、汗をかいている。汗で濡ぬれたブラウスが、小ぶりのリンゴを二つ並べたような双丘にピッタリと張りつき、肌色が透けてしまいそうになっていたのだ。

「改めて教えてよ。……通信ベースって、結局、なに？」

　ドキドキしながら僕は下を向いて、質問する。

「名前の通りだ。わたしのように地球に派遣された木星人が、母星や母船と通信する」

「そう、通信ね……。母星とね……」

「地球に来た宇宙船の一部をわたしが変形させ、船の通信機能をこの山に移動したのが始まりだ。できるだけ地球人の目につきにくい場所を探していたら、ここになったんだ」

「……へえ」

　自分から質問しておきながら、恋れんの木星人的な返答に背中が痒かゆくなってきた。

「……ってことは、通信ベースを作ったのは恋なんだ」

「わたしというか、“〝＠ｑ：‥あ５６４”〟かな」

「なんだって？」

「“〝＠ｑ：‥あ５６４”〟。一ひと片ひら恋の姿をする前のわたしの名前だ。この前、話したぞ」

「いや、聞いてないよ。初めて聞いたよ、その発音しづらい単語の羅列」

　振り返って頬ほおを膨らませる恋に、僕はツッコミを入れる。

「じゃあ、とりあえず通信ベースのことはいいとして……」

　道が広くなったので、恋に並びながら僕はさらに質問を続ける。

「朝は聞きそびれたんだけど、一片恋の体に入りこむ前の記憶ってあるの？」

「あるが、一部制限されている。地球人である一片恋の意識と融合したために」

「なるほどね。そういう設定ね」

「それでも、ドブルデイブヤコウのことくらいは覚えているからな」

　恋は、当然と言わんばかりに頷うなずく。

「ドブがなんだって？」

「知らないのか？　ドブルデイブヤコウ。木星の星都だ」

「知らないよ！　ってか発音し辛づらいよ、君の星の都！」

　世界史に出てこなくて本当によかったよ。

「あと、木星の創世記もかすかに覚えているかな」

「創世記あんの？」

「当然だ。どんな国、星でも創世記は存在する。それがルーツだからな」

「ふーん。なるほどお」

　全く興味ないので適当に聞きながそうとしていると、恋がジ――ッと見つめてきた。

「なに？　僕の顔に何かついている？」

「いや、ショータは木星の創世記に興味ないのかな、と思って」

「ないです！」

　間髪いれずに答える。

「どうして!?　交際相手の生まれた星の創世記だぞ。普通、興味あるだろ」

「交際相手に創世記の話をされる状況が想像できないよ」

「でも、かりそめの姉者は好きと言っていたぞ」

「それは愛あいさんの心が大海のように広いから。僕のはせいぜい土ど渕ふち海峡くらいだから無理」

「む―――――――――――――――――」

　恋れんは頬ほおを風船のように膨らませる。

「そんなに話したいの？　じゃあ、聞くよ。聞けばいいんでしょ？」

　恋のプレッシャーに耐えられなくなって、僕は言ってしまう。すると恋の苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔が、たちまち嬉うれしそうな笑顔に切り替わる。ホント素直なところは可愛かわいいよ。

「木星人の創世記を語る前に必要なのは、木星人の神なんだ」

「へ――」

　棒読みで相あい槌づちを打つ。

「木星の神は地球の一部の神と同じく頭に輪が浮かんでいる。木星の輪は定期的に神の輪と交換するんだ」

「……木星の輪に関する画期的な説だね」

　電波に反応して、背中の痒かゆみがさらに増す。

「輪を交換するのは、定期的に交換しないと、木星が爆発するからだ。輪は木星のエネルギーのバランスをとっているジャイロのようなものだな」



    


  
    
      



    


  
    
      「時々、妙にリアリティのある単語が出てくるね」

　ツッコミを入れながら、僕はおもむろにシャツを捲まくり上げる。腕に赤い発ほつ疹しんがいくつもできていた。

「痒かゆいと思ったら、蕁じん麻ま疹しんまで……」

「それは、どうしたんだ？　地球土着の疫病か？」

　恋れんは腕のブツブツを見て、眉まゆ根ねを寄せる。

「疫病じゃない。詳しくは話さないけど、恋の話す創世記が関かかわっていることは確かだよ」

「そうか。だったら急いで最後まで話す」

「どうしてそうなるの!?」

　恋の話を右から左の耳へスルーさせながら、僕は腕の蕁麻疹を残念な気持ちで見つめる。明らかにやばいよ僕の健康。気き管かん支しだって苦しいし。恋と一緒にいることは、確実に僕の寿命を縮めている……。

　当面、僕は恋とつきあわないといけないだろう。禊みそぎの期間は最低でも三ヶ月。でも、その間、ずっとこの状態が続いたら体がもたないよ。

　生き残るには恋の木星人トークをどうにかするしかない――。

　僕はグッと拳こぶしを握り締める。

　恋は木星人を演じているか、もしくは、そう思いこんでいるだけだ。これを是正できれば、恋との交際がもうちょっと楽になるんじゃなかろうか。いわば恋の地球人帰化作戦。

　未いまだに創世記を語る恋の横で、僕は彼女から木星人を追い出す方法を考え始める。





「ここが“〝通信ベース”〟だ」

「……」

　僕は無言のまま、恋が指差す建物を見つめる。

　獣道を抜け、山の頂上近い場所の少し開けた場所に、それはあった。天に向かってそびえ立つアンテナのような物とそれを支えるコンクリートの建物。元は白かったはずの建物の壁には、濃緑の苔こけが生えている。学校の校舎ほどの高さがあるシルバーのアンテナには蔦つたが何重も巻きついていた。

「驚き過ぎて声もでないようだな」

　フッフッフと笑う恋の横で、僕は死んだ魚のような目をしていた。

「呆あきれすぎて声もでないの！　ハア、ちょっとでも信じた僕がバカだったよ」

「ぬ？　どうしてショックを受けているんだ？」

「ショック受けるよ！　これ、古い電話の基地局かラジオの中継基地じゃないの？」

「違う、通信ベースだ。もとはと言えば、わたしが地球に不時着した時に使った船だ」

「いや、船じゃないって！」

「しばらく放置していたが見てくれは悪いけど、今でも十分に通信できるぞ」

　僕のツッコミを無視しながら、恋れんは電波塔の下にある建物に近づいていく。

「わたしがこの場所を思い出して、初めてここの来たのは二年前のことだ。その時は、この辺を遊び場にしていた子供たちが、先住権を主張していた」

　恋は懐かしそうに言う。

「だが、毎日のようにわたしがここに訪れていたら、いつの間にか来なくなってしまった」

「迷惑だったんだよ。子供の貴重な遊び場所を奪うのは止やめようよ」

「取り上げようとしていたわけじゃない。一緒に使おうと思っていたんだ」

　口を尖とがらせながら、恋は建物の入口の前に立つ。アルミサッシにガラスのついた事務所のような扉。慣れた手つきで鍵かぎをシリンダー錠にさしこむと、カチッと鍵が開く。

「その鍵はどうしたの？」

「ホームセンターで買ってきて、鍵を交換した。防犯意識は大事だ」

「いや、それが犯罪だから。そもそもこういう所に侵入すること自体、不法侵入だけど」

　頭を抱える僕を無視して、恋は建物の中へと入っていく。悪事の片棒を担ぎたくないと思いつつ、僕も後に続く。

　建物の中は外観に比べると綺き麗れいだった。中央にオフィス用のスチール机が並べられていて、壁際には計器のようなものが置かれている。当然のように壁のスイッチを押しても電気はつかなかった。

　恋は壁際の制せい御ぎよ装置のような物の前まで行く。電源ボタンのようなものをオンにするが、やはり電源は入らない。

「これでよし」

　満足そうに頷うなずいた。

「なにが“〝よし”〟なの？　電気通ってないから、何もついてないでしょ？」

「大丈夫だ。半永久的に使用可能なバッテリーで駆動している」

「それにしてはＬＥＤに光が点ともっていないけど……」

「偽装だ。地球の現地人に見つかっても、怪しまれないように」

「あれだけ目立つアンテナおったてていて、怪しまれるもなにもないじゃない」

　僕はブツブツと呟つぶやきながら、近くのスチール机に両手をついた。

「ショータも、椅い子すに座ったらどうだ？　地球の重力は木星よりも腰にくる」

　木星の重力は地球の二倍以上と言うのも面倒なので、言われた通り近くの椅子に腰を下ろす。

　恋をジックリと観察する。真剣な様子でジッと制御盤を見ている。電源の入っていない制せい御ぎよ盤。そもそも、交信なんてできっこない。通信装置ではないのだから。

「どうも。今のところ、マザーシップから連絡は入っていないようだ」

　恋れんは眉み間けんに皺しわを寄せる。真剣そのものだ。

　どこまで本気なんだろう？　自称宇宙人なら芸能人にだっている。だが、恋の言動や行動は真に迫っている。本気で信じているように見える。

　ポリポリポリポリ。気がつくと、僕はまた腕を掻かいていた。

「痒かゆい……」

　恋といると、ヒスタミンが慢性的に分泌している気がする。そのためか、体が正体不明の疲労感で満たされている。このままじゃ、本当に体がボロボロになる。

　やるしかない。「一ひと片ひら恋の地球帰化作戦」始めるのは今だ。

　僕は再び立ちあがると、恋に近づいていく。

　ここに来る間に、恋の木星人トークを止やめさせる方法を一つ思いついた。それは、ディベート形式で電波を論破する方法。恋の電波発言の論理的矛盾点をとことん追及し、嘘うそを暴く。そうすれば、さしもの木星人も、ごめんなさい。わたしが間違っていました――。と認めるんじゃないか？　ディベートは鋼鉄の現実主義者と呼ばれる僕の真骨頂だし。

「あのさ」

　恋の傍そばから話しかける。返事がない。ジッと制御盤を見つめている。

「お――い。聞こえてる？」

　大きな声を出す。それでも返事がない。

「スルーなの――!?」

　恋の肩を軽く揺らす。

「あ――、もしもーし！」

「あふっ」

　急に恋が目を白黒させて声を上げると、椅い子すから転げ落ちた。床に尻しり餅もちをつく。

「な、なんだ、ショータ。驚いたじゃないか」

　抗議するような目で見上げる。

「ご、ごめん。まさかそんなに驚くとは思わなくて」

　めくれあがったプリーツスカートから目を背けながら言う。ちなみに今日も縞しまパンだ。

「それで、わたしに何を言おうとしていた？」

　立ちあがりながら、不機嫌そうな顔をする。

「あのね。実はさ。僕はまだ、恋が木星人だってイマイチ信じられないんだな、これが」

「なに!?」

　恋は恐い顔で僕を睨にらんだ。

「これだけ木星人だと言っているのに信じられないなんて……。ショータは呆あきれたやつだ」

「いや、呆あきれられても……。ってか、そうそう、信じられないよ。木星人だなんて」

「それは地球人がいつまで経たっても、島国根性を捨てられないから」

「島国関係ない！　どう見てもフツーの女の子にいきなり、木星人ですって言っても信じられないよ」

「むう。分かったよ。ならばもう一度、証拠を……」

「あ―――、脱がないでいいから！　その証拠はもういい！」

　スカートのホックに手を伸ばそうとする恋れんに、僕はストップをかける。

「尻尾しつぽと羽の跡があることは分かったよ。でも、それだけじゃあ、木星人とは信じられない。たまたま、ああいう形の跡が体にあった可能性は否定しようがない」

　僕はジッと恋を見つめる。内心、ニヤリと笑う。こう言っておけば、必ず恋は新たな証拠を見せようとする。その証拠の矛盾を徹底的に追及すれば、きっとボロが出てくる。

「なるほど。……つまり、もっと違う証拠を見せればいいんだな」

　恋は口を三角に尖とがらせる。

「そう。もっとはっきりとしたヤツを見せてよ。もっと論理的な証拠を！」

「分かった。もっとはっきりした証拠を見せる」

　いじけたように、ボソボソと口を動かす。

「ただ、その前に一つ訊ききたい」

「なに？」

「どうしてショータは、わたしが木星人かどうか知りたいんだ？」

「どうしてって……？」

「わたしが本当に木星人なら……、嫌いになってしまうのか？」

　不安そうに、眉まゆ根ねを寄せていた。

「い、いや、そんなことはないよ。ただ、交際相手の出自がちょっと気になるだけだよ」

　僕はパタパタと手を振る。

「じゃあ、木星人だってことが証明されても、わたしから離れていったりしないんだな？」

「も、もちろん」

　恋はホッとしたように息を吐く。

「そういうことなら、ショータに見せる。わたしが間違いなく木星人である証拠」

　頷うなずくと、恋は僕に近づいてきて目の前に立った。

「な、なんかまた近いんですけど……、もう羽と尻尾はいいよ？」

「それとは違う」

　恋は頬ほおに紅葉を散らして、首を横に振る。

「じゃあ、なんなの？」

「も、木星人の恋人同士がする習慣を……、ショータにする」

「えっ？」

　首を傾かしげていると、恋れんはつま先立ちして顔を僕に近づけてきた。

　えっ、えっ、これってどういうこと？　カチンコチンに硬直する僕。そんな僕に、恋は彼女のピンク色の柔らかそうな唇くちびるを、さらに接近させる。ドクッ、ドクッ、ドクッ――と、恋の心臓が激しく鼓動しているのが聞こえるくらい近くまで。

「あ、あのお、恋さん。近いんですけど。というか、鼻息が首筋に当たって……」

　ゴクッと唾つばを飲む。まさか恋、僕の唇を狙ねらってる？　だったら、木星人関係ないよ？

　心の中でツッコミをいれている間に、恋の真っ赤な顔はすぐ目の前にまで来ていた。もう鼻と鼻が当たりそうな距離。僕の視界いっぱいに恋の顔が映っている。

　胸の鼓動がさらに加速する。鼻息が荒くなり、体が震える。恋も同じように、火ほ照てった顔で、目を大きく開き速い息をしている。

　もうどうにでもなれな気持ちになった僕が、目を閉じた直後――、

　ペロッ。正体不明の感触を首に感じ、電流が体を駆け巡った。ゾクゾクッと背筋が震えて、総毛立ったような気がした。

「なっ!?」

　目を開ける。恋のツインテールを縛るリボンが目前にあり、顔は下を向いていた。そして、小さな桃色の舌が、僕の首筋と口の間を往復していた。ペロ、ペロ、ペロ、と。

　恋が舐なめてる、僕の首を。猫が牛乳を飲むように。

　恋の舌が首の上で踊る度に、気持ちいいような、ゾッとするような感覚が全身を襲う。言葉にするならペロッ・ゾク――ン、ペロッ・ゾクーンな感じって、ああ、自分で何を考えているのか分からなくなってきた。体中から力が抜けていく。恋に絞られていくように。

「れ、恋―――！」

　ふにゃふにゃになりながら、最後の根性をふりしぼって声を出す。

「ん？」

　恋が舐めるのを止やめて、赤い顔で僕を見上げる。

「な、なにを……やってるんでありんすか？」

「ショ、ショータ。お前の首、しょっぱい、ぞ」

「答えになってな――い。あと、これだけ暑いんだから、多少肌に塩ふいてても仕方ないよ？　それよりも、何をやっているのか教えて」

「だ、だから、木星人の恋人が行う儀式だ。証拠を見せろというから、じ、実践しているんじゃないか」

「いや、実践されても、これじゃああんま証拠にはなんないような――」

　言い終わらないうちに、恋は舐めるのを再開した。また僕の体に電流が流れた。

「れ、恋。だからいくら、こんなことをされても――」

　ペロッ、あん。

「そもそも、木星人の習慣を知らない僕には――」

　ペロッ、あん。

「証拠にもなんにも……」

　ペロッペロッ、あんあん。

　恋れんのペロペロ攻撃により、僕の体力が削られていく。足が震え、立っているのも辛つらい。

「わ、わ――った。わかったから！」

　僕は悲鳴を上げる。恋はピタッとペロペロを止やめた。

「信じる、信じるよ。信じるから、もうペロペロは止めて。僕のＨＰはもうゼロよ――!?」

「本当か？　今度こそ、本当に信じたのか？」

　恋が疑うように僕を見る。

「信じた。信じたとも。もう恋の木星人が疑わしいなんて二度と言わないよ！」

「そうか。今度こそ、信じてくれたか」

　恋は桃色の頬ほおの顔を上げ、ホッとしたように笑った。

「ハア、ハア、ハア、ハア」

　僕は荒い息で恋に舐なめられた首筋に触れる。ね、ねっちょりしてるう。なんて生生しい。

「……恋。君さあ」



    


  
    
      



    


  
    
      　僕は困った顔で恋れんを見返す。まだ、足が震えている。

「なんだ？」

「なんというか。木星人って、裸を見せたり今みたいなことをするの、恥ずかしくないの？」

「恥ずかしい？」

　恋は不思議そうな顔をした。

「残念なことにわたしは木星人だから、地球人の羞しゆう恥ち心しんは理解できていない。裸を見られたからどうした、パンチラだからどうした、とかイマイチ分からないんだ」

「ここで、その設定!?　ってか、そう言う割には、恋の顔、真っ赤じゃないか」

「なっ。わたしの顔、赤いのか？」

　恋は手で両りよう頬ほおを押さえる。

「うん、かなり赤いよ」

「……た、たとえ、顔が赤くなったとしても、理性では羞恥心を分かっていないんだ」

　いい訳しながら、恋は真剣な顔になった。

「よい機会だから、今、教えて欲しい。羞恥心とは、どういう気持ちなんだ？」

「い、いや。面と向かって訊きかれると、答えるのは難しいけど……」

　僕は返答に困って眉まゆ根ねを寄せる。丁度その時――、

　ガタガタと基地のドアノブが回される音がした。

「だ、誰だれ？」

　僕はドキッとしながら、扉を見る。

「姉者じゃないか？」

「愛あいさん!?」

「姉者はここの合い鍵かぎを持っているんだ。大丈夫、安心しろ」

「いや、大丈夫じゃないよ！　こんな至近距離のところを見られたら、変な誤解をされるかもしれない。ってか整った！　誤解される確率60％！　結構、たかっ！」

　僕は慌てて恋から離れようとする。で、慌てたあまり、傍そばの机に足をひっかけた。勢いのついた僕の体は、恋に覆いかぶさるように傾いた。

「うわあ」

「お、おいっ」

　僕と恋は、悲鳴を上げながら重なりあうように床に転倒する。

「ううっ」

　倒れたまま目を開けると、すぐ近くに恋の顔があった。咄とつ嗟さに手をついたので恋を押しつぶさずにすんだが、完全に押し倒した格好。僕の右手は恋の左手を握り、二人の下半身は絡まるように密着していた。

「ショータ……」

　頭を打ったショックなのか、恋れんは赤い顔をボーとさせて呟つぶやいた。

「分かった」

「なにが？」

「これなんだろう？　――羞しゆう恥ち心しん、というものは」

　こんな時に何を言い出すかと思い、僕が「はあ？」と呆あきれたのとほぼ同時、

「遅くなってゴメンなさい」

　ドアが開いて、愛あいさんの声が聞こえた。

「まずっ！」

　慌ててそっちを向いた僕と、愛さんの目があった。愛さんは瞳ひとみを瞬まばたきさせて、僕とその下の恋の姿を見ている。

「あ、愛さん！　早かったですね」

　転がった体勢で爽さわやかに手を挙げると、

「!!――――！！！！！！！！！！！」

　愛さんがムンクの叫びのポーズで、声にならない悲鳴を発した。もの凄すごい勢いでこちらに駆けてくると、僕の腕を掴つかみ、強力な力で恋から引き離す。そして、「えいっ！　えいっ！　えいっ！」と、僕の体の上に、その細くて長い足を振り下ろし始めた。

「愛さん！　痛い、痛いですってぇぇぇ！」

　愛さんの足は僕の胸を的確に圧迫する。息が苦しくなる。

「当然の報いです！　恋を押し倒すなんて、万死に値します！」

「ご、誤解です。それに、そんな風に足を上げたら、パンツが。大人っぽい黒いレースのパンツが！」

「私のパンツなんて、どうだっていいんです！」

　愛さんは踏みつけるのを止やめると、僕の襟元を掴んで起こさせ、怖い顔を近づける。

「天あま乃のくん！　ものごとには順序というものがあります！」

「だから、ご、誤解……」

「まずはデートを重ねる。少しずつ距離を近づけていく。まず、手を握り合い、顔を近づけ、スキンシップを繰り返して……それからです。押し倒すのは！」

「わっ、なんだか愛さん、意外と清純派！」

「私のことなんて、どうだっていいと言っているんです!!」

　愛さんは僕をもう一度踏みつけ、指差した。

「年とし頃ごろの男の子だから色々あるかもしれないけど、歳とし上うえらしく責任ある行動をとってください！」

「は、はい」

　圧迫される胸が苦しくて、僕はもう、そう答えるしかないのでした。

「恋れんも！　いつまでも転がっていないで起き上がりなさい」

　愛あいさんは、今度は恋を睨にらんだ。

「しかし、姉者……」

　恋は何か言いたげな表情で、愛さんを見上げる。

「いいから、早く」

　低い声で言われて、恋は大人しく立ち上がる。

「二人ともここに来て、私の前に座りなさい」

　腕を組んで立つ愛さんの前に、僕と恋は正座させられた。

「二人ともつきあっているとは言っても、実質、今日からなんですよ！」

　愛さんは人差し指を立てる。

「それがどうしてさっきのような事態になるんですか？」

「いや、それはちょっとした事故で……」

「どういう事故があったら、恋に天あま乃のくんが覆いかぶさることになるのですか？」

「そ、それは……。いろんな複合的な事故が重なって」

「恋も無警戒過ぎです！　いくら交際相手でも、すぐになんでも許すのはいけません」

　恋は不満そうな顔で、「どうして、かりそめの姉者に怒られないといけないんだ」とブツブツ言っていた。

「ですが、愛さん。今のは本当に事故……」

「なにか言いましたか!?」

　愛さんはギロッと睨んでくる。

「いえ……。なにも言ってません」

　その迫力に、僕は小さくなる。

「天乃くん。今後は勢いに任せてこんなことにならないようにしてください。こういうことをしていいのは出会いを重ねて、心が通った後です！　まさかいつも学校で真面目まじめな天乃くんがこんなことをするなんて。ぷんぷん」

　頬ほおを膨らませて、鼻からプシュプシュと蒸気のような息を吐き出している。

　僕はそんな愛さんを見ながら、最悪な気分になっていた。

　これでますます、あの告白が間違いだったなんて言えなくなった。妹を押し倒した男が今更、「実は好きだったのはお姉さんの方です」と言っても、絶対に信じてくれない。絶対に無理。０％。僕はうな垂れる。

「ちょっと、天乃くん！　聞いてますか？」

　愛さんの説教は、まだまだ続きそうだ。



    


  
    
      


３章　友達係







　ここはどこ？　私は誰だれ？　という気持ちになることはあるだろうか？　記憶を失ったわけではない。ただ、なんとなく自分の存在がボンヤリとしているような状態。アイデンティティが欠如したような感覚。

　恋れんとつきあうようになって以来、僕はずっとそんな感じ。恋と一緒にいると、自分の存在感が希薄になっているような、そんな気がする。

「だって思いっきり、流されているし……」

　くたびれたオフィス椅い子すの上でぼんやりとしながら僕は呟つぶやく。

　目に映るのは、低い天井と電気の入らない放送用の制せい御ぎよパネル……。ここは恋が「通信ベース」と呼ぶ場所。初めて連れてこられて以来、ほぼ毎日、僕は恋に携帯電話で呼びつけられ、放課後を「通信ベース」で過ごしている。

　理屈屋、現実主義者と後ろ指を指され、非科学的なことは受け入れることのできないはずの僕が、木星人で電波発信しまくりの女の子とこんなところにいる。愛あいさんに告げ口されるのが恐くて、断れない。きっと、これが希薄に感じる原因だ。

　すぐ近くの机には、忙しそうに書き物をしている恋がいる。そう言えば、マザーシップとやらとの交信はどうなったんだろう。訊きく気にもなれないけど。

　そんなことを考えながら、イヤホンを耳につけ携帯音楽プレーヤーの再生ボタンを押す。

「「木星には酸素がない。つまり酸化物がない。それは燃焼させられないので、エネルギーを作ることができないよね？　どうやって生きてるの？」」

「「木星人は酸素がなくても大丈夫」」

「「どうして？　エネルギー源はなんなの？　何を燃やしてるの？」」

「「コスモだ。お前はコスモを感じたことがあるか？」」

　この場所で繰り広げられた僕と恋との会話。恋の『地球人帰化』を目指して僕がしかける議論。恋の言げん質ちに何か矛盾点があればと、録音していた。でも、

「う――――――――ん」

　イヤホンから流れてくる恋の言葉を聞けば聞くほど頭がボ――となり、唸うなりたくなる。僕がああ言えば恋はこう言う。何を言っても理由が返ってくる。

　段々と、ディベート作戦で恋に木星人を止やめさせるのは無理なんじゃないか、という気がしてくる。恋の思いこみはその辺の妄想のレベルを超えている。既に宇宙全体に渡る膨大な世界観を構築しているらしくつけいる隙すきがない。僕の負けだ。

「「も、木星人の恋人同士がする習慣を……、ショータにする」」

　イヤホンから一際大きな声が流れてきた。この前の、あの証拠騒ぎの時の録音。ペロペロと恋れんに舐なめられる音と僕の悲鳴を聞きながら、ドキドキしていると、

「ショータ！」

　すぐ横から、リアルの恋の声がした。

「う、うわあああ」

　派手なリアクションで椅い子すから転げ落ちてしまう。尻しり餅もちをついた僕を、一ひと片ひら恋が不思議そうな顔で覗のぞきこむ。今更だが、可愛かわいい顔をしている。大きな瞳ひとみ、形のよい鼻、血色のよい唇くちびる。愛あいさんという存在がなくても、十分可愛い女の子。ちょっと木星人だけど。

「何を聴いている？　地球のソウルミュージック？」

「い、いや。そんな大したものじゃないよ」

　慌てて停止ボタンを押して、立ちあがる。

「れ、恋こそ、何を熱心に書いていたの？」

　冷や汗を流しながら、恋が手にしているノートに目をやる。

「ああ、これか」

　見せてくる。動物の写真がプリントされた自じ由ゆう帖ちように、『地球探検記25』と書かれていた。

「わたしが地球に来てから書いている、日記のようなものだ」

「日記？　なるほど」

　ちょっと見てみたい気もするけど、きっとアレルギーが出て一ページ目でリタイヤだね。

「日記をつけていて改めて気がついたんだ。ショータのお陰で、地球人の精神がかなり分かってきたことが。ショータとつきあうことにしたのは大成功だった」

「そいつはよかった。――でも、なにが分かったの？」

「例えば羞しゆう恥ち心しん。……恥ずかしさというのはつまり、こういうことだろう？」

　言うと恋は急に艶なまめかしい目つきになって、

「もう。恥ずかしいよお」

　声色を使って胸を両手で隠すような仕草をした。その瞬間、ピクッと顔が引ひき攣つった。僕の中で何か大切なものがガラガラと崩れ落ちたような気がした。

「どうだ。見事な羞恥心じゃないか？」

　恋は鼻高々に腕を組む。

「い、いや、それ、羞恥心違う。なんか違う。というか……気持ち悪いよ」

「き、気持ち悪い!?　失敬な。わたしの羞恥心の何が違うというんだ！」

　ブウと頬ほおを膨らませる。

「恋、いいかい？　いくら分かったつもりになって嬉うれしいからって、愛さん以外の人の前で今のようなことはしない方がいいよ。ますます友達いなくなるから」

「友達？」

　恋れんは一瞬、キョトンとして、それから合点がいったように手を打った。

「ああ、友達な。姉者がよく言っているヤツな。地球人同士が互いの傷を舐なめ合うために作るセーフティネットのことだろう？」

「どんだけ歪ゆがんだ解釈なの！」

　さすがのリアリストの僕もそこまでは思わないよ。

「そんな風に考えるってことは、当然、恋、友達いないんじゃない？」

「そもそも、地球人の知り合いが少ないんだ。かりそめの姉者、かりそめの恋人、かりそめの担任教師……」

「かりそめばかりだ！」

「仕方がないだろう。まだ地球人とうまく交流できないんだから」

　不満そうに唇くちびるを結ぶ。

「でも、そうか。恋には友達がいないんだ……」

　僕は腕を組む。ふむ。

「友達はどうでもいいんだ。ショータ、これからも地球人のことを教えてくれ」

　恋は瞳ひとみを輝かせている。

「お、おう」

　適当に相あい槌づちを打ちながら、僕は違うことを考えていた。



　翌日の学校。恋と登校したばかりの僕は、一年Ａ組の教室の前に立っていた。

「結構、恥ずかしいな。ここにいるの」

　一年生の廊下に二年生がいるのは目立つ。朝は出入りが激しいのでなおさらだ。できるだけごく自然な素振りで教室の中を覗のぞき、恋の姿を探す。

　恋は教室のほぼ中央の席にいた。退屈そうに、鞄かばんから教科書を出している。

　朝の賑にぎやかな時間。教室の生徒は皆、誰だれかと喋しやべっている。だが、恋の席の周囲には、誰もいない。教室の中央の周りだけ、すっぽりと照明が当たっていない気さえする。

「やっぱ、あいつ、友達いないんだな」

　友達どころか、話し相手もいなそうだ。

「だとしたら、脈あるかな……」

　友達ができれば、恋を地球人に帰化させられるかも、と考えた。話し相手がいないから妄想ばかり考えるのではないか。同性の友達でもいれば、もっと地に足がついた発言をするようになるのでは？

「やってみるか……」

　僕は小さく深呼吸した。





「とは言うものの……」

　再び通信ベースで僕はオフィス椅い子すに逆向きに座り、恋れんの背中を見つめている。

「この引ひき篭こもりの宇宙人に、どうやって友達を作ればいいんだろう？」

　恋は学校が終わるとすぐこの裏山を登り出す。山ガールかよ、と言いたくなるくらい。だから友達を作ろうにも接点がない。僕も、友達を紹介するほど顔が広くないし。

「そもそも、紹介できても友達になるかどうか……」

　あの電波トークじゃね。

「ショータ！」

　思案しているところに、恋がトコトコと歩いてきた。

「あの、実はちょっとお願いがあるんだが」

　神妙な顔で僕を見る。

「お願い？」

　いつものようにやな予感がした。

「うむ。あのな……」

「う、うん」

　恋は顔を赤らめ息を吸いこむと、

「わたしをデートに連れていって欲しい！」

　大きな声で言った。

「は、はい？　デ、デート!?」

「かりそめの姉者が言うには、健全な交際というのは、まずはデートを何度も繰り返してお互いのことをよく知ることが大事、らしいのだ！」

「なるほど、正論だね。さすが愛あいさん、かわいいことを言う」

　僕がにやけると、恋は急に眉まゆをハの字にした。

「ショータ。前から言おうと思っていたが、お前、かりそめの姉に、その、甘くないか？」

「そ、そう？」

「明らかにそうだ。なにかと言えば、褒めている。さすが愛さん、すごいぞ愛さん、と」

「いや、そこまで言っている覚えは……」

「お前はわたしとつきあっているんだから、他の女子のことを誉ほめたりするのは、よくない。大変よろしくない。そういうのを浮気というんだろ？　わたしは不機嫌になるぞ」

　恋は頬ほおを膨らませて腕を組む。

「……」

　浮気というかもともと僕は愛さんが、という思いが頭を過よぎる。言わないけど。

「まあ、それはいい。とにかくデートなんだ。わたしはデートに行きたい。地球人もすなるというデートといふものをしたいんだ」

　恋れんは両手を握りしめて、デートを連発する。

「あ――、ええっと。木星人はデートしないの？」

「するわけがないだろう？　精神的な存在を重んじる木星人は、そういう物理的な接触を必要としない。愛し合っていれば常に精神の海の中で繋つながっているから」

　訊きいた僕が馬ば鹿かでした。ついでに腕が痒かゆくなりました。

「でもさ。ここに二人で来ているのだって、ある意味、デートみたいなもんだよ？」

「これはデートじゃない」

「じゃあなんだ？」

「ここは基地だ。基地でデートしてどうする？」

「自宅デートってあるよ？　ある意味、親密な証あかしだよ？」

「ちがうちがう」

　恋は子供が駄々をこねるように首を振る。

「私の言うデートというのは、外に出て、いっしょに歩くんだ。しょっぴんぐもーるや遊園地や、そういうところに行きたいんだ」

「木星人のくせにショッピングモールとか言うなよ」

「ぬっ。木星人を馬鹿にするな！　木星人だってショッピングするんだぞ！」

「まあ、なんとなく言いたいことは分かるけど」

　つまり、高校生のカップルのようなことがしたいらしい。

　ちょっと閃ひらめいた。これは引ひき篭こもりがちな木星人を、外に連れ出すよい機会ではないだろうか。デートにかこつけて、恋を外に連れ出して、新たな人間関係を構築する。友達を作るチャンスになる。

「よし。じゃあ、デートにいこうか」

「本当か？」

　恋は目をキラキラと輝かせる。

「うっ。そ、そんな、嬉うれしそうな目をすんなよ」

　可愛かわいかったので、ついドキドキする。

「場所はどこだ？　遊園地か？　イ○ンモールか？」

「それは未定。でも、ここじゃない所」

「そうか。やった。デートだ！」

　興奮したように両手握りしめた。そんな恋を見つめながら、僕は顎あごに手をあてる。

　さて、どこに行こうか。恋には悪いけど、遊園地もショッピングモールも選択肢にはない。行くべきは、もっと恋の仲間がいそうな場所だ。



　　　　　☆



　僕の住む仁に科しな市。大都市から程遠い、市町村合併で辛かろうじて消えなかった地方都市だ。そのはずれを流れる仁科川。一級河川の大きな川で、海までいくと割と有名な海水浴場もある。川には大きな河か川せん敷じきがあって、一部は野球場やパターゴルフ場になっている。でも、市の中央からやや離れた上流側は整備されておらず、ススキやスズメノテッポウなどの背の高い雑草がボウボウに生えている。

　十年前、その河川敷でちょっとした騒ぎがあった。朝起きると、草地にひょっこりと、ミステリーサークルができていた。国技館の土俵くらいの大きさの。

　イタズラか、はたまたＵＦＯの着陸跡か。マスコミに取り上げられたお陰で、仁科市の名は一躍全国区に。連日、取材陣や野次馬が押し寄せて、河川敷の土手に並んだ屋台ではＵＦＯ饅まん頭じゆう、ＵＦＯ丼どん、カップやきそばＵ．Ｆ．Ｏが売れまくった。「ＵＦＯで町おこしを」を合言葉に、町はにわかに活気付いた。

　ところが……。そんなお祭り騒ぎを快く思わなかった人もまた存在する。いるよね？　みんながワイワイ楽しんでいるのに、一人冷静になって水を差すような人。

　何を隠そう、僕の父さん、天あま乃の宗そう太たもそうだったらしい。父さんは河川敷に「ＵＦＯ反対」の横おう断だん幕まくを掲げ、「低俗なデマを流る布ふし、子供に非科学的な思想を植えつけるべきではない」とシュプレヒコールを上げた。空気、読めない人って本当にたくましいよ。

　父さんの活動の甲か斐いあってか、はたまた飽きられただけなのか、半年ほどでマスコミも野次馬もいなくなり、町はもとの静けさを取り戻した。残されたのはミステリーサークルとＵＦＯ饅頭の在庫の山。父さん、大勝利。お陰で僕は「国賊」扱いだったけど。

　で――、日曜の午後、その事件の舞台にもなった、青いススキに覆われた河川敷を望める土手を、僕と恋れんは歩いている。

「なんか、ここにくるの、久しぶりだな」

　僕は両腕を伸ばす。小学生の時に遊びにきた記憶が蘇よみがえる。

「なあ、ショータ」

　呼ばれて横を向くと、恋が僕を見ていた。今日は白いワンピースというフェミニンな格好。聞けば愛あいさんのお古で、これが結構、似合っているから嬉うれしいやら悔しいやら。

「デートする場所って、ここか？」

　少し不思議そうにそうに僕を見る。

「おうさ。ここの河川敷を歩く。ショッピングモールでも遊園地でもなくて、悪いけど」

「別にそれはいいんだが。どうして、ショータが知っているんだ？　この場所」

「どうしてって？」

　恋れんは立ち止まり歩道の端から、細めた目でススキに覆われた河か川せん敷じきを見下ろす。

「ここは、わたしが初めて地球に着いた場所だ」

「へっ？　着いた？…………あっ、ああ」

　何を言っているのか理解するのに、ほんの少し時間がかかった。

「そうなんだ。あの時、ここに降りてきたのは、恋の宇宙船？」

　という、設定なの？　と心の中で付け加える。

　ってことは、あの十年前の騒ぎと恋が木星人を自称するようになったことは、関係しているってことか……。

　父さん、あなたは正しかった――。子供への悪影響を心配して、「ＵＦＯ報道」の反対運動を起こした父さんに、僕は初めて同情したよ。

　僕が河川敷に降りられる階段に向かおうとしていると、恋が急に立ち止まった。いじけたように口を細め、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「どうかしたの？」

「姉者が言うには……」

「また愛あいさん？　僕が誉ほめるのを嫌がる割に、結構、影響を受けているね」

「うるさいな。姉者が言うには地球人はデートの時、手を繋つなぐルールがあるとか」

　ジッと僕の手を見つめる。

「ちょっと待ってよ。そんな厳げん格かくなルール、ないよ？」

「でも、姉者はそう言っていたぞ」

　恋はさらに口を尖とがらせる。

「どちらが正しいのか、電話で姉者に訊きいてみるか？」

「い、いや。その必要はないよ」

　僕は首を振ると、おずおずと手を恋に向かって伸ばす。

「じゃあ、握るけど……」

　僕は無言で頷うなずく恋の手をとる。

　柔らかい。でもってスベスベしている。胸の鼓動が速まる。女の子の手を握るなんて、幼稚園のお遊ゆう戯ぎの時間以来だ。

「なんか、こそばゆいな」

　恋は眉間に皺を寄せながら、頬ほおを赤く染めていた。

「じゃあ、止やめる？」

「いや、地球人のしきたりに従う」

「別にしきたりじゃないけどね」

　手を繋いだまま、僕と恋は河川敷への階段を降りていく。

　僕は恋と繋がれた手を見ながら、不思議な気持ちになる。

　なんだかデートっぽい。恋れんを外へ連れ出す口実のつもりでしかなかったのに、本当のデートらしくなってきている。なんだか奇妙な感じがする。

　一方、恋は嬉うれしそうに、繋つながれた手を振っている。それを見ていると、少し、可愛かわいいなと思ってしまう。

　いやいや、僕は何を勘違いしてるんだ？　こんなことをやっているのは、全すべて、僕自身のため。恋の木星人トークを軽減して、負担をなくすため。デートを楽しんでちゃいけないんだ、と僕は自分に言い聞かせる。

　コンクリートの階段を下りきると、河か川せん敷じきの草むらの中に歩道のような物がある。舗装がされているわけではないが、一応、人が並んで歩けるようになっていた。

　歩道にはところどころ、人の足跡が残っていた。ミステリーサークル見たさに、今でもここに来る人がいるらしい。僕の目当ては、むしろ、そういう人たちだったりする。

「着陸場所へ行くのか？」

「その通り」

「あんな何もない所でか。ちょっと地球人のデートのイメージと違うな」

　恋はチラリとこちらを見ながら、納得できなそうな顔をしていた。

　歩道を挟む両りよう脇わきの草地から伸びる背の高い草をわけながら進んでいると、突然、恋が「むむっ」と唸うなり声を上げた。

「しまった！　罠わなにかかってしまった！」

　ワンピースにトゲトゲのついた植物の種子が大量についていた。

「なぜに、そんな子供みたいな失敗を……」

「いや、この場合、私を見事、罠にはめた地球の原生植物を誉ほめるべきだろう」

「勝手に誉めてなよ」

　恋はひっつきむしをワンピースからとり始める。

「多い。ショータも手伝って欲しい」

「へいへい」

　僕も恋の横にしゃがんで、いわゆる、ひっつきむしをとり始めた。よく見ると、それ以外にもいろんな種類の植物の種子がついていた。

「恋の体はなに？　種子をひきつける引力でも持っているの？」

「ショータにはついてないのか？」

「見ろ。僕の体は綺き麗れいなもんだ」

「もしや、地球外にまで勢力図を広げんとする、原生植物の意思がそうさせているのか」

「それはないと思うけど……」

　言いながら、ワンピースについた種子をとっていると、

「あうっ」

　恋れんの脇わきについた種子を取った時、いきなり、恋が変な声を出した。少し色っぽい声だ。

「なに、今の？」

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せて、恋を見る。

「なんか急に電流のようなものが走った」

「もしかして恋、ここが弱いの？」

　指で脇を小突く。

「あうっ」

　また恋は声を上げる。

「やはりね」

「くっ」

　恋は自分の思わぬ弱点の発覚に、悔しそうな顔をしている。

「まさか一ひと片ひら恋の体にこんな弱さがあったとは」

「ふ――ん」

　言いながらは、また脇をツンツンする。

「あうっあうっ！」

　恋はさっきよりも大きな声を上げる。

「ふっふっふ」

「ショータ、お前。裏切る気か！」

　恋は真っ赤な顔で睨にらむ。泣きそうな目をしていた。

「そんな顔で見ないでよ。もうしないって」

　言いつつ、また恋に手を伸ばす。ビクッと警戒する恋。僕はひっつきむしを一つ摘つまむ。

「なにビビッてるの？　最後のひっつきむしを取っただけ」

「むう」

　恋は悔しそうな顔で見ていた。

「さて、罠わなが全部取れたところで、行こうか」

　また手を繋つなごうとする。恋は唇くちびるを結んだまま差し出された僕の手を見ていたが、やがて、ギュウッと思いっきり強く握った。

「ぐわあ」

　思わず悲鳴を上げる。万力で締められたように痛い。

「ちょっ、これ、女子のリストじゃないよ？」

「さあ、いくぞ」

　恋はフンと鼻を鳴らすと、僕を引きずるように歩きだした。

　痛む手に顔を歪ゆがませながら、僕は、

（なんか、この感じいいな……）

　と思っていた。なんだか、懐かしいような感覚に、体が包まれている。肩が軽くなったような感じがする。恋れんといることが、好ましく感じられるような……。いや、んな、ばかな……。現実主義者の僕が、木星人といて落ち着けるわけないよ！

　僕は首を振りながら、背中で跳ねるツインテールをジッと見つめていた。



　しばらく、ススキのジャングルの中を歩いていく。と、急に、前方が開けた。ススキが綺き麗れいな円形に刈り取られていた。

　ミステリーサークル。十年前にあった騒ぎの元となった場所。未いまだに草が生えていないのは、宇宙物質のせいとか市の職員が定期的にまく除草剤のせい、とかいう噂うわさがある。

　僕と恋は、その中へと入っていく。

　その直後、僕の頭の中を、フラッシュバックのように何かの光景が過よぎる。

　夜のミステリーサークル。星空と月――。

「どうした、ショータ？」

　恋の不思議そうな声で、ハッと我に帰る。

　なんだ今の。まるで白はく昼ちゆう夢むでも見たかのような……。

「いや、なんでもないよ」

　首を振る。炎天下にさらされ、頭がボーッとなっていたらしい。

　僕は改めて、ミステリーサークルを見回す。結構、大きい。直径で言えば五メートルくらいの部分だけ、植物が生えず赤色の土が露出している。こんなものが突然現れたら、騒ぎにもなるだろうね。

「どう、恋。昔を思い出す？」

「別に。そんなことより、ここで何をするんだ？」

「いや、えっと。その」

　特に考えていない。ここに恋を連れてきたのは、他に目的があるから。でも、期待に反して、ミステリーサークルには僕たちの他に誰だれもいなかった。

「えっとね。デートというものは、特に目的地で何をしなくてもいいんだ」

「そうなのか？　遊園地とかショッピングモールだと、やることが沢山あるじゃないか」

「そういう俗物的なものを目的とするのは、まだまだ青いデートだ。成熟したデートは、こういう何もないところで何もせずに過ごすんだ」

　僕は鞄かばんの中から取り出したレジャーシートを地面にしくと、その上に三角座りをした。恋も訝いぶかしげな顔でその横に座る。

「デートというものは、暑いもんだな」

　太陽光にジリジリと焼かれながら、恋が額に浮かんだ汗をハンカチで拭ふいていた。

「ほいっ」

　半分凍った水のペットボトルを差し出す。

「ショータ、天才だな。地球人の癖くせに天才だ」

「よく言われる」

　並んで水を飲みながら、青空を見上げる。空に入道雲が湧わいている。飛行機雲が見える。恋れんと関かかわるようになってから、空を見上げることが多くなったな、と思う。

「恋さあ」

「なんだ？」

「十年前、ここに着陸したんだよね」

「そう」

「その時のことを、覚えてる？」

「うむ。木星人の記憶は少ないんだが、その時のことは覚えているぞ」

　恋はゆっくりと頷うなずく。

「確か、地球人が月と呼ぶ、衛星が美しい夜だった。あと、風が強い晩だった。そのせいで、当初の予定とは違うこの場所に着陸したんだ」

「ふ――ん」

「原生植物が海原のようになびいている中を、わたしの船は降り立った」

「そうか」

　なぜか光景が浮かぶようだった。妄想の癖に、描写がリアルだからだろうか。

「ねえ、恋」

「ん？」

「君、もしかしてさ――」

　その時、ミステリーサークルを取り囲むススキからガサガサという音が聞こえた。

「珍しい。先客がいるとは」

　今度は人の声がして、複数の人影がミステリーサークルに入ってきた。

「もしやあなたたちも、ミステリーサークル好き……って、あれま」

　先頭の女の子が、目を瞬またたかせていた。

「天あま乃のじゃん」

「なんだ、刑おさ部べか」

「珍しいところで会うね」

　クラスメイトで占うらない大好き少女の、刑部玉たま穂ほは嬉うれしそうに手を合わせた。

「もしかしてデート？」

　チラッと恋を見る。

「あ、そっか。そういえば、つきあってるんだったね」

　ポンと手を打って、僕らの座るレジャーシートに近づいてくる。黒髪で前髪パツンな女の子と、ベリーショートの女の子を引きつれて。

「もしかして、お邪魔ですか？」

　刑おさ部べはゴシップ誌を読む若い女性のような目で、僕を見る。

「邪魔だ」

　僕の代わりに恋れんが断言する。恐い顔で刑部たちを指差す。

「ショータ。誰だれだ、こいつは？」

「こいつ呼ばわりしちゃだめだよ。一応先輩なんだから……、クラスメイトの刑部玉たま穂ほ」

「クラスメイトって紹介は寂しいなあ。友達って言ってよ」

「実際、友達じゃないしね」

「冷たい。席はすぐ近くなのに」

　刑部は頬ほおを膨らませる。

「近くて遠い。それがクラスメイト」

「ぶう。まあ、いいわ。というわけで、刑部よ。よろしく」

　刑部はニッコリと笑う。恋は「一ひと片ひら恋だ」とボソッと言っていた。

「ちなみに、こっちは後輩の三み島しま奈な緒おと藤ふじ琴こと音ね。恋ちゃんと同級生のはずだけど」

「知らないな」

　恋は女の子たちを一いち瞥べつして、不機嫌そうに言う。

「わたしたちは一片さんのこと、知っているけど」

　三島と藤が頷うなずきあっている。

「そっちこそ女の子三人で、なんでこんなところに来てるの？」

　僕は怪け訝げんそうな顔で三人を見る。

「サークル活動だけど？」

「サークル？」

「何を隠そう、わたしたちは仁に科しな高校オカルトサークルなのだ」

　刑部はえっへんと腕を組んだ。

「オカルト？　お前、占うらないサークルだろ？」

「かけもちしてんのよ。根本的に近いじゃない。占いとオカルト」

「いや、そうかもしれないけど……」

　ってか、うちの高校にもあったんだ、オカルトサークル。知っていたらワザワザこんな所に恋を連れてこなくてもよかったのに。

「オカルト愛好家にとって、ここは聖地なの。だから、定期的に巡礼してるわけ」

「うん、そのことは知ってた。だから、僕もここに来たんだよ。ちょっと刑部、いい？」

「うん？」

　僕は起き上がると、刑部に手招きしながらレジャーシートから離れる。恋に背中を向けて、刑おさ部べと並んで立つ。

「なに？　もしかして、いきなり私に告白？　デート中だっていうのに根性あるね」

「どうしたらそういう超展開になるんだよ!?　……そうじゃなくてさ。刑部、一ひと片ひら恋れんってどういう子か知ってる？」

「木星人」

「即答だね。でも、それだと話が早いよ」

　僕は肩をすくめた。

「実はさ。その、恋に……、友達を作ろうと思ってるんだ」

「はっ？　どうして天あま乃のがそんなことを？」

「恋を地球人に帰化させるため」

「？？？」

「つまりね。友達がいれば木星人の妄想から、帰ってこられるんじゃないかと思ったんだ」

「はあ……」

　刑部は眉まゆ根ねを寄せて、首を傾かしげている。

「でも、天乃って、恋ちゃんが木星人と知ってて、つきあい始めたんじゃないの？」

「いや、実はそうでもない」

「そうなの!?」

「詳しくは語れないけど、聞くも涙、語るも涙な事故があったんだ」

　僕はやるせなさそうに首を振った。

「ふ――ん。じゃあ、まあ、それはいいや。で、それで？　もしかして天乃、私たちに恋ちゃんの友達作りを手伝えって、言おうとしてる？」

「オカルト好きなら、木星人にも抵抗ないかと思って」

「ああ、なるほど。それでここに来たんだ」

　刑部はポンと手を打ち、それから微妙な笑みを浮かべる。

「う――ん。でも、それはちょっと誤解しているかもね……」

「え？　なにが？」

「いや、いいんだ。“〝なっち”〟と“〝きん”〟は同級生だし。友達になれるかもしれないしね。分かった。一応、協力はする」

「ありがと。マジ助かるよ」

　僕が手を合わせていると、

「ショータ、お前、コソコソと何を話しているんだ？」

　背中から、恋のイライラしたような声が飛んできた。

「いや、ちょっと、刑部に秘密のお願いをしてたんだよ」

　振りかえり、僕は愛想笑いを浮かべる。

「秘密？　恋人同士に秘密があっちゃいけないんだぞ」

　恋れんはムスッと不機嫌そうにしている。

「心配しなさんな。わたしたちが話しあっていたのは、これから行くファミレスについて」

「へっ？　ファミレス？」

　刑おさ部べは惚とぼけた顔の僕に向かって、ニッコリ笑う。

「天あま乃ののおごりでいいよね？」





　河か川せん敷じきから程近い国道沿いの全国チェーンのファミレス。そのそのボックスシートの並び席に僕と恋と刑部が、そして反対側に刑部の後輩の三み島しま、藤ふじが座っていた。

「紹介します。黒髪パツンの日本人形みたいな女の子がなっち。ベリーショートがきん」

「三島奈な緒おです」

「藤です」

　刑部のふりに、三島奈緒と藤琴こと音ねはそれぞれ会釈する。

「なっちときんは、恋ちゃんと同学年だよね？　同じクラス？」

「二人とも違います」

「でも、恋ちゃんの名前を聞いたことはあるんだ」

「それはもちろん」

　二人は顔を見合わせる。だって有名だから、と言っている気がした。

　一方、恋はというと自己紹介もせずに、三島たちをガン無視。「牛乳たっぷり美乳ソフトクリーム（メニュー表記のまま）」を美お味いしそうに舐なめていた。

「天乃、自己紹介は？」

　恋を見ていると、刑部に肘ひじで小突かれた。

「痛いな。そんな風にがさつだから嫁の貰もらい手がないんだぞ」

「私に嫁の貰い手がないのは、心に決めた人がいるから」

「誰だれだよ、そいつは」

「それは秘密。ヒント、その人は今、わたしの結構近くにいます」

「なに、ドサクサに紛れて気持ちの悪いこと言ってるの？　白玉が不ま味ずくなるよ？」

　注文した「白玉アズキパルフェ」の容器をスプーンで叩たたく。三島と藤がケラケラと笑う。

　その間、恋はやはり、ガラス容器の内側にこびりついたソフトクリームの残ざん骸がいを必死に回収しようとしている。

　僕が「ソフトクリームはいいから、もっと会話に参加しようよ！」と、心の中で叫んでいると、その声が届いたのか恋がふいに顔をあげた。

「ショータ」

「お、おう」

「ソフトクリーム、お代わりしてもいいか？」

　ガクッとなったよ。

「知ってる？　ここのお代は僕もちなんだよ？」

「いいだろう？　ソフトクリームの一つや二つや三つ、おごってくれても」

「あと二回、お代わりするつもりなの？」

　財布の中味を気にしつつも、帰られては困るので店員呼び出しのボタンを押す。

「恋れんちゃん、ソフトクリーム、好きなの？」

　刑おさ部べが恋に会話をふる。ナイス、刑部。

「好きだ。地球上の食べ物で一番洗練された食べ物だと思う」

「そこまでか」

　刑部たちはケラケラと笑う。

「口ざわり、甘味、脂肪分の風味。ソフトクリームを越える食べ物はない」

「それで、どうなの？　この店のソフトクリームは？　恋ちゃんの好みにあう？」

「まあまあだな」

「まあまあなのにお代わりなの!?」

　たまらず、僕はツッコミをいれる。



    


  
    
      



    


  
    
      「この店のソフトクリームも、脂肪分と口ざわりは中々なのだが、甘味については改善の余地がある。全すべて砂糖ではなく一部、人工甘味料が使われている。口に入れた直後はそれほどでもないが、後味がべたつく。５段階で言えば３だな」

「評価３なのにお代わりか」

　ブツブツと言いながらも、僕は恋れんが会話に参加してくれたことに喜んでいた。あとは、恋から三み島しまたちへ横パスが繋つながればよし……。てか、まるで合コンの幹事みたいだ。

「ところでさ」

　僕は三島の方を向く。

「オカルトサークルって、いつもは何してんの？」

「特に決まってないです」

　三島は小さく笑う。意外と抑揚の無い声。外観の印象と同じで静かな雰囲気。かと言って、極きよく端たんに無口ということは無さそうだ。

「今日のようにミステリーサークルを回ったり、幽霊スポットに行ったり……以前は、隣町の宇宙人の目撃事件を確認しにいったりしました」

　宇宙人という言葉に反応して、恋がピクッと体を震わせていた。

「やっぱオカルトサークルに所属している以上、宇宙人には興味あるんだ」

「わたしはどちらかと言えば幽霊派ですけどね。でも、きんちゃんは」

　三島が隣に座るベリーショートの女の子、藤ふじ琴こと音ねの方を向く。

「僕は宇宙人、好きです」

　藤が力強く頷うなずいた。まさかの僕っ子登場。

「でも、この辺のオカルト好きはそれなりに宇宙人に興味があるんじゃないですか？　ミステリーサークル騒ぎがありましたから」

　と三島。藤も「そうっすね」と頷いている。

「じゃあ君たち的には、あのミステリーサークルはイタズラじゃないということだね」

「もちろんです！　間違いなくＵＦＯの跡です。いろんな証拠もありますし！」

　急に藤がテーブルに身を乗り出す。

「そ、そうだよねえ」

　僕はちょっと引き気味に相あい槌づちを打つ。

「でも証拠って……、例えばなにが？」

「あんな草むらの中で、あんな綺き麗れいな円形に草を刈り取るなんてできるわけありません」

　外国の農家のおじさんが、木製の道具一つでできることを証明した気がするけど。

「それに発見された後のマスコミの動きが変です」

「変？」

「あれだけ報道陣が集まって、毎日のようにテレビで流していたのに、急速に沈静化しました。なんらかの大きな力が動いたに違いありません」

「お、大きな力？」

「日本国政府です。もっと言えば、その背後にいるアメリカ合衆国です」

　声をひそめて言う。

「それに、僕が独自に調査した情報によると、ＵＦＯ騒ぎの火消しのため、謎なぞの人物が奔走していたらしいんです。子供に悪影響を与えるＵＦＯ報道を止やめろ、って横おう断だん幕まくを掲げたとか。騒ぎが終わったら、忽こつ然ぜんと町から消えたって」

「……」

　それ、うちの父さんだよ。ついでに言えば、今でも当時と同じ家に住んでます。

「証拠はまだあります。例えばミステリーサークルの発見者とか」

　藤ふじは目をキラリと光らせる。

「あれ、発見者って警察じゃなかった？」

　刑おさ部べがここで口を挟む。

「公式には確かに第一発見者はパトロール中の当時25歳だった巡査Ａということになっています。でも、Ａさんは自分の力だけで見つけたわけじゃない。発見した前の晩、ミステリーサークルの場所が書かれていた置手紙が、派出所にあったのです」

「へえ。それは初めて聞いた。どうして、きんは知ってるの？」

「Ａさんに直接会って、聞きました」

　そこまでするか。

「とまあ、それらの理由のせいで、僕はミステリーサークルに陰いん謀ぼうめいたものを感じるんです。だから、ＵＦＯの着陸跡だと確信しています」

　その時、恋れんが空になったソフトクリームのガラス容器を、音を立ててテーブルに置いた。

「陰謀などない！　それに、あれは、ＵＦＯの着陸跡でもない！」

　大きな声で怒鳴る。その場が一気にシ――ンとなった。

「ええっと……、ＵＦＯじゃないってどういう？」

　僕は頬ほおを引ひき攣つらせながら、恋を見る。

「あれは木星の有人宇宙船だ。断じてＵＦＯなどではない！」

「いや、ちょ、ちょっと待って。木星の宇宙船なら、ＵＦＯじゃない？」

「木星の宇宙船と分かっているんだから、未確認飛行物体ではないじゃないか」

「ツッコミそこなの？　いいじゃん。そんな細かいところ……」

「わたしにとっては大事なところなんだ」

　恋は真剣な顔で両手を握る。

「そもそも、わたしは気球も人工衛星も我が星の宇宙船も、みんなひっくるめてＵＦＯ扱いする地球人の慣習が好きじゃない」

　ムッと唇くちびるを尖とがらせて、腕を組んだ。

「あと、宇宙人の乗り物に関する、地球人の想像力の貧弱さときたら……」

　言いながら、恋れんはジロッと藤ふじを睨にらむ。

「お前はあの場所を、ＵＦＯの着陸跡に間違いない、と言った」

「う、うん」

「どのような形のものを想像しているんだ？」

「ええっ？　いや、あの跡なら、ごく一般的な円盤型かな、と」

「やっぱり！」

　恋はムッツリと頬ほおを膨らませる。なに？　なんでこの人怒ってるの？

「未確認飛行物体だというのに、なぜ、過去に目撃された形状を想像する？」

「いや、だって、あそこ、円形だったし……」

「着陸跡が円形だから、宇宙船が円盤型とは限らないじゃないか。円えん柱ちゆう形かもしれないし、円えん錐すいかもしれない。もしかしたら、ハンマーのように先だけ円形かもしれない。事実、あそこに着陸した宇宙船は円盤のような形はしていない。地球のロケットと同じ、ペンシル型だ。乗ってた本人が言うのだから間違いない」

　恋は誇るように胸を張った。いや、ここで自慢されてもね。

「そもそも、円盤型が宇宙船として相応ふさわしい形だと思うか？　よしんばそうだとして、どうして宇宙人が全員同じ形の宇宙船に乗って――」

　以下、省略。恋は云うん々ぬんかんぬんと、宇宙船に関する自説を展開する。

「……」

　僕は喋しやべり続ける恋を見ていた。刑おさ部べも三み島しまも藤も同じような顔をしている。

　いつの間にか、会話ではなく恋の公演会になっていた。僕なんかは、途中から、早くお代わりのソフトクリームが届かないかなと、そのことばかり考えていた。





「なんか、ゴメンね。あんま会話を盛り上げることができなくてさ」

　会計をしていると、刑部に謝られた。恋はトイレに行き、三島と藤は既に外に出ていた。

「いや、謝らないといけないのは僕の方だよ」

　つり銭を財布に入れながら肩をすくめる。

「刑部の言うとおり、オカルト好きが恋の木星人トークとかみ合うとは限らない」

「そうだねえ」

　刑部はしんみりと首を縦にふる。

「オカルト好きはオカルトの持つ不可思議さが好きなの。でも、恋ちゃんは彼女自身が宇宙人じゃん？　オカルトとはちょっと違うんだよ」

「うん。よく分かったよ」

　僕はため息をつく。

「三み島しまさんと藤ふじさん、気を悪くしたようだったら、謝っといて」

「いや、大丈夫でしょ。奢おごってもらったし。木星人はいないけど、うちのサークルって自己主張の激しい奴が多いから。気にしてないと思うよ」

「そうか。ならいいけど」

「なっちときんが恋れんちゃんと友達になれるかどうかは分からないけど、他にもいい子、知り合いいるから。今度、紹介するよ」

「ああ。ありがとう」

　でもさ。今のままじゃ、誰だれを紹介されたところで、恋の友達にはなれそうにないと思う。





　夕方の住宅街の道路を、恋は弾むような足取りで歩いている。僕はそれを後ろから眺めながら、とぼとぼ歩いている。

　恋に友達を作って地球人に帰化させる作戦も、なんだか無理そうな気がしてきた。

　だって、そもそも友達できそうにないから。僕がセッティングするくらいで友達が作れるのなら、既に一人くらいいるよね。

「今日はなんか、よい一日だったな」

　前を歩いていた恋が立ち止まり、嬉うれしそうな顔で振りかえる。

「え？　よいって、なにがよかった？」

　沈んだ心と裏腹な台詞せりふだったので、僕は驚いた。

「もちろん、デートだ。なんかよい感じだった。満足できた。これがデートなんだな」

　嬉しそうに両手を広げる。

「ほ、本当に満足できたの？　だって今日のは途中から、ほぼデートじゃなかったよ。なんというか、グループ交際？　男一人だけど」

「なんでもいい。とにかく、ショータと一緒にいられて楽しかったんだ」

　そこまで言って恋はハッと、目を見開いた。

「どうかした？」

「いや、これが地球人の“〝楽しい”〟、という感情じゃないかな、と思った」

　興奮したように言う。

「……恋が楽しいというなら、そうなんだと思うよ」

「やっぱりか。これがかあ。またしてもエウレカだ」

　無む垢くな笑みを浮かべる。その顔を僕は思わず見入る。やばい。ちょっとドキッとした。

「新しい感情も理解できたし、ショータと交際することにしたのはやっぱり大成功だ」

「ま、まあ、そう言ってもらえれば、嬉うれしいけど」

　僕は鼻の先をかく。

「ショータはどうだったんだ？」

「あん、僕？」

「わたしとのデート、楽しかったか？」

　恋れんはやや不安そうな顔で僕を見る。

　どうだったかなあ。適当に答えればいいところなのに、真面目まじめに考える。河か川せん敷じきを恋と一緒に歩いている時、手を繋つないでいる時、どう感じたか。

　よく思い出せないけど、たぶん、真面目にどっちだったか考えようとするってことは、それなりだったんじゃない？

「うん。まあまあ、かな」

「なんだ。その中途半端な答えは」

　恋は眉まゆ根ねを寄せる。

「デートをまあまあと評価するのは、地球人としてどうなんだ？」

「ワビサビの精神が重要なんだよ」

「なるほど」

　恋は腕を組むと、上目遣いで僕を見る。

「ショータ、じゃあ」

「今度はなに？」

「家までの間、手を繋いで帰ろう」

「はあ？　河川敷でずっと手を繋いでたし、もう十分じゃない？」

「だって、デートはまだ終わってない。家に着くまでがデートだと……」

「それも愛あいさんが言っていたの？」

「いや、今わたしが決めた」

　恋は自慢するように胸を張る。

「そうか。でもまあ、それは一理あるかもしれない」

　ちょっと考えた後、僕は恋に手を伸ばす。別にいいかな、という気持ちになっていた。

　手を握りあって、歩く。

　歩きながら僕はふと思う。木星人から開放するため、恋に友達を作ろうと思った。一緒に話せる友達がいれば、地球人になれるだろうって。でも、その友達って僕と何が違うんだろう。今の僕と恋とのよく分からない関係は、友達とそう違わないんじゃない？

　ってか、僕はなにを考えているんだろう。恋とははあくまで、愛さんに嫌われないために関係を維持しているだけ。デートが楽しいとか、自分が友達とかそんなこと――。

　僕は夕ゆう陽ひに照らされて、頬ほおを赤く染めている恋を見つめる。

「なんだ？　どうした？」

　恋れんは困惑したように口を尖とがらせる。

「そ、そんな風にジッと見られると、その、そ、そうだ。恥ずかしいじゃないか」

「今のは正しい使い方だったね。いや、それよりもさ。恋、まだひっつき虫がついているよ」

「なに？」

　恋は首を動かして、自分のワンピースを確認する。

「見当たらないぞ。どこだ？　どこに爆弾が潜んでいる？」

「教えてやらない」

「なぜ!?」

「地球の同どう朋ほうがしかけた罠わなだからね」

「お前は酷ひどいヤツだ」

　恋の抗議を聞きながしながら、僕は前を向く。西日で赤くなった顔を綻ほころばせる。



    


  
    
      


４章　プール係







「天あま乃の！」

　休憩時間、教室の自席でボケッとしていると、廊下から名前を呼ばれた。物理教師の丸まる山やま重しげ雄おが慌てた様子で教室に入ってきた。

「どうかしました？」

　僕は面倒くさいと思いつつ顔を上げる。最近、よく丸山先生は僕のところにやってくる。そして来る理由は大抵決まっている。先生は一ひと片ひら恋のクラスの担任なんだ。

「一片恋がいなくなった。どこにいるか知らないか？」

「またですか」

　うんざりしたような顔をする。

「先生。どうして、恋がいなくなったら、いつも僕のところにくるんですか？」

「だって、お前、一片とつきあっているんだろう？」

「交際相手が学校をふけてどこに行ったかなんて、普通知りません。まだ休憩時間ですよね。授業になったら帰ってくるんじゃないですか？」

「次は水泳なんだ。休憩時間中に水着に着替えて集合なんだが、まだ来てないらしい」

「そうですか。分かりました。めぼしい場所をあたってみます」

　僕がため息をついていると、

「先生、私も探しにいきます」

　先生の横で、愛あいさんが小さく手をあげていた。だれていた僕は、ビシッと背筋を伸ばす。

「じゃあ二人で探して。見つかったら、プールに行くように行ってくれ」

「はい」

　僕は頷うなずき、立ち上がった。

「ごめんなさいね。いつも恋れんが迷惑をかけて……」

　一緒に教室から廊下に出ると、愛さんは申し訳なさそうに頭を下げた。

「こんなの朝飯前です。学校で恋が行きそうなところといえば、大体決まってますし」

「あそこですね」

　僕と愛さんは頷き合うと、廊下を進んで中央の階段を上がっていく。

「久しぶりに、いもうとがかり１号、２号が揃そろいぶみです」

　愛さんが嬉うれしそうな顔をする。

「もう一度訊ききますけど、どうして係なんですか？」

「それは秘密です」

　愛さんは唇くちびるに指を当てて顔を赤らめる。謎なぞだ。可愛かわいいからいいけど。

　階段の終点の前にある扉を開く。直後、強烈な熱気が踊り場に飛びこんでくる。

　真夏の校舎の屋上。アツアツに焼かれたコンクリートの床から、ユラユラと湯気が上がっている。そんな屋上の中央に、太陽の光をいっぱい浴びながら、水着の女の子がいる。

　もちろん恋。両手で空気を掻かきながら、屋上の上を縦じゆう横おう無む尽じんに歩いている。

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せつつ、愛さんと一緒に恋に近づいていく。

「なにやってんの!?」

　後ろから声をかける。恋はぶるるんと体を震わせて、空を掻いていた手と足を止める。それから振りかえった。

　水着姿にドキリとする。自分の視線が、恋の小さい林りん檎ごのような胸や腰のくびれに向くのを、僕はなんとか我慢する。

「これはエア水泳だ」

　恋は肩をすくめる。

「それは見れば分かるよ」

「実は次は水泳の授業なんだ」

「それも知っている。だったらエア水泳なんてせずに、プールで泳げばいいじゃないか」

「木星人にも弱点があるんだ」

　実に悔しそうに唇くちびるを噛かむ。

「はあ？　弱点？」

「木星人は水に弱い」

「水に弱い？　なんだそれ？」

　木星人　電波……○。水……×。ゲーム的なパラメータが脳裏に浮かぶ。

「実はですね……、恋れんは泳げないんです」

　愛あいさんがため息をついた。

「違う。泳げないんじゃない」

　恋は強く首を振った。

「泳げないんじゃなくて、ただ、水に弱いだけなんだ。生まれながら」

「つまり金かな槌づちなんだ」

「だから違うって言ってるじゃないか。生物学的に顔を水につけることができないんだ」

「重度の金槌なんだね」

　頬ほおを膨らませる恋を無視して、僕はうんうん、と頷うなずく。

「だからって授業をサボっていいわけじゃないよ。むしろ、泳げないからこそ行くべきだ」

「そうよ。２号くんの言う通りです」

「愛さん、その省略のし方はちょっと……」

「しかし、水にふれることができないのに、行っても仕方がないだろう」

　恋はいじけたように口を尖とがらせ、横を向く。

「それに水中の塩素も得意じゃない。木星人時代に、友人にイタズラで大量の塩素を食べさせられて、死にそうになったトラウマが蘇よみがえるんだ」

「どんなトラウマだよ」

　僕はコメカミをおさえる。

「いいから授業には参加しようよ。先生が困るだろう？」

「う―――ん、だがしかし……」

「元々は水に弱い木星人だとしても、今は地球人の体を持っている（設定）なんだよね？」

「そうだ」

「だったら、泳げるんじゃないの？　地球人はそれほど水に弱くない」

「それはそうだが。体は適応できていても、精神が耐えられないんだ」

　恋は尖らせた唇を僕へ向ける。

「……そういうショータは、どうなんだ？　泳げるのか？」

「まあ、人並み程度には」

「驚きだな」

「な、なぜ？」

「だって、天あま乃のは確率とか理論とか小難しいことを言うが、運動とかできなさそうじゃないか。筋肉だってないし、肌だって白いし」

「僕のこと、そんな風に見てたの？　ちゃんと泳げるよ。運動だってまあまあだよ」

「ふ――ん、そうか。泳げるのか」

　恋れんは怪しむような目で僕を見る。

「そうだよ。しかも、結構、得意だよ」

「そうなのか。得意なのか。……じゃあ、わたしに水泳を教えてくれないか？」

「えっ？」

「わたしもかねがね、この弱点を克服したいと思っていたんだ。地球で生活していく以上、泳げないと困ることもあるかもしれないし」

　恋がニコッと笑う。しまった、もしかして罠わなだった？

「泳げるけど、人に教えられるほどじゃないって。僕より元水泳部の愛あいさんの方が……」

「ごめんなさい。私も何度か水泳を教えようとしたのですが、巧く教えられなかったんです。恋、２号くん、いえ、天乃くんが先生なら本当に練習するの？」

　愛さんはちょっと恐い顔で恋を見た。

「する。だってショータは、姉者のようにヒステリーじゃない」

「ヒステリー!?　ガ―――――――ン」

　愛さんはショックを受けて、しゃがみこむ。

「わたしはショータに泳ぎを教わりたいんだ。ショータに手取り足取り教わりたい」

　恋はいじらしい顔をする。

「う――ん」

　受けるかどうか僕が悩んでいると、愛さんがしゃがんだまま僕を見上げた。

「私からもお願いします。恋には泳げて欲しいですから。する時は私もヘルプにいきます」

「え、愛さんも!?」

　思わず裏返った声を上げた。一瞬、脳裏をサンダルを持って跳ねるように走る水着姿の愛さんが過よぎる。

「ショータ。どうした暑いのか？　顔が赤くなってきているが？」

　我に帰ると、恋が不思議そうに僕を見ていた。

「い、いや、なんでもないよ。分かった。泳ぎのことは、この僕に任せてよ」

　火ほ照てった顔を下に向けながら、僕は胸を叩たたいた。



　　　　　☆



　仁に科しな川の河か川せん敷じきを、ミステリーサークルから上流にいった場所に、小さな公営のプールがある。川の水を取り入れて作った自然プールで、ヤゴやメダカと一緒に泳ぐというナチュラル志向のもの。ある平日の放課後。プール開きをしたばかりのそこに僕は来ていた。

「まだかな」

　プレハブの簡単な更衣室とシャワー室のドアの前で、裾すその長い海パンにＴシャツ姿の僕は胸を高鳴らせていた。ドアの向こうでは、愛あいさんと恋れんが水着に着替えている。

「愛さん、どんな水着かなあ……」

　ゴクリ、と唾つばを飲みこむ。あの長い足には、間違いなくビキニが似合う。でも、こんな田舎いなかのプールでそれはない気もするし、じゃあ、もしかしたらスクール水着？　いやいや、それならそれでもいいんです。贅ぜい沢たくは言いません。

　そんなことを考えていると、女子更衣室の立て付けの悪い扉が音を立てて開いた。

「お待たせしました」

　愛さんが現れ、長い後ろ髪を両手でかきあげる。

　お、おおおおおお！　心の中で、僕は歓喜の声を上げる。水着はピンクのビキニ。三角形のアンダーウエアからスラッと伸びる足、露あらわになった腰のくびれに発育のよい胸。燦さん々さんと降りしきる太陽の光を浴びて、水着姿の愛さんは輝いていた。

「ジロジロ見ないでください。恥ずかしいです」

　愛さんは少し赤らめて、両手で胸を隠す。

「ご、ごめんなさい」

　でも、その隠す仕草がまた可愛かわいいいんです。

「ショータ。わたしもいるんだぞ！」

　愛さんの後ろから不機嫌そうな声と共に、スクール水着姿の恋が現れる。

「どうだ？」

　何を思ったのか、恋は手を頭の後ろで組んでポーズをとってみせる。

「ふ―――ん。まあ、いいんじゃない？」

「な、なんだ、その態度は！　かりそめの姉者の時と全然態度が違うじゃないか」

「いや、だって。恋のはこの前見たから、ありがたみが……」

「ありがたさよりも、交際相手を優遇するのが地球の礼儀じゃないか！　くっ、わたしも姉者のようなセクシーな水着を調達すればよかった」

「あら。恋はスクール水着の方が似合っていると思います」

「そうですよね。いや、天てん真しん爛らん漫まんな恋にはこれが一番です。似合ってる似合ってる」

　僕はそう言って、恋の頭を撫なでようとする。

「なんだか適当にあしらわれた感じで、わたしは不愉快だ」

　恋は頬ほおを膨らませて、僕の手を払った。

　三人でプールサイドへ移動する。すぐ横を流れる川のせせらぎの中、二十五メートルプールが現れる。自然水を使っているためプールの水は薄緑色だ。六月下旬なので利用者がほとんどいない。横の子供用プールに、親子連れがいる程度。泳ぎの練習には都合がいい。

「こ、ここで練習するのか」

　恋れんが不安そうに水面を見つめている。

「その前に準備体操。木星人でも足はつるよね？」

「うん」

　三人で十分にストレッチをしてからプールサイドに立つ。

「それで、恋の泳ぎはどの程度なの？　本当に全然泳げない？」

　僕が恋に尋ねるのと同時に、横で派手な水みず飛沫しぶきが上がる。

　愛あいさんだ。愛さんは綺き麗れいなフォームで、水面を滑るように進んでいく。実にスムーズ。魚が泳いでいるかのようだ。

　愛さんはプールの中央までいくと、背泳ぎになって、僕たちに手を振っていた。

「愛さん、メッチャ泳ぎうまいし。やっぱり愛さんに教わった方がいいんじゃない？」

「いいや。わたしはショータに教わりたい」

「まあ、恋がそう言うならいいけど」

　もち、悪い気はしないさ。

「じゃあ、質問を繰り返すけど、恋はどのくらい泳げるの？」

「まあまあだ」

　恋は下を向いてボソボソと答える。

「それじゃあ分からないよ。十メートルは泳げる？」

「どうだろうか」

「五メートルなら？」

「かなりの困難を伴う」

「五メートルで困難なの？　バタアシだけでいけるでしょ？」

「恋は顔を水につけられないのよ」

　いつの間にか戻ってきていた愛さんが、水の中から言う。

「水に顔をつけられない？？　ええっと、恋って高校生だよね？」

「うむ」

「水に顔をつけるって、普通、小学校で乗り越えるべき壁だよね？」

「だから、言ったじゃないか。木星人は水に弱いんだ。地球人のようなエラがないからな」

「エラないよ、地球人！」

「木星には地球のような海がないからエラが退化したんだ」

「とりあえず、エラ呼吸にこだわるのを止やめようよ」

　僕は首を横に振る。

「じゃあさ。まずは水に顔をつけるのに慣れるところから始めようか」

「う、うむ」

　僕と恋れんは梯はし子ごからプールに下りる。この辺の水の深さは首くらいだ。これくらいなら、溺おぼれることはないだろう。これが奥の方に行くと、だんだんと深くなっていく。

　愛あいさんも加わって、三人で近くに集まる。

「愛さん。なんか指導が間違っていたら、指摘してくださいね」

「分かりました」

「じゃあ、恋。まずは、こんな風に顔を水につける所から始めようよ」

　僕は頭を垂れて、顔をプールの水につけてみせる。

「どう？　これくらいならできるんじゃない？」

「無理だな」

　恋は首を横に振った。

「即答!?　ほんの少し顔を水に触れさせただけだよ？」

「無理なものは無理だ。顔をつけた瞬間、溺れる」

「溺れないって！　それじゃあ、顔だって洗えないよ？　普段どうやっているんですか？」

　本人の姉君の方を向いて訊きいてみると、「天あま乃のくん、水もしたたる男子ですね！　イエイ」と、愛さんが親指を立てていた。

「この際それはどうでもいいです。しかも、水もしたたる男子って誉ほめてませんね？」

　愛さんは悪ノリを反省するように「テヘッ」と舌を出す。

「恋は毎日、顔はタオルで拭ふいて洗っています」

「マジですか？　でもそれじゃあ、石せつ鹸けんとか洗顔フォームとか使えないじゃないですか」

「そんなものはなくても大丈夫だ。使ったことがない」

　恋が誇るように言う。愛さんも保証するように頷うなずいていた。

「そ、そう。なるほど、顔をつけるのがものすごく苦手なのは、よく分かったよ」

「でも、こういうのは苦なくできるぞ」

　恋が顔をつけないまま、プールの中をウォーキングし始める。

「それじゃあ、まるでダイエットをする人だよ。妙にいい姿勢がリアル過ぎるよ。それで何十キロ歩いても、泳げるようにはならないって」

「じゃあ、どうすればいいんだ？」

　恋は不満そうに口を尖とがらせた。

「う―――む」

　腕を組む。すぐに、ハッと閃ひらめいた。

　両手でプールの水をすくう。そして、その水を恋の顔面に向かって――、

　投げつける。

　バシャッ。

　恋れんは天あま乃のの水のつぶてをもろに顔に受けた。髪から水滴を滴したたらせながら、何が起きたのか理解できないような顔をしていたが、すぐに目を白黒させると、

「何をするんだ！」

　頬ほおを膨らませた。僕は余裕の笑みを浮かべ、腰に手を当てた。

「今のは、地球人の恋人同士が必ずやる習慣である」

「地球人の習慣？　だと!?」

「そうだ。通称、“〝キャッキャ”〟」

「“〝キャッキャ”〟？」

「地球人の成熟したカップルは、必ず水辺に行って“〝キャッキャ”〟をするんだぞ」

「そ、そうなのか？」

　恋は真偽を確かめるように、愛あいさんを見る。

「そうですね。そういうことをする人もいるかもしれません」

　愛さんはやや冷たい目で僕を見ていた。

「そうか。地球人にこんな文化が……」

　驚いた恋の顔めがけて、第二波を発射する。さっきよりも多い水をぶっかけてやる。

「うわあ」

　両手で顔をブロックして、その場から逃げようとする恋の前面に回りこんで第三波、第四波を叩たたきこむ。

「はっはっは。さあ。早く水に慣れないと、困ったことになるぞ」

　日ひ頃ごろ、電波で苦しめられているし返し、というわけではないけど、結構、楽しい。

　その時、

　バシャア――、と。今度は僕が水に襲われた。大量の水が頭から降ってきた。濡ぬれねずみになって、水の飛んできた方向を見ると、愛さんが嬉うれしそうに笑っている。

「妹のあだ討ちです」

　そう言って、さらに水を両手ですくって追撃してくる。

「ちょっ。愛さん。ゴホゴホッ。水が集中的に鼻の穴に入って、く、くるんですけど！　ゴホッ、まさか狙ねらって、ます!?　ゴホッ！」

　思いっきりむせる。水で前は見えないわ、鼻の奥がツ―ンとなるわでプチパニック。

「姉者。一緒に反撃だ。弱っているショータを集中攻撃するぞ！」

「了解」

　恋が加わり、水のつぶてが二方向からくる。

「姉者。ショータの周りをグルグル回りながら攻撃するぞ」

「いいですね」

「よくないです！　あの、これマジで息が、立ったまま溺おぼれそうなんですけど、ゴホゴホ」

　僕は悲鳴を上げながら、緩慢に、でも確実にヒットポイントを削られていった。





「ハア、ハア。どうだ。だいぶ、水に慣れてきたんじゃないか」

「あ、ああ。だいぶ慣れてきたような気がする」

“〝バトルキャッキャ”〟を繰り広げた僕と恋れんは、頭から顔までずぶ濡ぬれ状態で、プールの壁に背中を預けて休憩していた。

　ああ、マジでしんどい。テレビの中でよく見る光景が、これほどまで体力を使うなんて驚きだ。もっとも、誰だれからも攻撃されなかった愛あいさんは涼しい顔をしているけど。

「もう、顔、水につけられるんじゃない？」

　僕はチラッと恋の顔を見る。

「う、うん。もしかしたら」

「じゃあ、やってみよう」

「わ、分かった」

　恋はプールの壁から離れると、緊張した面持ちの顔を沈めていった。さっきは顎あごで止まったけれど、そのまま、口、ゆっくりと目、額、頭の先まで水につかっていく。それからゆっくりと顔を上げて、「ふ―――」と息を吐いた。

「おおお―――――。できたじゃん」

　僕は口笛を吹く。

「すごいですね」

　愛さんも手を叩たたく。恋は何が起きたのか分かってないかのように、目を瞬またたかせていた。

「よっし、顔をつけられるようになった、次はバタアシだよ」

「バタアシ？」

　僕はプールサイドに手をついて、体を水面に伸ばす。

「顔を水につけて、足で水をこんな風にキックする。これがバタアシ」

　バシャバシャと足で水を叩く。小学校以来かもしれない。こんなことするの。

「こうやって、足で水を蹴けって推すい進しん力りよくを得る。簡単な物理だよ」

「なるほど」

　恋は僕の横で同じようにプールサイドに手をかける。顔を上げたままバタアシを始める。

「その格好のまま、水に顔をつけられる？」

「うん」

　言われた通り、バタアシをしながら、言われた通り顔を水につけた。

「ようやく、水泳の練習っぽくなってきた」

　恋れんが上げる水しぶきを見ながら、僕はホッと安あん堵どのため息をつく。

　妙な気がした。恋の泳ぎが巧くなっていることが、単純に嬉うれしい。愛あいさんへの義理で教えているだけのはずなのに、恋や愛さんとプールにいるこの時間を、好ましく感じる。デートの時にも感じた肩が軽くなったような気持ちを覚える。どうしてだろうね。

「ふっはあ」

　息が続かなくなった恋が、バタアシを止やめてプールに足をついて立つ。

「もう、水は怖くないぞ。どこまでだって泳げる」

　自信たっぷりに、僕を指差した。

「いや、まだ無理だから。もうしばらく、バタアシしないと」

「え―――？　もういいだろう」

「基本が大事なんだ」

　僕は首を振る。

「そうよ。２号くんの、いえ、天あま乃のくんの言う通りにしなさい」

　愛さんが微笑ほほえみながら言う。

「しかし、これでは前に進まないぞ。バタアシは止めて、次に……」

「ダ・メ・で・す」

　愛さんが腰に手をあてる。顔はにこやかだったが、目が笑っていなかった。恋は怖がるように体を震わせて、「分かった。もう少しやる」ともう一度、バタアシを始める。なんだかんだ言って、愛さんには弱いらしい。

　愛さんと恋のバタアシを見守っていると、更衣室から人の足音が聞こえた。仁に科しな高校指定のスクール水着に水泳帽を着用した女子二人が、プールサイドを走ってくる。

「あ、先輩だ」

　女の子の一人が愛さんに気がつく。

「先輩もプールですか？」

　もう一人の女の子が、愛さんに尋ねる。

「妹の水泳の練習です。あなたたちは？」

「練習です。来月、地方大会が始まるんで」

　女の子たちは頷うなずきあう。

「そうか、もうそんな時期ですね。邪魔かもしれないけど、浅い方を使わせてください」

「はい、大丈夫です」

　女の子たちはバタアシをしている恋に一いち瞥べつをくれて、プールの逆側に移動していく。

「誰だれですか？」

「中学時代の水泳部の後輩です」

「後輩ってことは、恋れんと同級生ですよね？　なのに、恋には一言もなしですか？」

「恋は学年で浮いてますから……」

　愛あいさんは残念そうに肩をすくめる。

「天あま乃のくん以外にも、いっぱい増えるといいんですけどねえ。友達」

　やっぱり愛さんは恋のことを大切に思っているんだな、と思う。

「ぷはあ――。そろそろ、バタアシ、卒業していいか？」

　恋がまたプールに足をついて、振りかえった。

「まだまだ。あと、三十分やりなさい！」

「え――――」

　ブツブツ言いながらも、大人しくバタアシを再開する。

「天乃くん。わたしも泳ぎたくなりました」

　プールの反対側でバタフライをするさっきの女の子たちを眺めながら、愛さんは言う。

「いいんじゃないですか？」

「天乃くんもつきあってくれませんか？　昔、部活のメンバーとよくやったのですが、鬼ごっこをするというのはどうですか？」

　愛さんは期待するような目で僕を見る。

「鬼ごっこなんて、無理ですよ。僕に勝ち目ないです」

「じゃあ、こういうのはどうですか？　私が逃げきったら、天乃くんは私と恋にミスドのドーナッツをおごります。天乃くんが勝ったら、私が二人におごります」

「どう転んでも恋が大満足ですね。でも、絶対に支払いは僕になりそうなんでやりません」

　パタパタと手を振る。

「じゃ、じゃあ……、こ、こういうのはどうでしょう」

　愛さんは真っ白な頬ほおを赤く染めると、

「お、鬼ごっこで天乃くんがわたしにタッチする時……、ど、どこを触ってもいいです」

　下を向きながら、そんなことを言った。

「そ、それはつまり、あんなところやこんなところも、お触りオッケーということ？」

　僕の疑問に、愛さんは赤くなった顔を無言で頷うなずかせる。愛さん、それって、僕なら触られてもいいってことですか？　それとも、追いつかれない自信のあらわれですか!?

　僕はゴクッと唾つばを飲みこみ、ドキドキする胸を押さえる。そして、

「わ、分かりました。鬼ごっこ、やりましょう！」

　目をキラッと光らせた。

「でも、やることにしたのは愛さんにタッチしたいという下心からではなく、純粋に――」

「はい、じゃあ。よ―――――い、どんです」

　僕がいい訳じみた台詞せりふを吐いているのを無視して、愛さんは泳ぎ始めた。バサロでプールの中央付近まで行き、そこで顔を出す。

「天あま乃のくん、こっちですよ！」

　真剣な顔で手招きする。水面から伸びるほっそりとした愛あいさんの手を見ている内に、僕の心のどこかに火がついた。

「じゃあ、行きますよ！」

　全力クロールで向かう。目指すは愛さんの胸、愛さんのお尻しり、愛さんのふくらはぎ。

「うおおおお」

　水を掻かく手、水を蹴ける足が、通常の三倍で動く。リビドーが僕の体を奮い立たせている。

　僕的レコード記録で、愛さんがいたプール中央まで辿たどりつく。この辺は結構、深い。爪つま先さき立ちで、ようやく指が底に当たるくらいだ。

「あ、愛さんは？」

　立ち泳ぎしながら、周囲を見回す。

「天乃くん。こっちこっち！」

　後ろから愛さんの声が聞こえた。いつの間にか元の場所に戻っていた。

「い、いつの間に」

　いくら僕が３倍の速度で泳いでも、愛さんはそれ以上に速いらしい。

「いや、でも、僕は諦あきらめない！」

　僕は再び泳ぎ出す。絶対に負けられない戦いがここにある。



「ハア、ハア、ハア」

　しばらくの時間が経たった後、僕はまたプールの中央付近で立ち泳ぎをしながら息を切らせていた。もう何度、プールの端とここを往復したか分からない。

「天乃くん。もう、泳がないんですか？」

　愛さんの声。僕から絶妙な距離を保ったまま、水面にラッコのように浮かんでいる。

「もう無理です。体力が限界です」

「わたしはまだまだ大丈夫ですけど」

　愛はそう言って、シンクロの選手のように水中からほっそりとした足だけを出して、挑発するようにクルクルと回転する。

「無理なものは無理です」

　愛さんの彫刻のような体に触れることができたのにと思うと惜しい気もするが、物理的に考えて無理なものは無理だ。

　己の身体能力の低さを恨んでいると、「ショ―――タ！」と恋れんに呼ばれた。恋がまたバタ足を止やめて、立っていた。

「どうした――？」

「バタアシ飽きた。もう泳げるから、そっちに行くぞお！」

「こっち深いし、あんま、無理しない方がいいよっ、て、もう泳ぎだしてるし！」

　バタアシで、ものすごい、ゆっくりだがこちらに向かってきている。

「ちゃんと泳げていますね。大進歩です。いもうとがかり２号の指導のおかげです」

　愛あいさんが立ち泳ぎしながら、僕に近づいてくる。

「愛さん。今更ですがタッチしてもいいですか？　ダメですよね。分かります」

「はい、ダメです」

　愛さんはニコリと笑って、唇くちびるの下に指を当てる。

「でも、恋れんを泳げるようにしてくれた代わりに」

「か、代わりに!?」

「ドーナッツはわたしのおごりでもいいです」

　ニッコリと笑った。

「ドーナッツですか」

　ガクッと肩を落とす。まあ、そんなもんだよね。

「でも、ホントに。たった一時間で、恋は進歩しましたよね」

「ええ……。だって、恋、幼稚園の頃ころは泳げましたから」

　愛さんが急に寂しそうな顔になる。

「えっ？」

「恋が木星人になるまでは、泳げたんです。一緒に泳いだこともあります」

「そうなんですか」

　ってことは、恋は、本当は泳げるのに泳げないフリをしてるの？　それとも、木星人に体を乗っ取られたと信じきっているから、泳げないのか？　たぶん、後者だろうね。

「にしてもですね」

　ゆっくりと近づいてくる恋を見守りながら、僕はポツリと言う。

「いくらバタアシだからって、遅くないですか？」

「そうですね」

「あと、ずっと顔をつけたままですけど、息、長いですね」

　その直後、僕と愛さんは顔を見合わせる。

「「息いき継つぎ、教えていない！」」

　ツッコミをいれあったのと同時に、バシャバシャと激しい水みず飛沫しぶきの音が上がった。

　まさしく恋が溺おぼれていた。息が切れたので立とうとしたが、足がつかなかったのだろう。犬いぬ掻かきのような格好で、水面を激しく叩たたいている。

「ま、まずい」

　僕と愛さんはクロールで恋のところに急行する。

「ショ、ショータ」

　恋れんはなんとか顔を水から出して、苦しそうな声を出している。

「お、おい。大丈夫だから。落ちつけって！　今、助けるから」

「恋！　もう大丈夫です」

　二人で恋を挟むように近づく。でも、溺おぼれるものは藁わらをも掴つかむ。恋は僕と愛あいさんに手を伸ばし、なんでもいいからとすがろうとする。そして、掴んだ。僕の海パンと、愛さんの水着のトップを！

「お、おい。そこを持つな！　そして、引っ張るな！　脱げるから！」

「れ、恋！　そこはダメです！」

　僕と愛さんが悲鳴を上げると同時に、恋が掴む手に体重をかけた。次の刹せつ那な――、

　僕の目の前で、愛さんのピンク色の水着のトップがズルズルと落ちた。たわわに成長した果実のような胸が、ポワワンと露あらわになった。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　愛さんが言葉にできないような甲高い悲鳴を上げて両手で胸を隠し、水中に潜って体を隠そうとする。でも、潜った先には、愛さんの水着と同時にバミューダを引きずり落とされた僕の下半身があって、

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！（ぶくぶくぶく）」



    


  
    
      



    


  
    
      　二度目の悲鳴が水中から上がる。

「ちょっ、恋れん、どこにしがみついてんの！　いくら握りやすいからって、そこはまずい。まずいってええ！」

　様々な悲鳴がプールに響き渡っていた。





「じゃあ、恋。わたしは先に帰ります」

　制服に着替えた愛あいさんが、プールサイドにやってきた。飛びこみ台に腰を下ろしている僕は、疲れ切った顔で愛さんを見上げる。でも、向こうはこっちを見ようとしなかった。

「ええっと、愛さん――」

「恋も、そろそろ遅いから。早めに帰りなさいね」

　僕の声を遮るように言うと、回れ右してしまった。

「あのお、愛さ――ん」

　愛さんが立ち止まる。

「天あま乃のくん！」

「は、はいっ！」

「ドーナッツに加えて、ケンタッキーもおごってもらいます!!」

「えっ、え？　どうしてそんなことに？」

「へ、変なものを見せられましたから。い、慰謝料です」

「いや、僕も見せたくて見せたわけでは」

「おごってくれないなら、私、警察に行きます！」

　愛さんは、真っ赤な顔で振りかえる。肩がブルブルと震えている。

「わ、分かりました。おごります。おごりますから、それは勘弁してください」

「約束ですよ！」

　そう言い残して、愛さんは小走りに去っていく。その背中を見つめながら、僕は「ガ――――ン」と頬ほおを両手で押さえていた。

「かりそめの姉者は、何を慌てているんだろうな？」

　プールの中で恋がキョトンと首を傾かしげていた。

「というか、なんで恋はそんなに落ちついているの？」

「？？」

「ポカーンとしてる――！　溺おぼれて、しかも、あんな事態になったというのに、なんで君はそんなに平気なの？」

「死にはしなかったから、いいじゃないか」

「結果オーライ!?　愛さんの後輩がいなかったら僕は溺でき死ししてたよ。恥ずかしい格好で」

　助けてくれた二人にお礼を言っておかないと、と思う。二人ともあの事件の後、すぐに帰ってしまった。帰った理由が愛あいさんと同じなら、悪いことをしたかもしれない。

「とにかく、わたしはもう水が怖くなくなった。ショータのお陰だ」

　恋れんは夏の花のような満面の笑みを浮かべる。

「そ、そう？　今度から、水泳の授業に出られそう？」

「うむ。たぶん」

「じゃあ、もう少し練習したら、僕たちも帰ろう。愛さんも早く帰れって言ってたし」

　恋の笑顔を見ていると、僕も結果オーライでもいいような気がしてきた。



「なんか、すげえ疲れた。なんかプールで疲れるのって小学生以来だよ」

　更衣室でシャワーを頭に浴びながら、僕の体は運動後の心地よい疲労感に包まれていた。帰って、よく冷えたカルピスを飲むと美お味いしそうだ。

「ショータ！」

　すぐ横から、恋の声が聞こえる。女子の更衣室は男子と同じプレハブ小屋の中で、ベニヤ板一枚で区切られていて、上の方は繋つながっているのだ。

「どうかしたの？　あんまり大きな声をだしたら、迷惑がかかるって」

「大丈夫だ。わたしの他に誰だれもいない。それより、困ったことになった」

「今度はなに？　なんのトラブル？」

　ハアとため息が出る。

「バスタオルを自宅に忘れてしまった」

「どうして、そんなことになるの？　プールにバスタオルは必ひつ須すアイテムだよ？」

「あまり経験がないことだから、つい忘れてしまった」

「僕、バスタオルの他にスポーツタオル持っているから、貸そうか？」

「本当か!?　ものすごく助かる！」

　僕はシャワーの水を止めると、ベニヤの壁にスポーツタオルを引っ掛ける。

「助かった。やはり持つべきものは、用意のいい交際相手だな」

　満足そうな声が聞こえてくる。

　僕が「やれやれ」と肩をすくめていると、

「もう、なんなんだろう!?　あの子！」

　女の子の声が聞こえてきた。更衣室の外から。薄い壁のすぐ向こう側にいるらしい。

（今の声、さっきの水泳部の女の子だ……）

　僕は顔をしかめる。女の子が言う“〝あの子”〟が誰か、明らかだから。

「そもそも、高校生にもなって、バタアシの練習をする？」

「そりゃ、する子だっているでしょ」

　もう一人の声も聞こえる。二人とも、すぐ横の更衣室に僕や恋れんがいることに、気がついてはいないみたいだ。

「それで挙句の果てに溺おぼれるなんて。お陰で、変なもの見そうになったじゃない！」

「愛あいさんは思いきり見た上に、あんなことになってたけど」

　女の子たちがクスクス笑っている。僕はちょっと挫くじけそうになる。

「そもそも、あの子には迷惑してたのよ。授業はサボるし、授業中に変なことを言うし。大体、何なの木星人って？　不思議系女子のつもりなの？　メルヘンなの？」

　女の子の声が大きくなっていく。

「そういえば、クラス同じなんだっけ？」

「そうなのよ。はっきり言って、クラス全員がかなり困ってる」

　女の子たちの恋への悪口は収まりそうにない。恋にも聞こえているだろうか？　シャワーの音で掻かき消えていてくれればいいけど。

「お姉さんが先輩じゃなかったら、絶対に苛いじめられていたよね」

「そうよ。わたし、しょっちゅう、イラッとするもの」

　さらに加速しそうだった。僕は止めることにした。ガン、とプレハブの壁を叩たたく。

「恋！　タオル一枚で大丈夫？　僕、もう一枚持っているけど！」

　外にも聞こえそうな大声で叫んだ。女の子たちの声が消える。直後、自転車の車輪の音が遠くなっていくのが分かった。

　恋のシャワーの水音が止まる。

「一枚で大丈夫だ。ありがとう」

　そんな声が聞こえ、ひっかけていた僕のスポーツタオルは回収された。

　どうやら恋には聞こえなかったみたいだ。僕は胸を撫なで下ろしながら、なんで恋の心配をしているんだろう、と思った。



　プールからの帰り。夕暮れの土手道を僕と恋は並んで歩いている。どこかで蜩ひぐらしが鳴く声が聞こえる。

「今日はなんだか、体に疲労感があるな」

　目を伏せた恋が、ポツリと呟つぶやく。

「珍しいな。木星人でも疲れるんだ」

「木星人は元来、疲れやすい生物だからな。地球の重力は木星人には合わないからな」

「なるほどね」

　しばらく二人とも無言で、ジリジリと暑い西日の中を歩く。

　歩きながら僕はチラリと恋を見る。なんだかいつも饒じよう舌ぜつな恋が、あまり喋しやべらない気がするからだ。恋は疲労感たっぷりの顔で歩いている。

　土手の桜の影の下で、恋れんは急に立ち止まる。僕も歩みを止め、もう一度、横を見た。

　――息を飲みこんだ。電流のような衝撃が体中を駆け抜けた。

　恋が泣いている。

　瞳ひとみから涙が溢あふれ、日焼けして赤くなった頬ほおを伝っていた。

「ショータ」

　恋は泣きながら、僕の名前を呼ぶ。

「木星人は迷惑な存在なのか？　姉者がいなければ、苛いじめられるのか？」

「……」

　やっぱり、聞こえていたんだ。

　僕は目を見開き、体を戦慄わななかせる。恋はあの場所で彼女たちの悪口を聞いていた。なのに、今まで聞こえないフリをしていた。そんな技を、この木星人が使えるなんて。

「いや、その……。恋」

　なんて言えばいいか、分からなかった。

「なんだ？」

　恋が僕を見る。睫まつ毛げから涙が飛び散る。

「お前でも、泣くんだな」

　慰める代わりに出たのは、そんなどうでもいい言葉だった。

「そんなことはない」

　恋は首を振る。

「木星人は泣かない」

　さらに涙が恋の目から溢れ出す。

「お、おいっ」

「木星人だから、悲しくない」

「……」

「ああ、ああ……」

　恋は嗚お咽えつを漏らしながら涙を流す。僕はハンカチを出すために、半ズボンのポケットを漁あさる。だが穿はき替えたばかりの半ズボンには、ハンカチなどという気の利いたものは入ってなく、鞄かばんからティッシュを出して、それで恋の涙を拭ぬぐった。

「そんな顔を、見せたら、愛あいさんが驚くよ」

「グスッグスッ」

　恋はティッシュで目の下を拭ふかれながら、しゃくり上げる。

「止まらないな。木星人が地球人にこんなに泣かされていいの？」

「うるさい」

　泣く自分が許せないように口を結ぶ。強がる態度とは裏腹に、涙はとめどなく流れる。

　僕は躊ちゆう躇ちよしながら、恋れんの頭の上に手を伸ばす。そして、頭を撫なでた。

「？？」

　恋が驚いた顔をしていた。

「なにを、する？」

「これはまあ、地球人のおまじないみたいなもんだ」

「おまじない？」

「こうすれば、ブルーな気持ちも無くなるんだ」

「べ、別にわたしはブルーになっているわけじゃない」

「そうは言っても、泣いているから」

　恋は何か言いたげな顔をしていたが、やがて目を糸のように細めた。

「確かに気持ちよいな。――ゴロゴロゴロゴロ」

「なぜ、そこで喉のどが鳴るの？　君の先祖は猫かなにか？」

「先祖も木星人だ」

「さよか」

　喉を鳴らす恋を見つめながら、不思議な気持ちになってくる。なんで僕、こんなことをやってるんだろう？　鋼鉄の現実主義者フルメタルリアリストと呼ばれる僕が、木星人にこんなことを。

「もういい」

　しばらくすると、恋は僕の手から離れた。いつの間にか涙は止まっていた。

　恋は真っ赤な瞳ひとみを僕に向ける。

「あ、あ、あ……」

　喉の奥に何か詰まっているかのように、口をパクパクと動かした。

「どうしたの？」

「あ……、ありがと」

　消えそうなくらい小さな声が口から出てきた。

「助かった。ショータのお陰で、気持ちが落ちついた」

「う、うん」

「また一つ地球人の心が分かった気がする」

　恋はすっきりしたような顔で、目を細める。

「そ、そう？　なにが？」

「まあ、色々だ」

　恋は恥ずかしそうに下を向いてしまう。

　それから、ゆっくりと歩きはじめた。僕も後に続く。日ひ溜だまりの中を歩きながら、僕はなんだか足が地についてないような気分だ。体はここにあるのに、頭は別の所にあるような、白はく昼ちゆう夢むでも見ているかのような、使い古された表現をするなら、そんな感じ。

「ショータ」

　前を歩く恋れんが、また僕の名前を呼ぶ。

「おう」

「お前は地球人なのに、いいヤツだな」

「まあね」

「ショータのお陰で、木星人と地球人の共存の可能性が高まっている気がする」

「そうか。そいつはよかった」

「なあ、ショータ」

　急に恋が振りかえった。未いまだ、恥ずかしそうに赤らめた顔で。

「なに？　どうしたの？」

　唾つばを飲みこんだ。

「もう一度……」

「？」

「いつか、もう一度。わたしに告白してくれないか。そうしたら、今度こそは地球人の恋愛の意味が、理解できるかもしれない」

　ボソボソとそんなことを言った。

「いつかって、いつ？」

「いつかというのは、いつかのことだ」

「もっと定量的に頼むよ。何月何日とか」

「それを決めるのはショータの仕事だぞ」

「仕事!?　仕事なの？」

　僕は惚とぼけるように肩をすくめ、赤絵具を黄色で薄めたような色の空を見上げる。

　結構充実した時間だった。

　恋に水泳を教えて、そして、色々あって恋との距離も近づいた。なのに、なんなんだろう。この不安感。体中を蝕むしばもうとする正体不明な恐怖。自分が自分でなくなろうとしているような感じ。今まで揺るぎ無いものだと思っていたものが大きく変わろうとしているような感覚。価値観の崩壊。そんな不安。

　んな、バカな。そんなわけがないよね？

　回れ右して歩き出した恋の背中をジッと見つめながら、僕は唇くちびるを噛かむ。



    


  
    
      


５章　自己反省係







「このままでいいのかな」

　プールの疲れがまだ背中や腰に残る夜、僕は自室のベッドに横になって天井を見上げていた。

　このままでいいのか。恋れんや愛あいさんとの関係をこのままにしておいて……。

「そもそも、僕は恋に告白してないんだよね」

　改めて確認するように、僕はひとりごつ。

　そう、僕は恋に告白したつもりはない。諸処の事情により恋とつきあうことが決まった後も、積極的に交際していこうとは思っていなかった。超理系、現実主義者の僕が自称木星人と合うはずがないと思っていた。

　なのに今でも恋との交際は続いている。恋と一緒にいることが、それほどイヤじゃない。あれだけ受け入れられなかった木星人トークへの抵抗だって減っている。アレルギーも、最近あまり出なくなったし。むしろ、最近じゃ、一緒にいて、心地よくさえ感じる。河か川せん敷じきを歩いた時も、プールで泳いだ時も、なんだか気持ちが楽だった。肩の上に載っていた重い何かが、なくなっているような感覚だ。

「僕が電波を受け入れる日が来るなんて、そんなバカな……」

　理屈屋で現実主意者の天あま乃の翔しよう太たはどこかに行ったのか？　木星人とつきあう内に……。

「いや、いや、いや」

　僕は首を振る。

　そんなことはない。きっと違う。ちょっと、体が電波に慣れてきただけさ。花粉症だって花粉の飛散開始時期が一番辛つらくて、後になるほど楽になるという。アレルゲン（電波トーク）への耐性が出来てきたんだ。

「そうだよ。きっとそうだ」

　僕がそんな風に納得しようとしていると、部屋のドアがノックされた。

「お兄ちゃん。夕飯だよお」

　元気な声が聞こえる。瞳ひとみだ。

「分かった。今、いくよ」

　僕はベッドから下りる。部屋から出ると、廊下で瞳は待っていてくれた。

「今日はカツカレーだって」

　瞳は嬉うれしそうな声を出しながら階段を下る。よほど好物なのか、ステップを踏むように下っていく。

　我が家のリビングダイニングは階段を下ってすぐの部屋。僕と瞳ひとみが椅い子すに座ると、母さんがホーロー鍋なべをテーブルの中央に置いた。

「情報伝達。お父さん、今夜、帰れません。予定されていた一家で楽しく夕飯は中止です」

　キョロキョロと恐らく父さんの姿を探しているであろう瞳に、母さんはカレー皿にご飯をよそいながらサバサバと告げる。

「え―――」

　瞳は不満そうに頬ほおを膨らませる。

「なんか、もうずっとパパの顔、見てない気がするんだけど」

「正確には一昨日おとといの朝食からだから、約六十時間見てないね」

　指摘すると、瞳に睨にらまれた。

「六十時間をずっとって言っても別にいいじゃん」

「いや、それが悪いかどうかじゃなくて、定量的に表現するなら六十時間だと……」

「定量的じゃなくていいよ！　大事なのは、今日もパパが帰って来ないってこと。プンプン」

　瞳は頭から湯気を出しながら、やけ食いをするようにカレーをすくって食べ始めた。

「やれやれ」

　僕も肩をすくめてスプーンを動かす。

「でもまあ、今日、帰ってこないのは、僕はなんとなく予想がついたよ」

　ボソッと言うと、また、瞳に睨まれた。

「予想？　お兄ちゃんは、今日、パパが帰ってこないの、分かってたの？」

「そんな恐い顔で睨まなくても……。母さんだって期待はしてなかったんじゃない？」

「そんなことないわよ」

　母さんはキョトンとしている。これだよ。何年も連れ添ってきた癖くせに。

「だって、今月って定例の学会発表がある月だよね。僕の集計によると、学会のある前の週は50％の確率で午前様、40％の確率で泊まりこみ。帰ってくることの方が少ないの」

「……確率は知らないけど、学会が近くなると遅いことぐらい知っているよお。でも、パパが早く帰るって言うから、余裕があるのかと思っただけだよ」

　瞳はまた頬を膨らませる。

「僕に怒らないでよ。父さんは大抵のことは正確な情報を言うけど、帰宅時間だけは不正確だよ。三回に二回は嘘うそだから、信用しない方がいいの」

　僕はバクバクとジャガイモ食べながら鼻を鳴らす。

「でもそれって、父さんよりも確率を信じるってことじゃない？」

「そうだよ」

　大きくかぶりを振る。

「この世で大事なのは夢とか人じゃなくて、現実と確率。それが全すべてなの」

「もう何度も聞いたよ。それで、将来の目標は、公務員なんでしょ？」

「その通り。それが一番、確実で現実的」

　そうだよ。ずっと、僕はそうやって生きてきた。現実と確率。それこそが僕が一番大切とすることなんだ。

「はあ。どうしてこんな子になったのかねえ。やっぱ、お父さんの影響かなあ」

　母さんがため息をつく。それに合わせて瞳ひとみまで「ハア」とかやっている。なんなの？　どうして僕の周囲には不理解な人が多いの？

「昔はこんな感じじゃなかったのにね」

　ふと、母さんがそんなことを言った。

「そうなの？　私が物心ついた時は、お兄ちゃんはこんな感じだったけど」

「小学校に上がるまでは違ったわね。将来は宇宙探検家になりたいって言ってたもの」

「へえ、そうなんだ」

　瞳は意外そうな顔をする。僕はピクッと眉まゆを動かす。そんなこと、覚えていないから。

「探検家になって、木星人を探しに行きたかったみたいよ」

「も、木星人!?」

　食べていたカレーを噴き出しそうになった。

「母さん、それホント？　僕、そんなこと言ってたの？」

「そうよ。木星を探検して木星人探すって言ってたもの。お父さんが、木星に生物が生息する確率は０・００００００００１％って言われても、諦あきらめてはなかったわ」

「マジですか？」

　全然、記憶にございません。僕は生まれながらのリアリストだと思ってた。

「へえ。お兄ちゃんが、宇宙探検家かあ。夢は官僚とか言ってるお兄ちゃんが」

　瞳はプププと笑いながら、こっちを見ている。

「じゃあ、いつ頃ごろからこんな風に？」

「お兄ちゃんを、こんな風って言うな。そして指差すな」

「なんだか、いきなりだったのよねえ……。ええっと、そうそう、そうだ」

　母さんは木のスプーンでお皿を叩たたく。

「瞳がまだよちよち歩きの頃に、ＵＦＯ騒ぎがあったのよ」

「知ってる――。ミステリーサークル騒ぎだよね。今も、河か川せん敷じきにある」

「そう、それ。あの騒ぎがあった直後くらいかなあ、翔しよう太たがなんか急に探検家になるとか、木星人のこととか言わなくなったの。代わりに、公務員が手堅いとかどうとか、今みたいに夢のないことを言うようになって」

「へ――――。でも、不思議だね。なんでＵＦＯ騒ぎがあったら、冷めたの？　普通、逆にますますその気になるんじゃない？」

　瞳ひとみは首を傾かしげる。

「知らないよ。そんな昔のこと、覚えてないし」

「たぶん、みんなが宇宙人で盛り上がっていたから、逆に嫌気がさしたんじゃないかな」

「あ――なるほどお」

「ちょっと待ってよ。なんでそこで納得？　僕って、そんなへそ曲がりキャラ？」

　僕がコメカミをピクピクと動かすと、瞳はケラケラと笑った。

「いいじゃん。お兄ちゃんも昔は純粋だったって聞いて、わたしゃ安心したよお」

「ふん。昔の僕がどうかなんて関係ないよ。大事なのは今の僕だからね」

　僕はカレーの残りを口にかけこみながら言う。

「あら。でも、最近ちょっと、あの頃ころの翔しよう太たの目が戻ってきた感じがするわよ」

　母さんが笑いながら言う。

　僕はハッとスプーンを動かす手を止める。

「母さん、それ本当？　適当に言ってるんじゃなくて？」

　チラリと母さんを見る。

「本当よ。ここしばらく、以前の死んだ魚のような目じゃ、なくなってるわ」

「ちょっ、僕、そんな目、してたの？」

「うん。死んだ魚。死んで三日くらい経たったくらいの。ちょっと臭におってきそうな」

「そこまで!?」

「いや、だから近ちか頃ごろはそうじゃなくなった、って言ってるの。なんか理由あるの？」

　母さんは探るような目で僕を見る。

「そりゃそうだよ」

　瞳がいやらしい目をして口を押さえる。

「だって、お兄ちゃん、彼女ができたんだもん。目も輝きを取り戻すってものよ」

「えっ？　そうなの、翔太？」

　母さんが嬉うれしそうに手を合わせた。僕はゲッと口を引ひき攣つらせる。

「な、なんで瞳が知ってんだよ」

「だって毎日一緒に登校しているし、目撃情報沢山あるし。バレバレだよお」

「うぐっ……」

　確かに。隠そうと努力したことはないけど。

「なんだあ。そういうことなんだ。彼女ができたんだ」

「別に彼女ってわけじゃないよ？」

「そんなことはどうでもいいのよ。それで、どんな子なの？」

　思春期の男子への配慮などまったくなしで、母さんはズバズバと訊きいてくる。

「いや、まあ。いろんな意味で、僕とは全然違うタイプだね」

「可愛かわいい？」

「可愛くないことはないかな」

「へえ。今度、紹介しなさいよ」

「へいへい」

　母さんの鬱うつ陶とうしいリクエストを適当に受け流しながら、僕は別のことを考えていた。

　やっぱり、そうなのかな？

　恋れんとつきあうようになって、僕は変わってしまったの？





　翌日の放課後、僕はアンニュイな気持ちで、通信ベースと恋が呼ぶテレビアンテナ塔の前に来ていた。

　恋から携帯電話で呼び出されると、結局、来てしまう僕。慣れたもんで、途中の軽い山道を登るのも全く苦にならない。息もあがらなくなっている。

「ショータ！」

　建物の中に入った瞬間、恋は顔を綻ほころばせて走ってきた。

「？」

　僕は眉まゆ根ねを寄せる。恋の雰囲気がいつもと違って見える。少し、大人びているというか、美人風というか、端的に言えば愛あいさんに似ている。

「あっ」

　ようやく気がつく。恋はトレードマークのツインテールをストレートにしていたのだ。

「その髪型、どうしたの？」

「地球人の言う、イメチェンというやつだ。姉者の髪型を真ま似ねてみた」

　恋は恥ずかしそうにストレートの髪を手で束ね、胸の前まで持ってくる。

「どうだ。似合うか？」

「う、うん」

　少し胸を高鳴らせながら、頷うなずく。

「今日、水泳の授業があったんだ」

　恋は行儀悪く机に腰かけて、足をブランブランさせながら僕を見る。

「で、初めて地球人の水泳の授業に参加した。それで、息いき継つぎとクロールを理解できたぞ」

　恋は無邪気に笑う。笑った顔が可愛い。髪型は似ていても愛さんとは違う、女の子らしい可愛さだ。僕は若干熱くなった顔を横へ向ける。

「そ、そう。それはよかった。それで、今日僕を呼んだのは、そのことを伝えるため？」

「いや、それもあるが、もう一つ大切なことがあるんだ」

　急に声のトーンが真面目まじめになる。

「以前、ショータはわたしをデートに連れていってくれたじゃないか」

　僕は「う、うん」と顔を上げる。

「そろそろ、次のデートに連れていってくれないだろうか？」

　上目づかいで僕を見る。

「で、でも、まだ前からそれほど経たってないんじゃない？　それにプールで遊んだりもしたし。あれもデートみたいなものじゃないかな」

「あれはデートじゃない。泳ぎの講習だ。それに、あの時は姉者もいたし」

　恋れんは口をそばめる。

「もう少しで、地球人の“〝恋愛”〟が分かりそうなんだ。だからデートがしたい」

「な、なるほど」

　僕は微妙な表情をする。

「恋は知らないかもしれないけど、地球人の僕は近く期末試験を受けないといけないんだ」

「わたしだって受けるぞ。あまり気にしてないが」

「地球人は気にするの！　ホント、気にする！」

　大事なことなので二回言いました。



    


  
    
      



    


  
    
      「だから、デートするとしたら試験の後。最短でもさ来週になっちゃうかな」

「やけに先だな。でも、それでいいぞ」

　嬉うれしそうに笑う恋れんに対し、僕は軽く唇くちびるを噛かんだ。またデートをするなんて安請け合いをしてしまった。前回は友達を作るという裏の目的があったけど、今回は純粋にデートだし。

「なあ、ショータ」

　軽くブルー入っていると、恋が大きな瞳ひとみでジッと見つめてきた。

「な、なに？」

「け、結局のところどうなんだ？　髪型、どっちがショータの好みだ？」

　ストレートの髪を両手で左右に束ねてみせる。僕はフウとため息をつく。

「元の方に一票だよ」

「二票だ。実はわたしも元の方が好みなんだ。姉者とかぶるからな」

　言いながら、早速、恋はゴムで結んでいた。



　　　　　☆



　期末試験がピッタリ一週間後に迫った放課後の通学路を、僕はボ――ッと歩いている。そろそろ本格的に勉強を始めないといけないのに、緊張感がまるでない。それどころか、今日もこの後、通信ベースにいくことになっている。

「あ―――まの」

　背後から呼ばれて振りかえる。刑おさ部べが手を挙げて立っていた。

　刑部は横に並びながら、僕の顔を見てくる。

「何かあった？　ボ――としちゃって？」

　心配そうに眉まゆを寄せていた。

「分かる？　やっぱり？」

「そりゃあね。一応、占うらない師やっているから」

「なるほど。刑部と知りあって長いけど初めて刑部が鋭いヤツに見えたよ」

「初めて？　初めてなの？　じゃあ、今までどんな風に私を見ていたの？」

「いやいや、気にしなくていいんだよ、僕にどう見られているかなんて。他人の評価を気にせず自分が正しいと思うことを貫く。僕は刑部にそんな女の子になって欲しい」

「あ――、なんかよさげなことを言って、お茶を濁そうとして」

　刑部はブーブーと口の先っちょを尖とがらせた。

「で、最初の質問の答えは？　何かあったの？」

「べつに……」

「恋ちゃんと喧けん嘩かでもしたとか？」

「してないよ。むしろ、仲良過ぎるくらい」

「なるほどね。逆にそれが問題だったり？」

「うっ」

　今日の刑おさ部べは本当に鋭いのかもしれない。

「な――るほど。そういうことなら、私が占うらなってしんぜよう」

　恋れんはポケットから例の水晶球を取り出した。

「なぜそうなる!?」

「悩みのある時は占いに限るよ。光こう明みようが見み出いだせるかもしれないよ」

「光明ねえ」

　僕は歩きながら、肩をすくめる。

「じゃあ今度、占ってもらおうかな」

「えええっ？　本気で言ってる？」

「本気でって……。そっちから誘っといて、それはないんじゃなかろうか？」

「いや、だってさ。天あま乃のって今のような状況でも、『でも、断る！』って言いそうじゃん。占われただけで、体が不調になるんでしょ？」

「最近はそうでもないんだよ。かなり耐性が出来てきてさ」

　ハハハと、力なく笑う。

「ねえ。ホント、天乃、大丈夫なの？」

　刑部は改めて心配そうな顔をした。

「どうなんだろね」

　僕は肩をすくめながら、交差点の信号機の前で立ち止まった。

「あれ、天乃、家そっちだっけ？」

　僕は答えず、肩をすくめる。

「もしかして前に言ってた恋ちゃんの秘密基地に行くの？　試験前なのに熱心だねえ」

「まあね。でも、試験前に行くのは今日で最後にしてもらうつもり」

　恋が許してくれれば、の話だけど。

「占いをするのはいつがよろしい？」

「試験の後で」

「了解。約束だよ」

　刑部は嬉うれしそうな顔をすると、青になった信号を渡っていく。が、横断歩道の途中で、急に立ち止まった。

「そうそう。タロットカードを使った姓名占いによる、今日の天乃の運勢だけど」

「ちょっと待って。君、毎日、占ってるの？　暇なの？　やっぱり僕が好きなの？」

「それによるとね」

　刑おさ部べは神妙な顔つきになる。

「なんなの？　もしかして、またイマイチ？」

「勢い任せの行動のために、取り返しのつかないことになるんだって。天あま乃の……、若さに任せて、恋れんちゃんを襲ったりしちゃだめだよ」

　刑部はチッチッチッと舌を鳴らしながら、指を左右に動かす。

「するわけがないよ」

　うんざりした顔で僕は首を振った。





「こんにちは、天乃くん」

　通信ベースに行くと、なんと愛あいさんがいた。制服姿でパイプ椅い子すに腰かけて、優雅に長くて細い足を組んでいる。

「な、なんで、愛さんが？」

　僕は中に入って行きながら、目を瞬まばたきさせる。

「また天乃くんが恋と不健全なことをしてないか、チェックにきました」

　愛さんは後ろ髪を耳にかけながら、ちょっと恐い顔をする。

「し、してません。というか、前回のだって事故ですし」

　僕が慌てながら手と顔を振っていると、

「な――んて、嘘うそです」

　愛さんは茶目っ気たっぷりに笑う。僕はホッとしながら、その大きな瞳ひとみに見とれる。

「私がここに来た、本当の理由はですね」

　愛さんは椅子から立ちあがり、僕に近づいてきた。そしていきなり、眉み間けんに皺しわを寄せて僕をジッと見つめる。

「“〝いもうとがかり”〟として尋ねます。正直に答えてください……。恋と何かありました？」

「な、なにか、と言いますと？」

「泳ぎの練習のあった日くらいから、恋がちょっと不思議なんです」

　愛さんが困ったような顔になる。

「え、えっと、不思議なのは昔からでは？」

「不思議の方向性が違うというか、一言で言うと、妙に機嫌がいいんです。天乃くんのことをやたら誉ほめるんです。まあまあいいヤツだって。地球人の癖くせに見所があるって」

「なんだか上から目線、いや、木星人目線ですね」

「なにもなくて恋がいもうとがかり２号のことをあんなによく言うのは不思議です。なにかあったのではないですか？　恋の評価をグ――ンと上げる何かが」

　ギクッ――。僕は逃げるように顔を横に向けた。

「プールで僕は溺おぼれる恋れんを助けようとしましたから。評価が高まっても自然では？」

「一緒に溺れていただけでは？　しかもノーガードな下半身を晒さらして」

「愛あいさんだって半裸だったくせに」

「ひ、酷ひどい。そ、それを言いますか？　せっかく忘れかけていたのに！」

「うぐ、うぐ。く、首をしめないでください」

　愛さんは真っ赤な顔で僕の首を掴つかみ、前後に揺らす。

「じゃあ教えてください。何があったんですか？」

「分かりました。言うから、正直に言うから放してください――！」

　苦しげな声で叫ぶと、ようやく愛さんは手を離した。

「実はですね……」

　僕は上目づかいで愛さんを見る。

「実はですね。プールの帰り。恋が泣きました」

「えっ？」

　その瞬間、愛さんの大きな目が鋭角になり、体からユラッと殺気のようなものが放たれる。

「どういうことですか？　どうして恋は泣かないといけなかったの？」

「……水泳部の女子たちが、恋の、その……悪口を言ってて、それが恋に聞こえちゃって」

「悪口!?　あの子達が、恋に酷いことを言ったんですか？　…………許せない」

　小刻みに震える愛さんの体に、僕はヒッと怯ひるむ。

「あ、愛さん。復ふく讐しゆうとかしないでくださいよ」

「大丈夫です。やる時は、絶対に私の名前が出ないようにします」

「それ、全然、大丈夫じゃないですよお！」

「それで……、恋が泣いてどうしたんですか？」

　愛さんは据わった目を僕に向ける。

「いや、その……」

「泣いた恋に、天あま乃のくんは何をしたのですか？」

　恐い顔で睨にらまれ、僕は観念した。

「……慰めました」

「慰めた？　どうやって？」

「頭を撫なでて。よしよし、と」

「頭をナデナデ!!」

　目を見開いて、愛さんは後ずさる。

「ナデナデですって！」

　裏返った声で叫ぶと、その場にしゃがみこんだ。そして、指で床にのの字を描きはじめる。「イジイジイジイジ……」と呟つぶやきながら。

「な、なんでそこで愛あいさんがいじけちゃうんですか！」

「だって、頭ナデナデなんて……、姉の私でもさせてもらったことないのに。プク――」

　不満そうに頬ほおを膨らませる。

「すればいいじゃないですか、頭を撫なでるくらい」

「それができないの。恋れんのガードが堅くて……」

　愛さんはしゃがんだまま、いじけた顔のまま僕を見る。

「でも、分かりました。そんなことがあって、天あま乃のくんは恋の信頼を手に入れたんですね。評価ガツンと上げて、フラグが立ったんですね」

　気を取り直したように立ちあがる。そして、唐突に、僕に向かって小さく頭を下げた。

「ありがとうございます！」

「へっ？」

　目を瞬またたきさせる。

「恋の味方になってくれて」

　愛さんは優しげに笑う。

「恋に、私以外に地球人の仲間ができて欲しいって思っていました。天乃くんは、私の期待に応こたえてくれました。いもうとがかり２号として、１号を越えましたね」

　微笑ほほえむ愛さんを、僕は無言で見つめている。

　カチッ――。その愛さんの言葉が、僕の中にある何かのスイッチを入れた気がした。

　愛さん、ゴメン。そう言われてありがたいんだけど、ちょっと違う。僕は愛さんにそんなことを言われても嬉うれしくないんだよね。

「恋が天乃くんに出会うことができて本当によかったです」

「……」

　愛さんは僕と恋の仲がよいことを、喜んでくれている。でも、喜ばれても僕は……。

　だって僕が告白したのは、愛さんだったんだから。恋と今まで交際してこられたのも、愛さんがいたからこそ、だから。

　もちろん恋のことは嫌いじゃない。愛さんへの遠慮だけでつきあってきたわけでもない。でも、恋は、本来の僕が好きな相手ではないはずなんだ。理屈屋で現実主義者の僕が好きなのは、木星人じゃいけない。木星人と一緒にいて自分を変えちゃいけないんだ。

　だから僕は、はっきりさせる必要がある。最初に告白した相手は愛さんだと。

　僕はグッと息を飲みこむ。そして、決める。本当のことを言おうと――。

　もし、そんなことをしたら、どうなるか分からない。恋とも愛さんとの仲も、終わるかもしれない。でも、先のことは考えなくていい。ただ、誤りを正そうと思うんだ。

「あ、愛さん!!」

「どうしたの？」

　僕が突然大きな声を出したことに驚いて、愛あいさんは目を大きくした。

「え、えっとですね」

「？」

　不思議そうに僕を見る。僕は息を止める。

「あのお」

「うん」

「いや、…………、最近、とくに暑いですよね」

「ええ」

　愛さんは拍子抜けした顔になった。

　僕の弱虫――!!　そこまで言って、なぜ言えな――い。

「やっぱり、温室効果ガスの濃度の上昇のせいでしょうか？」

「そうかもしれませんね」

「太陽の活動が活発になっているせい、という説もあるらしいですねえ」

　僕の弱虫パート２――!!　相手を間違ったとはいえ告白できた僕が、なぜできない？

「どうしたんですか、天あま乃のくん？　なんだか額に汗がビッショリですけど」

「い、いえ。大丈夫です」

　僕は下を向いたまま、呼吸を整える。言うんだ、絶対に。このままじゃ駄目なんだから。

　グッと拳こぶしを握り力をこめて、それから顔を上げる。

「あの、実は以前、公園で僕が――」

　告白したかった相手は恋れんではなく、実は愛さんだったんです。

　そのような主旨の台詞せりふを、喉のどから搾り出そうとする。

　だが、その時、

「あうっ」

　愛さんがいきなり不思議な悲鳴を上げて、顔が真っ青になった。

「あうっ？」

　今度は僕が拍子抜けする。

「あうあうっ」

　愛さんはさらに悲鳴を上げながら、コメカミに汗の粒が浮かべてガクガクと体を戦慄わななかせていた。

「あ、天乃くん」

　震える声で言う。

「は、はい」

「私の、背中に、なにか、いるみたいです」

「はっ？　背中？」

「なにかが張り付いているみたいです」

　愛あいさんはゆっくりと回れ右をした。僕は目を凝らして、制服のブラウスを見る。

　確かに。ブラウスの背中に生き物が止まっていた。八つの足を持つ生き物。しかも結構、巨大なヤツ。たぶん、この建物の中をねぐらにしているのだろう。

「あ―――、愛さん。いますね」

「なんですか？　なにがいるんですか？」

　もう一度、回れ右をすると、愛さんは張り付いたような表情で僕に問う。

「あ、あの。言っていいんですか？」

「え？　はい。お願いします」

「えっとですね。背中にいるのは……」

「いや、待って、やっぱり駄目です！」

「どっちですか！」

「ちょっと待ってください。覚悟を決めますから」

　愛さんは深呼吸を何度かする。

「……もう大丈夫です。じゃ、じゃあ教えてください」

「えっとですね。その……蜘く蛛もが」

「スパイダー!?」

　なぜか巻き舌気味に叫びながら、愛さんがギュッと僕に抱きついてきた。腕が首にからまり、柔らかな胸の膨らみが体に押し当てられる。

　僕の全身を電流のような快感が走る。早鐘を打つ胸。こ、これが。プールのアクシデントで生を拝んでしまった、あの愛さんの真っ白な果実の感触ですか!?

「と、と、と、と、とって！　スパイダー、取ってください！」

　僕の耳元で愛さんは泣きそうな声を出す。

「わ、分かりました」

　僕は愛さんの胸の感触に全神経を集中させながら、背中に手を回す。ブラウスの中央に鎮座する蜘蛛を素手で軽く払う。蜘蛛はあっさりと床に落ち、机の下に隠れた。

「愛さん、取れましたよ」

「ほ、本当ですか？」

　愛さんは警戒するように、ゆっくりと体を僕から離した。それから腕を上げて、背中を確認するような仕草をすると、

「た、助かりました」

　顔を真っ赤にして下を向く。

「いえいえ。こんなの楽勝です」

　僕は手を振りながら、押しつけられた胸の感触やシャンプーの香りの余韻に、口元がニヤケないよう我慢していた。

「わ、私、虫は苦手なんです」

「そうなんですか」

「とにかく、あ、ありがとうございました」

　赤い顔のまま、ペコリと頭を下げると、

「じゃ、じゃあ。わ、私はこれで帰りますから」

　机に置いてあった鞄かばんを持ち上げた。

「えっ、帰っちゃうんですか？　そろそろ恋れん、来ると思いますけど」

「えっ？　で、でも。ほら。試験だって近いですし」

「は、はあ」

　それは来る前から分かっていたのでは、とも思うけど。

「れ、恋のこと、よろしくお願いします。夕飯までには帰るように言っておいてください」

　愛あいさんは小さく手を挙げると、回れ右して、ダッシュで逃げるように通信ベースを飛び出していった。最後まで顔が赤かった。

　愛さんがいなくなると、僕はニタニタと笑いながら椅い子すに座る。

「愛さんの体……、柔らかかったなあ」

　そして、ハタと思い出す。

　ちょっと待て。僕、愛さんに大事なことを言おうとしていたんだった。告白の相手が間違っていたという事実を。愛さんにハグされた衝撃で、すっかり忘れてしまっていた。

「ぼ、僕のバカ！」

　コツンと頭を叩たたく。蜘く蛛もから助けた後がチャンスだった。感謝されている間に本当のことを言えば、劇的な展開が待っていたかもしれないのに。

　僕は肩を落とす。でも、まあいい。きっと、またチャンスがくる。その時は必ず、愛さんに本当のことを言おう。

「にしても……、恋のヤツ、遅いなあ。向こうが呼んだくせに」

　僕が携帯電話で時間を確認しようとした時、

「私ならここにいる」

　地獄の底に響くような声が聞こえた。

　同時に頭上でバタンと何かが開く音。見上げた僕は、そのまま固まった。

　今まで気がつかなかったが、天井には天井裏に入るための金属で縁取られた正方形の扉があった。そして、開かれたその扉から、鬼のような形相の恋が顔を出していた。

「ショ――タ―――!!」

　地を這はう低い声と共に、扉から出てきた金属製の梯はし子ごを伝って、制服姿の一ひと片ひら恋が降りてくる。一段、一段、ゆっくりとした動き。その顔は、不機嫌マックスそうだった。

「れ、恋れん。きみ、いつからそこにいたの？」

　恋が降りると、僕は恐る恐る話しかける。

「最初からだ」

「最初からって？」

「お前がベースに来て、姉者と話している時からだ」

　恋は僕の前に両手を腰にあてて立つ。据わった目、クワッと開いた口。これほどまでに怒りを露あらわにした恋を見るのは初めてだ。

「隙すき間まから見えていたぞ。お前と姉者が……、その、抱きしめあっているのがっ！」

　僕をビシッと指差した。

「あれは浮気じゃないのか？　ショータ。お前は姉者に浮気したのか？　そうなのか？」

「ちょ、ちょっと待って。僕、愛あいさんと抱きしめあってないよ？　しがみつかれただけで」

　僕は首をブンブンと振る。

「そうだったか？」

　恋は思い出すように眉まゆ根ねを寄せる。

「……確かに、ショータの方は、姉者を抱きしめてはいなかったか、な？」

「そうだよ。僕にそんな恐れ多いことができるわけないじゃないか」

「じゃあ。そういうことか？　姉者が天あま乃のをゆ――わくしたんだな？」

　恋は再び、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ち、違う。それも、かなり違うよ！　ちゃんと聞こえてなかったの？　愛さんは背中についた蜘く蛛もを僕に取って欲しくて、あんな体勢になったの！」

　再び頭かぶりを振ると、恋は顎あごに手を当てる。

「そういえば、そんな声が聞こえていたような気もするが……」

「なんでおぼろげなの!?　そこが一番大事なところなのに！」

「う―――ん」

　恋は納得していないように腕を組む。

「たとえそうだとしても、姉者に抱きしめられて、ショータがデレデレしていたのは確かだ」

「そ、そう？　僕、そんなにデレデレしていた？」

「してたぞ。鼻の下を伸ばしていた。どっか―――んと伸ばしていた」

「ほんとに？　そんな擬ぎ音おんが似合うほどに伸びてた!?」

「ああ、間違いない。伸びてた。もう、これ以上ないくらい伸びきってた」

　眉間に皺を寄せ、ブウと口を尖とがらせる。

「地球人のオスは好きでもない相手でも、抱きつかれたらあんな風になるのか？」

「いや、それは……」

「ショータも。お前はわたしとつきあっているんだ。だったら、わたし以外の人間にデレデレするのはダメじゃないのか？　たとえそれが姉者でもだ」

「……」

「姉者も姉者だ。いくら蜘く蛛もがいたからって、ショータにあんなことをするなんて、軽率じゃないか。帰ったら抗議するぞ」

「いや、抗議って……」

　それはないだろ、と思った。

「愛あいさんは悪くないよ。虫が苦手で咄とつ嗟さに動いたらああいうことになっただけだよ。たまたま僕がいたから僕だったけれど」

　そう言うと、恋れんはますます不満そうな顔をする。

「むう。またショータはいつもそうやって姉者に甘い」

　プンと横を向く。

「前も言ったが、ショータは姉者に優しすぎるぞ。わたしと姉者、どっちが大事なんだ？」

「それは」

　僕はグッと息を飲みこむ。

　大きく目を開き、恋を見つめる。

　ああ、僕。なにを考えているのさ？　なんて答えるつもりなんだ？

　言ってはいけないことを、絶対に言ってはいけない相手に、言おうとしているんじゃないのか？　愛さんに言えなかったことを、代わりに恋に言うの？

　いや、駄目だよ。そんなことをしたら今まで培ってきたことが、全部無駄になるって。

　分かっている。分かっているけど、

「……恋」

　僕は真剣な顔で恋を見る。

「実は僕、君に隠していることがあるんだ」

　言ってしまった。なぜか口から出てしまった。

「な、なんだ？」

　恋は不安げに僕を見る。

　どうする僕。本当に言ってしまうのか？　真実を。

　そうすればここ最近、僕の頭を悩ませていることが、全すべて解決するかもしれない。虚構の上に成立している人間関係を解消して、元の自分に戻れるかもしれない。

　よし、じゃあ、言おう。言ってしまおう。全てを元に戻すために。

　僕はゆっくりと口を開く。

「僕が恋にした、告白なんだけど」

　息を止める。もう、言うしかない。

「実は間違いがあったんだ。あの時、僕が告白した相手は、恋れん、じゃなかった」



　空気がシンとなる。

　時間が止まる。

　寒気を感じて、僕はブルッと体を震わせる。僕の周りだけ季節が巡り、真冬になってしまったのかと思うくらいに寒い。

　僕は虚無の中にいた。真実を明らかにした達成感はなく覚えるのは恐怖のみ。それは恋に対してではなくて、これから起きるに違いない大きな変化に対する恐怖だ。

　目の前で恋の口が小さく開く。

　だが開いたまま、表情は凍りついていた。怒っているわけでも、悲しんでいるわけでもなく、能面のように固まっている。

「どういうことだ？　ショータはわたしのことが好きなんじゃないのか？　一ひと目め惚ぼれだったんじゃないのか？」

　静かに恋は問う。

「今現在の僕の気持ちは、よく分からない。まだ整っていない。でも、告白した当時は好きじゃなかったのは確か」

「……」

「僕は超理系人間とか現実主義者とか、みんなから呼ばれてる。科学的でないことは受け入れられない体質なんだ。だから、存在確率０・００００００００１％の木星人とつきあうのは、本当ならおかしいことだと思う……」

　僕は顔を強こわ張ばらせながら言う。

「でも、お前は……」

　恋は能面の顔で何か言おうとしたが、途中で止やめる。

　代わりに、

「ショータはウソツキだな」

　抑揚のない声で言った。

「……」

　僕はただ、唇くちびるを噛かむ。

　反論しようと思うが、できないでいる。だって、本当のことだから。僕がウソツキなのは。

「やはり、地球人は信頼できない」

　無表情のまま、恋の瞳ひとみの中で何かが光る。

　それが何か、僕が確認するよりも先に恋は回れ右をする。

　そのまま駆け出し、通信ベースを飛び出していく。

　慣性でゆっくりと扉が閉じると同時に、止まっていた時間が再び動き出す。

「地球人は信頼できない」

　頭の中で恋れんの台詞せりふがリフレインしている。

　信頼できないのは地球人じゃない。僕だ。

「これで全部終わりかな」

　恋とも愛あいさんとも、もう話せなくなるかもしれない。

　でも、それでも、いいんだ。

　僕は現実世界に戻るのだ。しばらく続いていた非日常にはさよならをして、もう一度、理屈屋でリアリストの天あま乃の翔しよう太たに戻る。

　僕は鞄かばんを肩にかけると、静かに通信ベースを出ていった。



    


  
    
      


６章　捜索係







　一ひと片ひら恋と断絶した翌日の朝。久しぶりに一人で登校した僕は、教室の扉の前で入ることを躊躇ためらっていた。

「愛さん、いるかな？」

　恋に話したことは愛さんにも伝わっていると考えるべきだろう。伝わっている可能性、65％……。そうなると、色んな意味で顔を合わせづらい。

　しばらく僕が扉の前に佇たたずんでいると、

「おはよう、天乃くん」

　後ろから声をかけられた。ドキッと、振りかえる。

　やっぱり愛さんだ。いつも通りの可愛かわいい微笑ほほえみを浮かべて、僕を見つめている。特に怒っている様子は見られない。

「お、おはよう、愛さん」

「どうしてこんなところに立っているんですか？　忘れ物でもしました？」

「いえ、そういうわけではないんですが……」

　僕が警戒していると、

「あ、天あま乃のくん」

　愛あいさんは顔を赤らめて、指を突き合わせていた。

「昨日のあそこでのこと、恋れんには言わないでください。変な誤解をされたくないですから」

　恥ずかしそうにそう言うと、逃げるように僕の横を通り過ぎ、自分の席に行ってしまう。

「あれ？」

　僕は首を傾かしげる。絶対にどこかに連れていかれて、詰問か拷問かされると思った。もしかしたら油断させておいて、後から酷ひどい復ふく讐しゆうするつもりかもしれないけど。

「もしや、恋のヤツ、愛さんに言わなかったのかな？」

　昨日の今日の話だし、無い話じゃないけど。

　僕は「ふう」と安あん堵どのため息をつく。とにかく、今日のところは助かった。ばれるのは時間の問題だけどね。

　でも恋はどうして愛さんに言わなかったのだろう。

　そして今日、恋は学校に来たのだろうか？

「確認してみるかな」

　僕は教室には入らず、そのまま一年生の恋の教室へ向かう。前に来た時と同じように、廊下から目立たないように、中を覗のぞく。

　恋はいた。教室の中央近くの席で、教科書を並べたりすることもなく、ただポツンと座っている。顔は、昨日、通信ベースで見たのと同じ能面の表情。

　僕は自責の念に駆られながら、逃げるようにその場を去った。





　午後。試験前のために昼までで学校を解放された僕は自宅のベッドに横になっていた。

　見なれた天井の模様を眺めながらボーとする。本当はこんな余裕をかましている時間なんてない。でも、勉強を始めるほど頭の調子はよろしくない。普段、理路整然としている脳の中が混こん沌とんとしている。

「どうしてだろう」

　せっかく真実を明らかにして、悩みをなくしたつもりだったのに、頭の中にはびこっているモヤッとした物は全く解消されていない。むしろ、悪化したような気さえする。

「告白の前に戻っただけなのに、どうしてかな？」

　ゴロンとベッドの上で寝返りをうち、窓の外に目をやる。

　最近いつも晴れていた空が、どんよりとした雲に覆われている。昨日の予報で、強い低気圧が接近していると言っていた。気象庁の発表した午後の雨の確率は90％。イマイチな天気が妙に僕の気持ちとシンクロして、ますます気が滅め入いる。

　ドアがノックされ、ドアが開かれた。

「試験前なのに勉強してないなんて、珍しいじゃん」

　入ってきたのは短パンにＴシャツ姿の瞳ひとみだ。ベッドの上の僕を不思議そうに見る。

「もしかして、彼女と喧けん嘩かでもした？」

「うっ」

　ズバッと言ってくる。端的に言うと、その通りです。

　心優しい瞳はそれ以上、訊きいたりはせず、僕の部屋のクローゼットを開けて、匍ほ匐ふく前進の格好で中に入っていく。つき出された短パンのお尻しりにドキリとする。

「どうしたの？　なにかの訓練？　やっぱり外人部隊に入ることにしたの？」

「今度、学校でフリーマーケットやるの」

　僕の軽口を無視して、瞳は答える。

「お兄ちゃんが小学校の時に使っていた物がここにあるから、それを出したらってママが」

「賛成。使わない物をクローゼットの中に入れておくのは邪魔なだけだよ」

「お兄ちゃんならそう言うって、ママも言ってた」

　言いながら、瞳は中から大きめのダンボール箱を引っ張り出してくる。開けると、ピカピカの黒いランドセルや卒業アルバム、ノートや教科書、その他諸々の物が出てくる。

「そんなの取ってあったの？　これからの僕の人生になんら役に立たないのに」

「だから、それを片付けてあげます」

「大変ありがたいよ」

　僕は興味を無くして、また仰あお向むけになる。

「なあ、瞳」

「どうかした？」

　瞳はダンボールの中身の分類を続けながら答える。

「時々さ。なんか誤解や勘違いのお陰で、物事が巧くいってることってあるよね？」

「はっ？」

　瞳は手を止めて、こっちを見る。

「いや、つまりさ。一見、巧くいっているんだけど、実はそれはベースのところで勘違いがあるからで、もし勘違いがなかったら今の順調さもないような、そんな感じ」

「さっぱり分からん」

　首を振って作業に戻ってしまった。

「もっと具体的な例を言ってよ」

「例えばさあ。友達から面白いからって勧められて聴きはじめたラジオ番組があってさ。実際、何度も聴いている内にハマって友達にも感謝したのだけど、後でよくよく確認したら友達が勧めていたのは違う番組でした……。ちょっと違うけど、こんな感じ」

「あ―――。あるかもね」

「そんな時、瞳ひとみならどうする？　友達になんて言う？」

「どうするって、別にいいんじゃない？　聴いているラジオが楽しいんなら」

　瞳はあっけらかんと答える。

「いいよなあ。瞳は単純で」

「なんだよお。せっかく相談に乗ってあげているのに」

　ブウと頬ほおを膨らませる。

「ついでに訊きくけど、瞳は友達に間違っていたことを話す？」

「どうかなあ。まあ、話してもいいんじゃない？　気が向いたら」

「気が向いたらなの!?」

「分からないよ。会話のノリ次第じゃない？」

「会話のノリ……」

　どうやら、例えがよくなかったらしい。僕はハアとため息をつく。

「でもねえ。もし――」

　瞳は続ける。

「もし本当のことを話したら、間違って聴き始めたけどそれにはまっています、って言うんじゃない。むしろ友達に逆に勧める感じで。大切なのはそこだよね。よっこらせっと」

　瞳は、ダンボールの中から使えそうなリコーダーや教科書を詰めこんだランドセルを取り出す。何を思ったのか、そのランドセルを背負って立ち上がる。

「どう、お兄ちゃん。私、また小学生でもいけそう？　女児っぽい？」

　昔やっていたように、髪を手で結んでみせた。

「中学一年生の女子が女児っぽい？　なんて口にしたら駄目だよ。あと、女児としては、ランドセルが黒なのが欠点」

「そっかあ、残念」

　瞳はわざとらしくうな垂れる。

「ノートはお兄ちゃんが必要かどうか決めて、またダンボールに戻してもらっていい？」

「問題なし」

「じゃあ、もらっていきます」

　瞳はランドセルを背負ったまま、僕の部屋を出ていこうとする。

「あ、あと、瞳」

「ん？」

　瞳は振りかえって、目を瞬まばたきさせる。

「前に母さんが、僕が近ちか頃ごろ変わったって言ってたよね？」

「ああ、うん」

「瞳ひとみもそう思う？」

「もちろん」

　すぐに頷うなずいた。

「だって、ちょっと前のお兄ちゃんなら、私に相談なんてしないでしょ？」

　肩をすくめると、小さく手を振って部屋を出ていく。

　しばらく、瞳の消えた扉を無言で見つめていたけど、

「確かにね」

　と呟つぶやいてベッドから降りる。そして、クローゼットの前に残されたダンボールとノート類の前に腰を下ろした。試験勉強をサボって片付けなんて、なんというお約束。

　ノートの中から、僕は小学四年生時の作文帳を手に取る。パラパラとめくると、中に、『将来の夢』というタイトルの作文があった。

『僕は公務員になります』

　いきなりそんな一文から始まる。以下、公務員になることのよさが論理的かつ簡潔にまとめられている。

「さすが僕！」

　小学四年生にしてなんという現実主義者。子供らしい夢のつけいる隙すきすらない。

「やっぱり、僕は昔からこんな人間なんだよ」

　少しホッとした。小学校から変わらない性格こそが本来の僕だ。最近変わったと言われる僕の方が、間違っている。

　僕はノートを一冊ずつ確認しながら、ダンボールに戻していく。

　突然、手が止まる。目が大きく開く。

「マジ？」

　思った言葉が口から出た。

　一冊のノートを手に取る。動物の写真が表紙の自じ由ゆう帖ちよう。タイトルは「ちきゅうたんけんき１」、一ひと片ひら恋れんがつけていたのと、同じタイトルのノート。

「こんな偶然があっていいの？　というか、本当に偶然？」

　僕は震える手で自由帖を開いていく。

　――ねん――がつ、という書き出し。僕が七歳の時だ。

“〝たけし”〟と“〝つとむ”〟と一緒に、探検隊を組織した、というところから始まる。

「“〝たけし”〟、“〝つとむ”〟……。そういえば、いたかも。そんなヤツ」

　小学校低学年までつるんでいた連中。もう何年も会っていない。

　パラパラとめくっていく。秘密の抜け道を発見しただの、ワープポイントを見つけただの、そんな話が延々と書かれている。

「あ、これって、通信ベースじゃん」

　裏山の電波塔のことまで書かれていた。宇宙人の通信基地だって。

　完全に恋れんのノリ。母さんの言っていた通りなんだ。本当に幼い時、僕はあんまり理屈屋ではなかったらしい。

　僕はページをめくっていく。ノートの最後の日まで、同じ様な内容が綴つづられている。町内を探検しただの、木星人を探しに行っただの……。

　僕がこんなことを書いていたなんて信じられない。でもあまりに荒こう唐とう無む稽けいなことが書かれているのに、アレルギーが出てこない。蕁じん麻ま疹しんも気き管かん支しも正常。自分自身がこれを書いたというおぼろげな記憶が、アレルギーの発生を抑えている気がする。

　最後のページまでくる。

　最後の一行を読んだ時――、

　心臓がドキッとした。唾つばを飲みこんだ。

「……そうだったっけ？」

　何度も何度も、その前後を読み直す。

　ボンヤリと記憶の断片が、僕の頭に浮かんでは消える。忘れかけていた過去の情景が、海馬の奥底から蘇よみがえる。木星人を探していた自分の過去と、現在木星人の恋がどう繋つながるのかはまだよく分からない。でも、ただ一つ、はっきりしたことがある。

　それは僕が恋と一緒にいて覚える郷愁にも似た感情の理由。それは、恋といる時、僕が昔の自分に戻っていたからだと思う。確率とか現実とか、そんなことは考えず、ただ友達と街中を探検し、木星人を探していた頃ころの自分に。

　恋と出会って、僕は変わってしまったわけじゃない。昔に戻っただけなんだ。

　僕はゆっくりと立ち上がる。

「このこと、恋に伝えないと……」

　整えるまでもない。今、僕は、１００％、一ひと片ひら恋に会わなくてはいけない。



　　　　　☆



「ハアハアハアハア」

　僕は息を切らせながら、一片家の前に立っていた。分厚い鉛色の雲に太陽光が遮られ、辺りが夜のように暗い。日の入りには時間があるというのに、外灯の一部が点ともっている。

「これで雨が降ってきたら最悪だなあ」

　舌打ちする。慌てて出てきたせいで傘を持ってきていない。

　インターフォンを鳴らす。ブザーが鳴るのとほぼ同時に玄関の扉が開いた。

「恋!?」

　そんな声と共に、愛あいさんが飛び出してきた。青い顔、真っ赤な目、体が震えていた。

「天あま乃のくん！」

　愛さんは裸足はだしで出てくると、僕に抱きついてきた。

「あ、愛さん？　ど、どうかしましたか？」

　僕は上ずった声を出す。

「帰ったら恋れんがいなくて。着替えと旅行鞄かばんがなくなっていました！」

「ま、まさか家出ですか？」

「地球出かもしれない」

　愛さんは僕の体を放すと、真面目まじめな顔で僕を見る。

「一緒に探しましょう。天気もやばそうですから」



　僕と愛さんは公園の裏山を早足で登っていた。家を出た恋が真っ先に向かいそうな、通信ベースを目指す。

　霧のかかる細い山道を、愛さんが先頭になって進む。道側に伸びた植物の葉の露で、服が濡ぬれていく。

「でも……」

　息を切らせながら、愛さんが呟つぶやく。

「どうしていきなり恋が家出なんて？　天乃くん、心当たりありますか？」

「うっ」

　僕が息を詰まらせると、愛さんが不審そうに振りかえった。

「あるんですか？　心当たり……」

「ええ。実は」

「やっぱり天乃くんが原因なんですね。恋に何をしたんですか!?」

「酷ひどいことを言いました。何を言ったかは今は言えないです。とにかく、恋に、もう地球人は信用できないって言われました」

「どうして？　つい最近まで仲良かったのに。フラグ立っていたのに……」

　愛さんはショックを受けたように、額に手を当てる。

「……それに恋、天乃くんとそんなことがあったなんて、私にはなにも言いませんでした」

「あれで愛さんに遠慮してますから」

　僕の言葉に、愛さんは「ハア」とため息をつく。

　しばらく無言で山道を歩いていると、愛さんがポツリと言った。

「天乃くん……」

「はい」

「今まで敢あえて、言いませんでしたが……。実は私たち姉妹には親がいません」

「えっ？」

「事故。両親とも」

　心臓が鷲わしづかみされたかのように、ギュッと痛くなる。何か言いたいんだけど、なんて言えばいいのか分からず、僕は無言になる。

「……最初は叔お母ばの家に預けられていました。叔母はわたしたち姉妹に親切にしてくれたのですけど、やっぱりお互いに遠慮があって。恋れんにとってはあまり居心地がよくなかったみたいでした」

　愛あいさんは小さく肩をすくめる。

「ちょうど叔母さんの家に預けられて一年目くらいの時、突然、恋の頭の中に住み着きました」

「……ミステリーサークル騒ぎの時ですね」

「木星人の妹と一緒にいつまでも叔母の家に厄介になっているわけにはいかず、私が小学校六年生に進級した時、妹と一緒に元の家に戻ってきました。それから、私と恋は二人っきりで、生活してきたんです」

「……」

「昔の恋のことを知っているから、私は恋の中に木星人がいるって分かっています。その木星人は十年前に不時着したＵＦＯでやってきたんだって。だから、そんな恋を地球人から守るって、守るためならなんでもするって決めたんです」

　愛さんは、強い意思に満ちた目を細める。

「……天あま乃のくん。小学校の時、何かの係をやってました？」

「へっ？」

　急に話題が変わったので、僕は目を瞬まばたきさせた。

「強制だったから、整理整頓係に入ってましたが……」

「私の通ってた小学校も半ば強制でしたが、私は免除されていました。家庭の事情があったから。ですが、私は係活動してるクラスメイトたちが羨うらやましくて、それで作ったのが“〝いもうとがかり”〟。木星人の妹を悪い地球人から守る係……。たった一人なのに、係ってバカみたいですけど、自分は“〝いもうとがかり”〟だって思いたかったんです」

　愛さんはジッと僕を見る。

「天乃くんは、初めて私以外の係のメンバーになってくれました。いもうとがかり２号として、恋を守ってきてくれました。……これからも、恋を守ってくれますよね？」

「僕は……」

　グッと唾つばを飲みこむ。

「分かりません。今は恋と喧けん嘩か状態ですから。ただ、仲直りができて、恋が望むのなら、守ります。恋と……愛さんを」

　コクリと頷うなずいた。

「天あま乃のくんに“〝いもうとがかり”〟になってもらえて、本当によかったです」

　愛あいさんは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、目に浮かぶ涙を拭ぬぐう。

　その時、パラパラと雨粒が木々の葉に当たる音がした。

「ついに、降り出しましたね」

「急ぎましょう」

　僕と愛さんは駆け出した。



　通信ベースの扉の鍵かぎは開いていた。

「恋れん！」

　中に入るや、愛さんは大声で叫んだ。見回しながら入っていく。いつも以上に薄暗い部屋に、人の気配はない。

「いないです」

「でも、今日ここに来たのは間違いないみたいです」

　僕は制せい御ぎよ盤の上に置かれていた“〝地球探検記25”〟の、日付が今日になっているページを愛さんに見せる。

『今まで地球人と木星人の共生の可能性を調べてきたが、結局、地球人のメンタルを理解するのは困難、ということが分かった。

　かりそめの姉者も、ショータも、かりそめの同級生も、かりそめの教師たちも、地球人が何を考えているのか理解することは、木星人のわたしにはできそうにない。わたしは不適任ということだろう。

　だから、わたしは任務を終えようと思う。木星に戻り、後任を探してもらうつもりだ』

　読み上げた愛さんはため息をつく。

「結局、私のことも、分かってもらえなかったみたいですね」

　力が抜けたように、制御盤に腰を下ろす。

「愛さん、ガックシ来てる場合じゃないですって。恋を探さないと！」

　少し大きな声で言うと、愛さんは驚いたように大きく目を開く。そして、自分を奮い立たせるように両手で頬ほおを叩たたいた。

「そうですね。ショック受けてる暇なんてなかったです。でも、ここにいないとしたら、どこに行ったのでしょうか……。天乃くん、あてはあります？」

　僕は首を縦に振る。

「恋は木星に帰ると言っているから、行く場所は一つです」

「えっ？」

「恋が地球に降り立った場所！」





「まるで台風みたいですね！」

　横殴りの雨が吹きつける土手の上の道を、僕と愛あいさんは走っていた。愛さんから借りた傘は閉じてしまい、雨を全身に浴びながら進んでいく。

「あんなところに行って、大丈夫かな？」

　河か川せん敷じきを見下ろしながら、僕は眉まゆ根ねを寄せる。普段、穏やかな水流を見せる仁に科しな川は既に濁流だった。濃い色をした水流がコンクリートの壁に当たって砕け、コーヒー色の飛沫しぶきを飛ばしている。さらに水かさが増えれば、川の水は河川敷に溢あふれ出してくるだろう。

「早く見つけないと恋れんが危険です。本当にあそこにいればの話ですけど」

「きっといますよ」

　自信はある。恋は向かったはずだ。十年前、ＵＦＯ着陸場所と騒がれたあの場所に。

　緊急時の侵入防止のチェーンを外して、河川敷に降りる。泥水でほぼ冠水した小道を、草を払いながら走っていく。飛び跳ねる雨水で、靴や服が真っ黒になっていく。

　やがて視界が開け、ミステリーサークルが現れる。

　僕と愛さんの視線が円形の空間の中央に向く。ハッと息を飲みこむ。

「！」

　一ひと片ひら恋がいた。サークルのど真ん中で、ずぶ濡ぬれになりながら立っている。旅行鞄かばんは地面に置き、雨が降り注ぐ真っ黒な空を見上げ、両手を上げている。

「「恋！」」

　僕と愛さんはほぼ同時に叫ぶ。

　恋も僕たちに気がつく。

　驚いた顔で回れ右をすると、こっちとは逆方向へ駆け出した。ミステリーサークルから飛び出し、ススキの林の中へと消えていく。

「ちょっ、恋!!」

　恋を追って、僕たちもススキの中へと入っていく。

　直後、さらに雨と風が強まる。草の葉を通じて体に纏まとわりつく水。バシャバシャと足元から上がる水飛沫の音。まるで水の中を走っているような気分だ。

「恋！　止まりなさい！」

「そっちは危ないって！」

　前方を走る恋の背中に向かって、僕と愛さんが叫ぶ。

　再びススキの草むらが途切れる。目に映るのは濁流が唸うなる仁科川。僕たちは河川敷を横断し川岸まで来ていた。

　恋が川べりに立ち、振りかえる、僕と愛さんも、恋から距離を置いて立ち止まった。

「わたしは木星に戻るんだ！」

　恋れんが叫ぶ。髪も顔も制服もずぶ濡ぬれだ。真っ赤になった顔を、大量の雨粒が伝っていた。

「わ、分かった。それは分かったから、そんな危ないところに立っているのは止やめようよ」

　恋のすぐ後ろには濁流が流れている。水かさもかなり増えている。このまま雨が強まれば、河か川せん敷じきに溢あふれ出すだろう。

「行かない！　そちらに行けば、姉者に家へ連れて帰られるからな」

「無理やり連れて帰ったりしません！　だから、こっちに来なさい！」

　愛あいさんも必死な声で叫ぶ。

「地球人は信頼できない」

　恋は首を振り、下を向いてしまう。

「木星に帰ると言うけど、その格好のまま帰るつもり？　一ひと片ひら恋の姿で！」

「木星人は肉体に価値を感じないから問題ない」

「でも、まだ地球人のこと理解できていないだろう？　それなのに帰るの？」

「もう調査は十分だ。地球人は信頼に値しないことが分かった。木星人と地球人の共存は不可能、というのが私の結論だ」

「そんなことないって！」

　僕は首を振る。

「じゃあ、どうしてお前はわたしに告白したんだ？　好きでもないのに？」

「……」

　僕は言い返すこともできず、チラッと横の愛さんを見る。だが愛さんは、特に反応せず、ずぶ濡れの顔をジッと恋へ向けている。

「最初から騙だまそうとしていたんじゃないか？　木星人のことを調べようとしていたんじゃないか？　お前は地球人のスパイだったんじゃないのか？」

　恋が半眼で腕を組んだ。

「騙すつもりなんてなかった。それにスパイなんて、ありえないって」

「嘘うそだな。信じられない」

「嘘じゃないって！」

　僕は一歩、恋に近づく。

「いいから、こっちに戻って。話はそれからしよう」

「く、くるな」

　恋があとずさる。背後には濁流がある。

「いや、そっちに行くのはマジで危ない。こっちに戻ろうよ！」

　僕は恋に向かって手を伸ばそうとする。恋は手から逃れようとさらに後ずさった。

　その時――。

　後退した恋れんの左足が、コンクリートで固められた川岸の地面を踏み外した。

　バランスを崩した恋が、落下する。川の中へ！

「恋！」

　僕はダッシュした。ヘッドスライディングするように跳躍する。

　コーヒー色の水しぶきが上がる。濁流に飲みこまれた恋の体。その彼女の足を、僕は腹ばいになりながら掴つかむ。

　下半身を水流に圧され、僕の手を支点に恋の体が大きく傾く。手を離した瞬間、恋は目の前をすごい速さで過ぎていく木の葉のように、流されていってしまうだろう。

「くっ！」

　歯を食いしばる。恋を掴んだ手に強烈な力がかかる。体重と水流で押される恋の体を、全身で支える。

「ショータ！」

　体の半分を濁流に飲まれたまま、恋が僕を見上げる。

「恋！　僕の話を聞いて。僕は君に、言わないといけないことがあるんだよ！」

　恋を見つめたまま、僕は叫ぶ。

「確かに僕は恋のことが好きで告白したわけじゃない。告白は誤解が原因だったし、つきあうことになった後も、君といることに戸惑っていた。だって木星人だから！」

「……」

「それにそのことをずっと話さなかったのも、恋のためじゃなくて、僕の都合によるものだったよ。だから、そのことを恋に責められるのは仕方ない。ごめん」

　ギシッ、普段鍛えていない上腕筋が悲鳴を上げる。だんだんと腕の神経が麻ま痺ひしてくる。

「で、でもね。今更だけど気がついたんだよ。きっかけが間違いだったからって、恋と一緒にいた時間が、全部デタラメだったわけじゃないって。通信ベースで過ごした時間も、土手を歩いた時間も、プールで泳いだ時間も、楽しかったんだ！　心地よかったんだよ。だって恋と話していると、僕は、昔の自分に戻れる。現実や確率ばっかり追いかけていて、重苦しかった肩が軽くなれるから！」

「……」

「知ってる？　僕は小さい時、木星人を探していたんだよ？」

「？」

　恋は混乱したような顔をしていた。僕が何を言っているのか理解できないような表情。いつもと逆の立場に、僕はほんの少し嬉うれしくなる。

「そうなんだよ。今でこそ超理系、リアリストって言われてて、確率ばかり気にしているけど、昔の僕は違ったんだ。今みたいに現実現実言ってなかったんだよ。宇宙人だって、占うらないだって、魔法だって信じていたんだ！　いつも町のどこかを探検していた。毎日に夢があったんだ。世界にはまだ知られていないものがあるって信じていた！」

　僕は息を吸いこむ。

「そんな時に、僕は見つけたんだ。この河か川せん敷じきのミステリーサークル！」

「えっ!?」

　恋れんが目を見開く。恐らく、愛あいさんも同じような顔をしていただろう。

“〝ちきゅうたんけんき１”〟の最後に書かれていたのは、それだった。ミステリーサークルを発見したこと。ＵＦＯの着陸跡だと思ったこと――。

　今だから、思い出すことができる。ミステリーサークルのことを父さんに話した自分。ただのイタズラと決めつけて取り合わなかった父さん。誰だれかに話すことも許されなかった自分は、ミステリーサークルの場所を記した匿名の手紙を交番に届けた。

　そうしたら、あのＵＦＯ騒ぎ。

　父さんは自己弁護をするかのように、過熱していた宇宙人報道に対して反対運動を始め、お陰で僕は友人たちにハブにされて……。

「僕は理屈屋とか現実主義者だよ。実際、科学と現実こそが大事だと思っている。でも、ずっとそれじゃあ疲れてしまう。時々でもいいから僕は、昔の自分に戻ってみたい。毎日ドキドキしていて、刺激的だった頃ころの自分に、木星人も、占うらないも、あると信じていた頃の僕になりたい。恋と一緒にいれば、なれるんだ。そしてもう一度、ミステリーサークルを見つけたい！」

　言葉に力をこめる。

「だから、恋、帰らないで。ずっと一緒にいて欲しい。ずっとつきあって欲しい。僕は恋に地球のことを教える。だから、恋は、僕に木星のことをこれからも教えて欲しい！」

　ちぎれそうな腕を堪こらえながら僕は声を張り上げる。

　恋は目を大きく見開いたまま、僕を見つめている。そんな彼女を、僕もジッと見つめ返す。恋と出会って以来、彼女のことをこんなにしっかりと見たのは初めてかもしれない。

　なんだ……。似てると思っていたけど、愛さんとは全然違う顔をしているじゃないか。

「ショータ……」

　ポツリと言う。

「まだ……。まだ、わたしは地球人の全すべてを理解できてはいないみたいだ。ショータのことも、姉者のことも、恋愛のこともまだ分かっていない。だから……」

　恋はスウッと、肺に息を吸いこむ。

　そして――、

「だから、わたしは木星に帰るのは止やめる！　ショータともっとつきあって、地球人のことをもっと知りたい!!」

　暴雨や濁流の音が一瞬、消えてしまったかのように感じたくらい、大きな声が辺りに響く。僕は泣きだしそうになるのをグッと我慢し、

「うん……」

　コクリと首を縦に振る。

「じゃあ、一緒に戻ろう」

　掴つかんだ腕に最後の力をふりしぼり、恋れんを引っ張りあげようとする。

　その瞬間、川の水かさが急に増して恋の下半身に襲いかかった。

「ぐっ！」

　恋を持っていこうとする力が急激に増す。恋の体が再び大きく傾いた。

　僕は恋を持つ腕に力をこめる。だが、濁流の力はそれ以上で、恋の腕は僕の手からすり抜けていこうとする。

　あっ！　と思った時、

　横から新たな手が伸びてきた。僕の手に被かぶせるように一緒に恋の腕を掴む。

「早く、恋を！　一緒に引っ張りあげてください！」

　顔を赤くした愛あいさんが、水みず溜たまりの中に腹ばいになって手を伸ばしていた。

「せーので引いてください」

「了解です！」

　もう一方の手でも恋の腕を掴む。

「せ――の」

　愛さんの掛け声で、一気に恋を川岸に引っ張りあげた。

「はあはあはあはあ――」

　三人とも息を切らせながら、ドロドロの地面の上に座る。僕も、愛さんも、恋も。三人とも泥だらけ、ずぶ濡ぬれの酷ひどい状態だった。特に恋は、下半身に制服のスカートを着ているのか分からないくらい、泥色に染まっていた。

「来週からの試験は、ジャージで受けることになりそうですね」

　この状況で現実に引き戻す愛さんのナイスな台詞せりふに、僕は乾いた笑い声をあげる。

　しばらく、僕たちはその場に座りこんでいた。いつの間にか風が収まり、雨も小降りになっていた。川のかさはまだまだ高いが、これ以上、増えて溢あふれることもなさそうだ。

　地面に腰を下ろしたまま、未いまだ荒い息を吐く僕の目の前に、手が差し出された。

「ショータ」

　顔を上げると真剣な顔の恋がいた。ツインテールから、ポタポタと水滴を落としながら。

「うん？」

「さっきの言葉、本当なんだよな？　わたしの傍そばにいたいんだな」

「うん。たぶん」

「なに？　たぶんなのか？」

「いや、１００パーセントだよ。マジで、心から」

「う――む」

　恋れんは胡う散さん臭くさそうな顔で僕を見下ろした後、

「だったら、握手だ」

「はい？　前にしただろう？　なんで、またするの？」

「仕切りなおしだ。再出発の時、地球人はそうするものだろう？」

「そうだっけ？　まあ別に、いいけどさ」

　僕は肩をすくめてから、恋の手を取る。雨に濡ぬれて冷え切った手。しばらく握っていると、その冷たい肌の感触の奥に、小さな温かみのような物を感じてくる。青ざめていた恋の顔が、だんだんと赤味を帯びてくる。そしてたぶん、僕も同じような顔をしていた。

「こほん」

　咳せきばらいの音が聞こえた。

　気がつかない内に立ち上がっていた愛あいさんが、口に手を当てている。ずぶ濡れになった髪が頬ほおや首に貼はりついて、こけしのようになっている。それでも、僕には可愛かわいく見える。

「めでたしめでたしだから、あまり煩うるさいことは言いません。でも、どんな理由があるにせよ、今回のことは天あま乃のくんに原因があるんじゃないですか？」

「そうですね」

「じゃあ、二度とこんなことがないようにしてください。私、恋に木星に帰られたら困ります。次、こんなことがあったら、今度は私が許しません」

　愛さんは恐い目で僕を睨にらむ。僕は体を震わせながら、「はっ……分かってます」と答える。たぶん、次は本当に殺される。

「それから恋……」

　ギロリと恋に目を向けた。

「な、なんだ姉者？」

　恋も僕と同じく、脅えるような顔をしている。

「何も言わずに地球を出ていくなんて、今まで居候させてあげた人間に対してあまりに礼儀がなっていないわ。ルール違反です」

「いや、しかし。わたしは木星人だから」

「ここは木星じゃないの。地球です。地球のルールに従いなさい！」

　愛さんは恐い声で叫んだ。

　恋は下を向き、

「……ごめん」

　ボソッと謝る。

　愛さんはしばらく怖い顔で恋を睨んでいたが、恋に近づいていく。顔をクシャクシャにすると、恋れんを抱きしめる。

「本当に心配しました」

　愛あいさんは、恋を胸に抱きながら頭を撫なでる。

　恋は鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をしていたけど、しばらくするとゴロゴロと喉のどを鳴らし始めた。

　雨がいつの間にか止やんでいた。

　分厚い雲の隙すき間まから、陽ひの光が差しこんでいた。
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エピローグ







　嵐あらしは夏を連れてきた。

　大雨の後、さらに太陽は熱く照り、入道雲がもくもくと張り出して、蝉せみもガンガンに鳴いていた。学校は試験週間に入り、今までサボり続けてきた生徒たちも仕方なく試験勉強を始めている。

　額に汗を浮かべて通学路を歩いていた僕は、前方に愛あいさんの背中を見つける。小走りで近づき、背後から声をかける。

「愛さん、こんにちは」

「こんにちは。今日も暑いですね」

　言葉とは裏腹の涼しげな顔で、愛さんは笑う。

「天あま乃のくんは、これから帰りですか？」

「いや。実は恋れんに通信ベースに呼ばれたんで、一度、寄ってから帰宅するつもりです」

「ご苦労さまです。でも、試験勉強は大丈夫ですか？」

「まあ、僕はテスト前になって慌てるタイプじゃないから」

「さすが」

　愛さんは自分もそうだけど、とでもいう風に前髪を掻かきあげる。

「天乃くんは大丈夫でも、恋は大丈夫でしょうか」

「いや、どうでしょう」

　僕は苦笑する。

「言ったところで、『木星人に地球の試験など必要ない』と言うに決まってますけどね」

「そうですね」

　二人して笑う。

　しばらく談笑しながら学校前の歩道を歩く。近くの曲がり角に来た時、僕は言う。天気の話でもするかのように何気なく、そして唐突に。その言葉を。

「僕の恋への告白。愛さんへのつもりでした。つまり、僕は愛さんに告白したかったんです」

　愛さんが足を止める。僕も同じように立ち止まった。

　愛さんは大きく瞳ひとみを見開いていた。

「愛さんも気がついていましたよね？　恋から告白を聞いた時、僕が愛さんと勘違いしたんだって」

　ジッと愛あいさんを見つめる。

　ややあって、愛さんはハアとため息をついた。

「そうです。気がついていました」

　愛さんは焦りを誤ご魔ま化かすように、また、髪を耳にかけた。

「なのに気がつかないふりをしていたんですよね。よろしくお願いします、と僕に言って」

「……そうです。その通りです」

　罰が悪そうに唇くちびるを噛かむ。

「天あま乃のくんなら、理由、分かっているんじゃないですか？」

「ええ、なんとなく」

　僕は肩をすくめた。

「私は、“〝いもうとがかり”〟に新メンバーを加えたかったんです」

　懺ざん悔げするように愛さんは言う。

「だから天乃くんが恋れんから逃げられないような状況を作りました。なんとなくだけど、現実主義者って言われている天乃くんなら、逆に恋と巧くやっていけると思えたから。実際、それは正しかったと思っています」

　愛さんは確信するような目で僕を見る。

「ええ、それは、間違いないです」

「えっと、天乃くん。ごめんなさい。天乃くんを利用するようなことをして」

　愛さんはいきなり、頭を下げた。

「いえ、気にしてはいませんから」

　僕はパタパタと手を振った。

「本当ですか？　本当に気にしていないですか？　実は結構、ショックなんじゃ……」

　愛さんは心配するような目で僕を見る。

「まあ、多少は。いや、でも騙だまされたこと自体は本当にもう、どうでもいいんです。ただ一つ、確認したいことが……。告白に気がつかないことにしたということは、つまり、僕が本当に愛さんに告白できていたとしても、失敗だったってことですよね？」

「……そうですね」

「やはり……、ガクッ」

　僕が脱力したようにうつむくと、愛さんは慌てて首を振る。

「か、勘違いしないで欲しいです。別に天乃くんだから駄目というわけじゃなくて、むしろ天乃くんなら……」

「えっ？」

　目をパチクリさせる僕の前で、愛さんは真っ赤な顔を横に振っていた。

「で、でも、今のところ、私は誰だれともつきあう気がありません。だって、“〝いもうとがかり”〟ですから。いもうとがかり１号は恋愛禁止なんです」

「それ、初めて聞きました！」

「もちろんです。少なくとも、恋れんの中の木星人がいなくなるまでの間は、恋愛できません。だって、恋を悪い地球人から守らないといけませんから！」

「はあ……」

「ごめんなさい……」

　愛あいさんはまた、ペコリと頭を下げる。

「でも……。でも、ですね。もし、いつか“〝いもうとがかり”〟のメンバーが３号、４号とどんどん増えて、地球人の友達が沢山できて、私が守らなくてもよくなったら。……もしその時も、天あま乃のくんがわたしのことが好きでしたら、その時、また告白してください」

　そう言って、愛さんは優しげに笑う。

「わ、分かりました」

　期待するように目を輝かせ、僕は頷うなずく。

　先がどうなるかなんて、僕には分からない。恋に沢山友達ができる日なんて、本当にくるのだろうか？　そして、それよりも気になるのは、もしそんな時が来た時、自分は愛さんに告白するのだろうか。それとも。

　僕はそれが気になる。





　通信ベースの入口に入ろうとした時、

「ショータ、ここだ！」

　頭上で恋の声がした。恋がテレビアンテナの土台にもなっている建物の屋上に足をかけて座っていた。

「梯はし子ごで登られるんだ。ほらっ、空があんなに綺き麗れいだ」

　空を指差して、足をブランブランと振る。

「あ――あ――、またスカートでそんな格好をして、パンツが丸見えだよ」

「お前はパンツパンツ煩うるさすぎるぞ。そんなにパンツが気になるならこれからはずっとパンツは穿はかずに生活するからな」

「頼むから、止やめてよ。僕が精神的に崩壊する」

「だったら、早くここまで登ってこい」

「なにが“〝だったら”〟か知らないけど……」

　ブツブツ言いながら、僕は鉄の梯子を登っていく。

　建物の上はコンクリートの床でアンテナの基礎にもなっている。床の上に数日前の雨で、まだ水みず溜たまりが残っている。恋は水溜りを避けて仰あお向むけになった。

「ショータもここに横になるといいぞ」

「でもここ、汚くないか？」

「大丈夫だ。雨が洗い流した。蜘く蛛もはいるかもしれないが」

「蜘蛛もいやだけどなあ」

　言いながら、僕も横になった。

　視界いっぱいに広がる真っ青な空に大きな雲。鋭く差しこむ太陽に、ムッとするような熱気を全身で感じる。

「ここにいると、地球もいいところだと思う。どんなことがあっても、ここで大の字になって横になっていると、全すべてを許せる。もっと地球にいたいと思えるんだ」

　恋れんは気持ち良さそうに、目を細める。

　僕は首を横に向けて、そんな恋を見つめる。

「ねえ。恋がつけてる、あの日記なんだけどさ……」

　僕は小声でボソボソと言う。

「ん――？　なんか言ったか？」

「いや、なんでもない」

　まだ、訊きかなくてもいい気がした。もう少し記憶が蘇よみがえった時、改めて尋ねようと。

「お前は時々、声が小さくなるな。人に何か言う時は、できるだけ大きな声を出した方がいいぞ。これが木星人のマナーだ」

　恋が偉そうなことを言う。

　僕はそんな恋の脇わきを、指でツンと押した。恋が「あふん」と叫ぶ。

「な、なにをする!?」

「ここなら何をしても許してくれるんだよね？」

「そ、そんなことは一言も言ってないぞ」

　頬ほおを膨らませる恋。

　僕の笑い声はどこまでも青い空に向かって飛んでいく。
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　お久しぶり月つき見みです。

　新シリーズは“〝いもうとがかり”〟です。タイトル公開直後は、「“〝妹が狩り”〟とか、どんだけ妹ワイルドだよ！」、とか言われたりもしましたが、正しくは「妹いもうと係がかり」。出てくる妹は木星人ですがワイルドちがいます。

　デビューして間近の頃ころの話です。某先生に「書きあがった作品にタイトルをつける方法」をうかがったところ、「僕の場合、むしろタイトルを決めてから書きはじめます」みたいなことをサラッと言われて、それって手遅れってことじゃんコンチクショー、と思った記憶があるのですが、「いもうとがかり」は自分にとって初めての、タイトルを決めてから企画した作品になります。ちなみに、タイトルに“〝いもうと”〟がついていますが、別に妹属性が無くても楽しめる仕様なので、属性気にせず読んじゃってください。もちろん、属性あってもバッチリです。

　全然、話題は変わりますが、よくあとがきで作家さんが、本屋で自分の書いた作品が購入されるところを見たことがない、といった趣旨のことを書かれていますよね。

　実は、僕も一度もありません。本屋のラノベコーナーをうろうろしていても、拙作が手に取られたところを見たことない。立ち読みされているシーンすら遭遇せず。山の手線でラノベを読んでいる人がいると思わず覗のぞき見しますが、拙作はノーヒット。本当に買われているのかと心配になってきます。今ならネット上の感想を通じて読者のリアクションがすぐ分かりますが、以前は限られていたのでもっと不安だったかと。

　そういうわけで、是非“〝いもうとがかり”〟は、本屋で購入された瞬間を見てみたいです。レジの横でジッと見てるヤツがいたら、そいつがルパンだ、いえ、月見草そう平へいです。

　最後に謝辞です。

　担当のＴさま。企画からリリースまで、色々とお世話になりました。素晴らしいシリーズを作っていけたらいいですね。

　絵師のpun2さま。可愛かわいい“〝恋れん”〟をありがとうございます。リボンの色がＭＦの表紙の色とマッチしてますね。２巻もよろしく。

　Ｍ編集長、Ｋさまにもお世話になりました。また装丁さま、校正さま、その他、多くの関係者の方々のお陰で、この本を出すことができました。ありがとうございます。

　末尾とはなりますが、本書を手にとってくださった読者のみなさまに感謝を。



月見　草平



    


  
    
      　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。『かぐや魔王式！』でブレイク。



　イラスト

　ｐｕｎ２（ぷんぷん）

　　最近のアイドルはいいキャラデザしてますね。

　　と先輩絵師さんと会話する日々。

　　あ、自分は栄が好きです。



    


  
    
      いもうとがかり
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